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一章【陰陽師】







　渋しぶ谷やにあるダンジョン。

「同接０人だと……おかしい……おかしいよ！」

　ダンジョンの中で、ソラは頭を抱かかえていた。

　配信には超ちよう有ゆう名めいな赤い色をしたアプリを使っている。これはユーザーとやらもかなり多いと聞いた。

　何かの間ま違ちがいではないかと配信画面を見るも、そこには【Live 中】の文字。

　これは、自分の配信を誰だれも見ていないということだ。数分前に『１、２……』と増えていたのだが、挨あい拶さつをしてもコメントをしてくれず、戦せん闘とうが始まって終わったら消えてしまった。

「なんで……そんな陰陽師に興味ないの……」

　インターネットで漫まん画がや映画の題材としてよく使われているし、海外だと爆ばく発はつ的てきな人気も誇ほこっていると記事に書いてあった。

　やっぱり男だから、というのもあるのかな。

　他のダンジョン配信者のライブを見たこともあったけど、違ちがいがあまり分からない。

　多くの魔ま物ものをスピーディーに倒たおす。

　ボスでも苦戦しない。

　雑談が面おも白しろい。

　上二つはなんとかなるが、雑談配信は苦手だ。

　ポロンッ、と軽快な音が聞こえる。

　同接１名。

　わぁ……！　嘆なげいたら誰か来てくれた！

　配信しているスマホに向かって声をかける。

「こ、こんばんは！」

　俺おれが明るく喜んでいると、声が響ひびいた。

「ギギッ……！」

　ここはダンジョンの下層だ。下へ潜もぐれば潜るほど強力な魔物がいる。

「み、見てください！　魔物です！　戦いますから見ててくださいね！」

　せっかく一人来てくれたんだ！　せめて戦っているところは見てほしい……！

　手に棍こん棒ぼうを持ったゴブリンが、俺へ飛びかかった。

　シィィィ……と俺は息を吐はいて、地面を蹴ける。

「ギガッ!?」

　指先に呪じゆ力りよくを込こめ、基き礎そ的てきな呪力攻こう撃げきを放つ。

　倒されたゴブリンはダンジョン内部に吸収される。

　よし！　しっかりと倒した瞬しゆん間かんは画面に映した！

　スマホを両手で持つ。

「ど、どうでしたか!?」

〝……〟

　返事はない。

　あ、アレ……？　見てなかったのかな。

　ポロン、と通知が届く。

〝合成乙おつｗ〟

「はぁぁぁぁぁぁ!?」
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　俺の前世が陰陽師だと思い出したのは、中学校を卒業したばかりのことだった。

　平安末期。

　最も陰陽師が多数輩はい出しゆつされ、時代は全ぜん盛せい期きを迎むかえていた。

　燃える京都みやこの一角で、俺は大妖よう怪かいを封ふう印いんし、死にかけていた。

　俺にはまだ、やり残したことがたくさんあった。

　やりたいことがあるんだ……。

　ただそれだけで、誰も成功したことのない転生術式を使った。

　そうして、俺は陰陽師・上うえ野のソラとして第二の人生を歩むはずだった。

　ダンジョン内で『合成乙ｗ』と書き込みされ、あまりのショックで帰ろうとしていた。

「君、何してるの？」

　ダンジョンの入口で警察官に引き止められる。

「何って、ダンジョンから出てきたんですけど」

「ふーん……職業は？」

「学生兼けん陰陽師です」

　陰陽師といえば、今でいうところの公務員だ。

　すごいんだぞ！　頑がん張ばったんだぞ！

　もちろん、そんなものは今の時代に通じるはずもない。

「ふざけてるの？」

「……いえ」

　冗じよう談だんだと思われたのか、警察官は手に持ったパネルを叩たたく。

「最近、この辺のダンジョンからイレギュラーが発生してるらしいから、封ふう鎖さするかって話が出てたんだ」

「今日も潜ったけど、特に危ないとは思いませんでしたよ」

　この世界のダンジョンは、大おお雑ざつ把ぱに上層、中層、下層……深層と分かれている。学者や難しい話をする人たちが言うには、細かく分布があって、一層二層とか……よく分からない。だから大雑把に認にん識しきしている。

「どうせ上層でしょ。下層の話だよ」

　個人的な感かん触しよくだけど、下層は正規の陰陽師一人くらいの強さで、それほど厳しい所ではない。

　でも、この警察の人が言いたいのは、下層は20代から活かつ躍やくした熟練の冒ぼう険けん家かが数人のグループを組んで潜る危険な場所、ということだろう。冒険家には厳しい世界かもしれないが……陰陽師にとってはそうでもない。

「下層です」

　はっきりと告げると、警察官が眉まゆを顰ひそめた。

「あのねぇ……君、高校生でしょ？　下層になんか行けるわけないじゃないか。大物配信者でもないんだから」

　本当のことを言っても信じてもらえない。

　ため息が漏もれそうになるが、押おし殺す。

　俺って配信者の才能、ないのかも。

「学生兼陰陽師くん、名前は？」

「ソラです」

「ソラくん、しばらくこの辺の警備を任されている渡わた部なべだ。何かあったら教えてくれ」

　俺は小さく「はい……」としか呟つぶやけなかった。
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　俺が転生して、なぜダンジョン配信者を目指そうと思ったのか、その理由は単純だ。

　・モテる。

　・陰陽師の名を取り戻もどす。




　この二つのためだ。

　まず、モテるについてだ。

　俺は平安時代、ひたすら訓練ばかりしてきた。陰陽師としての実力を磨みがき上げ、戦いばかりしてきた。

　ぶっちゃけ平安時代の陰陽師って、超ちようモテたのだ。

　市し井せいを歩けば女性が寄って来るし、同どう僚りようの陰陽師なんか『いとおかしｗ  いとおかしｗ』と言って遊び歩っていた。

　俺も実力はあったはずなのだが、なぜかモテなかったのだ。

　その怒いかりを訓練や妖退治にぶつけ、気づいたらかなり高い地位にいた。

　しかし、なおのことモテず、俺は転生した。

　自宅に帰った俺は、枕まくらに顔を埋うずめる。

「うおおお！　悔くやしいぃぃぃっ！　平安時代の同僚が憎にくらしいぃぃぃっ！」

　ポコポコとベッドを叩く。

『お前、まだ童どう貞ていなん？ｗ』と会うたびに煽あおってきたあいつ！

　もう転生して記き憶おくもあんまりないから覚えてないけど、許せない！

　憤ふん慨がいしながら、スマホを取り出して配信アプリを起動する。

　新着順に動画が流れ、開いてもいないのに勝手に再生される。

【新魔ま法ほう！　業火の刻印フアイアーエンブレム!!】

『俺が新しく身に付けた魔法です！　うおらぁぁぁっ！』

　派手な炎ほのおの魔法が放たれ、ダンジョン内部で魔物が倒される。

　コメントも盛り上がっており、その人気に思わずいいな～、と思ってしまう。

　違う人も魔法をぶっ放してる……。

『水流よ！　出ろ！』

　ブワァ～っと勢いよく水が放たれる。

　俺も、魔法が使えればまた違ったのかなぁ～……使いたいなぁ……。

　すると、とある人が目に入る。

「あっ、大おお神がみリカが配信してる……」

　俺と同じダンジョン配信者で、登録者数５００万人超ごえ。日本人でありながら、その外見は外国人さながらの金きん髪ぱつと美び貌ぼうだ。

　持ち前の明るさと雑談の面白さで瞬またたく間まにファンが多くついた。

　高校生であることも勢いをつける要素としては大きかったらしく、現存する配信者の中でもトップクラスの再生回数と同接を誇っている。

「同接10万人……やば」

　俺がダンジョン配信者を始めた理由は、彼かの女じよの人気を知ってからだ。

　ダンジョン配信者は人気を得やすい。

　だから、俺は二つ目の目的解決にぴったりだと思った。

　・陰陽師の名を取り戻す。

　今の陰陽師は、詐さ欺ぎ師しだと思われている。

　異世界へ転生したのかな、と思ったが、歴史を辿たどると間違いなく同じだ。

　歴史上に存在するどこかの過程で陰陽師の技術が失われ、信用が落ちてしまった。

　――――陰陽師は詐欺師である。

　こんなネットの記事を見て、悲しくなってしまった。

　そのイメージを払ふつ拭しよくするために始めたのだが……。

「何がダメなのかなぁ……」

　俺のダンジョン配信の人気が出ない理由が分からない。

「『ダンジョンに陰陽師が潜ったら』」

　俺に才能がないのかな……。

　・モテる。

　・陰陽師の名を取り戻す。

　どっちも不可能なのかな。

「はぁ……」

　上野ソラはため息を漏らして、明日もダンジョン配信のため潜る。

　ソラの手元にあるスマホから、声が漏れた。

『大神リカ！　明日は、下層にチャレンジしまーす！　じゃあね、みんな～！』
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　ここは渋谷ダンジョン。上層、中層、下層、亜あ種しゆ深層……と、ここはかなり深くまである。昨日は下層に潜ったのに、信じてもらえなかったっけ……はぁ……。そうため息を漏らしながらも、配信中は元気を保つために気合を入れ直す。

　中層のダンジョン内部で、【live】配信をしながら考える。

　同接続は１、２……とやはり疎まばら。挨拶のコメントはくれるけど、問いかけても無視される。

　うーん、やっぱりテコ入れが必要だな。

　今はソロで淡たん々たんと魔物と戦う方向性でやっていて、雑談が苦手だからスピーディーさを意識している。

　爽そう快かい感があって、一いつ切さい詰つまる要素のない攻こう略りやく配信の何が悪いんだろう……。

　人気を出すためにも、違うことを取り入れるべきなのだろうか。

　最近だと、ソロ配信者だった人がパーティーを組んで配信する。その影えい響きようで再生回数も倍以上伸のびていたから、効果はデカい。

　指を弾はじく。

「そうか！　俺もパーティーを組めば……！」

　しかし、俺に友達はいない。

「……やっぱなし」

　……俺は高校生だけど、基本はぼっちだ。

　人と話す程度なら問題ないんだけど、仲良くなるハードルが高いんだ。

　共通の話題とか、ゲームの話が絶ぜつ妙みように噛かみ合わない。

　あまりにも友達ができないから、そのことを先生に相談してみたこともあるんだ。

『先生、友達が出来ないんです……』

『それはなソラ……お前、話題が古いんだ。誰も平安時代の流は行やりとか知らないぞ。遊ぶって言ってケマリとか、追いかけっこは小学生なんだ』

『……嘘うそでしょ』

　俺はカルチャーショックを受けた。大人が全力で追いかけっこするのって、意外と楽しいんだよ。

　いくら現世の知識があっても、感性は古いままだ。

　使い方は知っていても、スマホだって驚おどろいた。

　十数年のソラとしての記憶と、平安時代の俺の記憶が混在し、整理をするのに一か月もかかった。

「方向性を変えるって言ってもなぁ……」

　オラオラ系……？

　それともクール系だろうか。

　迷めい惑わく系ダンジョン配信者や、イレギュラーに巻き込まれた人を撮さつ影えいするハイエナ系配信者とかもある。

　そういえば、今日の急きゆう上じよう昇しようランキングにこんなの上がってたな。

〝【配信事故】ダンジョン事故で死んだ有名配信者ｗｗｗ〟

　……無理。どれも顰ひん蹙しゆくを買いそうだ。

「陰陽師ネタしか、俺にはないしなー。ほいっ」

　中層の魔物をサクッと討とう伐ばつする。

　ポロンッ、と通知が鳴った。

　俺はコメント欄らんを一々確かく認にんして、書き込みがないことで落ち込むのが嫌いやだったため、通知が来るようにしているのだ。

〝こんばんは。陰陽師なんですか？〟

「おっ！　こ、こんばんは……！　そうですよ！　陰陽師です！」

　平安時代の、と言っても信じないと思うため黙だまる。

　さらに書き込まれる。

〝何か証しよう拠こを見せてくれませんか？〟

　証拠……ふむ、証拠か。

　昨日もそうだったが、俺は戦って見せても信じてもらえそうにないことは分かっている。

　合成乙ｗなどと書き込まれるのは御ご免めんである。

　面白がってコメントしてくれているのだとは思うが、昨日の嘘と言われたことを払拭するチャンスだと思った。

「じゃあ、占うらないとかしましょうか」

　占せん術じゆつと呼ばれる能力を使う。

　体内にある呪力を指先に込め、ダンジョンの地面に図を描えがく。

「何を占って欲ほしいんですか？」

〝じゃあ、私の運勢を占ってください〟

「それには流石さすがに顔と生年月日が分からないと……」

　あっ、コメントが止まってしまった。

　うーん、個人情報を漏ろう洩えいさせてしまうのはアレだし……ここで居なくなって欲しくはない。

「わ、分かりました……！　じゃあ、俺が次に遭あう魔物を当てますので、見ててくださいね」

　――――占術。

　脳内に文字が浮うかぶ。

「十分後、先の中層でオーガの群れ三体……ですね」

　この能力は未来が見える訳ではない。あくまで、占い。

　かなり条件を絞しぼったことで、的確な可能性を導き出したに過ぎないのだ。

　俺は十分後、実際にオーガの群れ三体と遭そう遇ぐうした。

「倒しますね！」

　指先に力を込め、水の糸のようなもので首を刎はねる。

　流れ作業を映し、一息つく。

　ポロンッ、ポロンッと連続してコメントが流れる。

　褒ほめてもらえるのかな……！　とウキウキで画面を確認した。

〝合成か？〟

〝まぐれですね〟

〝意味不明〟

〝オーガ三体ワンパンとか出来すぎ〟

　うぎゃぁぁぁっ！

　なんで!?　ちゃんと占いもしたし、証明したじゃん！

　誰も信じてくれないのなんで!?

「ほ、本当なんです！　合成でもないし、ちゃんと画面に映してたじゃないですか！」

〝必死ｗ〟

　そのコメントを最後に、同接人数が減っていく。

「あっ、待って！」

　４、３……１。

　０。

「……終わりだ」

　やっぱり才能がないらしい。

　だって、雑談で盛り上げる能力ないし。

　俺の話題、平安時代で止まってますが、何か。

　ケマリだって立派な遊びだよ。かけっこも楽しいよ。

「もういいや……」

　陰陽師の名を取り戻すなんて、やっぱり無理なんだ。

　モテることもできないし、俺は一生童貞です。それで良いんです。

　……はい。

【live】の接続を切る。

　今日の配信は終わり。

　明日……どーすっかなぁ。

　そう思いながら、俺は下層へと足を進める。

　このイライラをぶつけるには、魔物を倒すしかない。

「今日は呪力の余よ裕ゆうがあるな……」

　そういえば、下層でイレギュラーが起こるかもしれないって、昨日の警察官の渡わた部なべさんが言ってたっけ。イレギュラーが起こる確率は数百件に一件って感じで、東京でタヌキに出会う確率と同じだ。

　だからそう簡単にイレギュラーなんか起こらない。俺だって、何度も潜っているが未いまだに一回もイレギュラーに遭ったことないし。

　そんなことを考えながら、中層と下層の境に足を掛かける。

　そうして下層に足を踏ふみ入れた時、俺はしっかりと耳にした。

「きゃぁぁぁっ！」

「うん？」

　誰の悲鳴だろ。




＊




【大神リカが行く！　初めてのダンジョン下層配信！】

『チャット欄』

〝これ、ヤバくね？〟

〝リカちゃん！　逃にげて!!〟

〝それイレギュラーだよ！〟

〝お～、このイレギュラーは初めて見た〟

　大神リカが叫さけんだ。

「きゃぁぁぁっ！」

　ダンジョン下層にて、イレギュラーが発生していた。

〝深層部の魔物がなんで下層にいんの!?〟

〝ヤバいヤバいヤバい!!〟

〝今北産業。うおーｗ　盛り上がってる盛り上がってるｗ〟

〝てか、叫び声ごえ可愛かわいいな。今のエロいわ〟

〝茶ちや化かしてる場合じゃないだろ！　誰か助けにいけよ!!〟

〝深層のシャドウ・デーモンとか現代最強の奴やつら行かないと対処できねえよ〟

　高速でチャット欄が流れて行く。

　シャドウ・デーモン。

　深層部の魔物がリカの前に居た。

〝ボスイレギュラーじゃないだけマシじゃね？　マジでヤバい状じよう況きようではないｗ〟

〝ほんまにヤバい事案と比べ……いやこれも十分アカン〟

〝普ふ通つうに考えて、深層の魔物が出てくるだけでもやべーだろ!!〟

〝下層冒ぼう険けん者しや10人で何とかなるレベル……〟

〝高校生が何とかできる強さじゃないんだけど!?〟

〝高校生じゃ無理！〟

　深層の攻略など、高校生である大神リカには到とう底てい不可能。下層ですら、今回は初見ということで軽く配信したら終わるつもりであった。

〝逃げて!!〟

　コメント欄が一いつ斉せいに流れる。

「ウガァァァッ!!」

　シャドウ・デーモンが手を振ふり翳かざす。

　直感で大神リカが大きくしゃがみ、振り翳された手を避さける。

　突とつ風ぷうが吹ふき、シャドウ・デーモンの爪つめがダンジョン内部を深々と傷つけた。

〝ヤバ……〟

〝壁かべ、エグれてね？〟

〝うわ……！”〟

〝よく躱かわした！〟

〝リカちゃんも伊だ達てにちょっとずつ成長してきた訳じゃない！〟

〝行ける！　頑張って逃げて！〟

「っ……！」

　リカが息を呑のむ。

　いくらコメントで応おう援えんされようと、目の前で対たい峙じしているリカだからこそ分かっていた。

　死を予感させるほどの威い力りよく。

　威力、速度、大きさ。どれ一つとして勝てる要素はない。

　――――これは、逃げきれない。

　剣けんの柄つかを握にぎりしめ、悪わる足あ搔がきのように刃やいばを振り上げる。

「やぁぁぁっ！」

　キィィンッ……という金属音と共に、リカの剣が宙を舞まう。

「嘘……！」

〝折れた!!〟

〝剣が折れた!!〟

〝下層ボスにも通じるって言われてる剣だろ!?〟

〝皮ひ膚ふ硬かたすぎ！〟

〝リカの剣よりも硬かたいのかよ！〟

〝リカちゃんヤバい！〟

　シャドウ・デーモンが、剣が折れたことで動どう揺ようしているリカの隙すきを逃のがさず、さらに手を振り翳す。

（もう躱せない……！）

　リカがぎゅっと目を瞑つぶる。

　ダンジョン内部に、サッサッサッと軽快な足音が響いた。

「せいっ」

　血しぶきが舞う。

　大神リカとシャドウ・デーモンの間に、ソラが割って入り、基礎的な呪力攻撃を放っていた。

　指先に溜ためた呪力を形にし、対象を切断する。

　ソラはゴブリンやオーガとの戦闘で見せた技を使った。

「え……？」

　恐おそる恐るリカが目を開くと、自身に迫せまっていたシャドウ・デーモンの腕うでと頸くびが切断されていた。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

「一体何が……？」

　シャドウ・デーモンが崩くずれ落ち、リカは驚いて呟いた。

「い、一発で……？」




＊




　俺は怪け我ががないか確認し、手を差し伸べる。

「つい飛び出して助けちゃったけど……要いらなかった？」

「い、いえ……！　ありがとうございます！　助かりました……！」

　ホッと胸をなでおろす。

　ダンジョン内で獲え物ものの横取りはご法はつ度とだ。しかし、飛び出すタイミングが遅おそかったら、この子……この子……大神リカじゃないか!?

　明るい金髪だし、顔立ちや雰ふん囲い気きも普通の人とは違う。なんかこう、オーラがある。

「も、もしかして……大神リカ!?」

「あれ、ひょっとしてファンの人？　うん、大神リカだよ」

　ひょああああっ！　と叫びそうになる。

　超ちよう大おお物ものダンジョン配信者じゃないか！

　近場で活動しているのではないか、と疑っていたけれどこうして会えるとは……！

「痛っ……」

　立ち上がろうとして、リカが尻しり餅もちをつく。

　足首を捻ひねったようで、一人で歩くことも難しそうだ。

「肩かたを貸すよ」

「あ、ありがとう……」

　特に会話することもなく、俺は無事にリカを出口まで送り届ける。

　緊きん張ちようしすぎてあまり話せなかった……小心者は転生しても変わらないようだ。

　まぁ、大物配信者を助けたところで何が変わる訳でもない。

　結局同接０は変わらないだろうな。

　しかし、この時のソラは知らなかった。

　イレギュラーに遭遇し、掲けい示じ板ばんやネットで大おお騒さわぎになっていた影響で……大神リカの配信が【同接１００万人】を突とつ破ぱしていたことなど……。

　そして、それがネット掲示板を大きく騒さわがせていた。
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＊




　高校の教室で、入学してから一年が経たつが、ここまで注目を浴びたことはない。

　モテ期が来た……？　などと内心でふざけていたが、少し視線が異質で怖こわかった。

　はぁ、今日はスマホも壊こわれるし最悪だな……。

「えっ、スマホが壊れた？」

「うん。ほら、通知が止まらないんだよ」

「……マジか、コイツ」

　後ろの席のサクヤに、俺はスマホを渡わたす。

　昨日の夜辺りから、ずっとブーブーうるさくて困っている。

　変なウイルスでも入ったのか、と怖くて布ふ団とんを被かぶって怯おびえていた。お陰かげで良く寝ねれた。

　でもこれでは配信できないし、青鳥も開けない。

　そこで後ろの席のサクヤに相談することにしたのだ。とあるＩＴ企き業ぎようの御ご令れい嬢じようで、機械修理は得意なはずだ。

　透すき通る顔立ちで、顔を合わせると白銀の髪かみと瞳ひとみが目に入る。

「サクヤなら詳くわしいかなって。ＩＴって、機械修理もできるんでしょ？」

「ＩＴ企業の娘むすめだからってなんでもできると思うなよ……一応現代っ子だよな、ソラ」

　中身は平安で止まってます。一応現代の知識はあるが、やはり実際に目にするとカルチャーショックは受ける。

　テレビで見るのと、実際で見るので美しさが違ちがう、みたいな感じだ。

「本当にネット見てないの？　一回も？」

「うん」

　ネットで何かあったのかな？

　俺のスマホを慣れた手つきで操作するサクヤが、俺に青鳥の画面を見せる。

「通知がうるさい原因これ」

「おぉ、ありが……ふぁ、ふぁぁぁぁっ!?」

　教室で一人、叫んでしまう。

　俺の反応をみて、サクヤがニヤニヤと笑う。

　スマホの画面には確かに青鳥こと、つぷっちーのフォロワー【50万人】の文字が書いてあった。

　通知も９９９９＋で停止している。

　な、何事!?

「あとトレンドも１位」

「なんで!?」

「本当に知らなかったのかソラ……逆にすごいな」

　トレンドも１位……２位は大神リカだ。

「有名なインフルエンサーが記事をまとめていたぞ。その影えい響きようでさらにバズりにバズッた」

　その記事というものはこういうものだ。

　大物配信者大神リカが下層に初はつ挑ちよう戦せんするも、イレギュラーに遭遇。

　偶然通りかかった無名配信者が助ける。その配信がバズり、トレンド１位入り。

　無名配信者

　陰陽師を名乗る上野ソラ

「本名まで晒さらされてる……」

「ちなみにこの高校もだ」

「嫌いやぁぁぁっ！　それはやり過ぎじゃない!?」

　俺の反応が面白いようで、次々にとんでもない情報を取り出してくる。

　それぞれの反応だったり、他の大物ダンジョン配信者が触ふれていたり……。

　何がどういうことなのか理解するのに、時間が掛かった。
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「でも、肝かん心じんの大神リカはだんまりか。青鳥も更こう新しんしてないし、配信もまだやってない」

　あぁ、助けたあの子か……。

「昨日、あんな目に遭あったんだ。当然だと思うよ」

　もしかしたら、あれがきっかけてダンジョン配信者を辞やめるかもしれない。

　死を間近にして、心が一度でも折れてしまえば潜ることはもうできないだろう。

　それは陰陽師でも同じだ。妖よう怪かいや悪あつ鬼きとの戦いで心が折れた者から辞めていった。

　いつの時代でも、そういうところは不変だ。

「次の配信は、何をするか決めたのか？」

「普通のダンジョン配信しようと思ってたけど……まずは、この状況を説明する配信をした方が良いかなって」

　俺は腕を組む。

　現状を確かく認にんする意味合いで配信した方が良いとは思う。

　となると、自宅で雑談配信みたいなものだろうか。

　ただ雑談するだけだとつまらなくない……？　たぶん、つまらないよな。

「前に言ってた方向性を変える話だけど、私は今のままで良いと思う。お前は素が面白い」

「……素か」

　俺の素を晒して、受けて入れてもらえるか自信はない。

　この学校に居る人たちにも、素を見せてドン引きされることが多々ある。

　この後ろの席のサクヤは、なぜか面白がってくれるけど……。

　うーん、サクヤを信じてみよう。

「分かった。ありがとう、サクヤ」

　人が増えなくても方向性は変えない。

　バズった……凄いことだけど、なんか怖いな……。

　こう、現実味がなくて。

「気にするな。頑がん張ばれよ、現代最後の陰陽師」

　よし、頑張るぞ！　俺！







二章【伝説の配信】







　青鳥アプリ……つぷっちーと呼ばれるそれは、通知音が『キョエー！』と特とく徴ちよう的てきなものだった。

　俺が『配信始めます』と呟つぶやいたところ、大量の通知が入り込んで来る。

「……凄くうるさい」

　こんなこと初めてだ。

　今までスマホがここまで振しん動どうしたこともないし、通知音が鳴りやまないこともなかった。

　たまに来る通知といえば、親からの連れん絡らくとかセールスだ。それが今や、たった一言のつぶやきに数千いいね。

　現代ってすごい……。

「こ、こんにちは……」

〝配信始まった？〟

〝どこここ〟

〝今日は何するんだ？〟

〝俺のリカを助けてくれてありがとう〟

　コメントがばーっと流れてきて、混乱する。

　コメントの通知が止まらない。

　ポロンポロンポロンポロンポロンポロン。

「うお、わえいあ」

〝混乱してるｗｗｗ〟

〝困こん惑わくしてて草〟

〝呂ろ律れつ回ってないｗ〟

〝母国語か？〟

　接続数がどんどん増えて行く。

　開始して数秒で１００人……その時点で過去の俺を圧あつ倒とう的てきに超こえているんだけど……。

　４０００……８０００……１００００……どんどん人数が増えて行く。

　開始して10分もすれば、同時接続数は３万を超えていた。

「さ、３万人……!?　あ、ありがとうございます！」

〝丁てい寧ねい〟

〝礼れい儀ぎ正ただしい〟

〝良い奴やつそう〟

　つい、わぁ～！　と、スマホを両手で握りしめる。

　雑談配信といっても、俺は盛り上げることが苦手だ。

　ポロン。

【同時接続数が５万人を超えました】

〝５万人おめでとうｗ〟

〝すげぇぇぇぇぇぇ！〟

〝バズった効果とはいえ、半はん端ぱじゃないな〟

　高速で流れていくコメントに、眼が上下高速で動く。

　ふむ……動体視力を鍛きたえるのに使えるな、これ。非常に良い。

　眼が喜んでいる。

〝むっちゃ眼が速くて草〟

〝もしかして全部読んでる……？〟

「はい！　全部読んでますよ～」

〝マジ!?　この量を全部一いつ瞬しゆんで!?〟

〝ヤバくて草〟

〝流石さすがに冗じよう談だんでしょｗ〟

　冗談、と言われて証しよう拠こを提示する。

　この人の名前は……ＡＳＳ２さんか。

「冗談じゃないですよ。ＡＳＳ２さんはさっき『今日は何食べたの』ってコメントしてましたよね」

〝……え？〟

〝マジ？〟

〝この速度を読めてんの？〟

〝名前まで覚えてる……〟

　それから数秒もすれば、それを確かめた視し聴ちよう者しやが騒ぎ出す。

〝ガチだ……〟

〝ヤバすぎる……〟

「せっかく来てくれたんですから、せめて俺ができることはそれくらいですよ」

　コメントを読みながら、今日やろうとしていることの準備を始める。

　ここに来てくれた人は、興味本位や大おお神がみリカでバズったことが影響している。

　明日の配信はもっと人が減るだろうし、今日ほどの賑にぎわいはない。

　情報の整理のため、雑談配信をすると言ったが……ダンジョン以外にも面白いと思ってもらえる要素は必要だ。

　大神リカ：〝この前はありがとうございました〟

「ん？」

〝大神リカ来ちゃあああああああ!!〟

〝本人降臨[image: ]〟

〝本物だ！　クリックしたら５００万人とか書いてあった！〟

〝神回確定〟

　大神リカ：〝助けて頂いたのに、お礼もちゃんと出来ずごめんなさい〟

「あぁいえいえ！　どうかお気になさらず……」

〝リカちゃんあれから配信してないけど大丈夫？〟

〝お礼したんだし、もういいんじゃない？　俺はリカの心が心配〟

〝急にユニコーン湧わき始めて草〟

〝今は二人の時間だぞ〟

「そうですね……まぁ、大神さんは足とか怪我してたので、回復するまで待ちましょうよ」

　本人と会っていないから、心の傷は確認できない。

　俺ができるフォローはこのくらいだろう。

　そうして、一気にこういうコメントが増える。

〝二人はどういう関係？〟

「あの……俺は大神さんとはあれから一度も会ってないです。連れん絡らく先さきも知らないので」

　本当に連絡先すら知らないので、勘かん弁べんしてください。たまに怖いコメントがあるのだ。

　大神さんは大人な一面があるようで、ある程度の距きよ離りは取ってくれていた。

　個人ＤＭやつぷっちーでも絡からんでこない辺り、大変助かっている。余計な噂うわさも否定できるしね。

　それにこうして公の場で感謝をくれただけで十分なのだ。

〝リカちゃんは Poover 所属なんだから、個人表明はできないんだよ〟

〝そうかなるほど〟

〝確かに〟

「Poover……？」

　見たことはあるけど詳しくはない。【大神リカ　所属：Poover】みたいな感じの奴だ。

　俺には関係ないと思って調べてすらいなかった。

　大神リカ：〝必ず、必ずこの恩は返すね！　ちゃんと公の場で！〟

「本当にお気になさらず……」

〝謙けん虚きよだな、こいつ〟

〝リカちゃんファンも取り入れてくスタイル〟

〝お礼（意味深）〟

　この話題で放送が終わってしまうと思い、懐ふところからとある物を取り出す。

　既すでに30分は過ぎている。同時接続数も増えているが、雑談はやっぱり苦手なのだ。

「え、えーっと……今日はですね。俺は雑談が苦手なので、何か面白いものを見せますね」

〝面白いもの……？〟

〝持ちネタか？　陰おん陽みよう師じネタか〟

〝料理とかかな〟

〝どこか所属とか発表じゃない？　そのメール見せるもありそう〟

「アハハ、簡単なものですよ」

　おっ、みんな予想してる。

　こういうの楽しいな。

〝なに？〟

「ただの乾かん燥そう機きです。ちょうど家にあったので、面白いかなって」

〝何十万人配信で、乾かん燥そう機き紹しよう介かいするの草〟

〝なんだ、乾燥機かよ〟

〝地味〟

〝平へい凡ぼんだな〟

〝普ふ通つうの話題〟

〝ちょうど欲ほしかったから気になる〟

「はい、これがウチで使ってる乾燥機です」

　俺は懐からとある呪じゆ物ぶつを取り出す。

　これは丸い壺のような形をした物で、この壺穴から風が出る仕組みだ。

「ダンジョンから掘ほり出してきた道具ですね～」

〝………………〟

〝………………〟

〝………………〟

〝………………〟

　コメントが一瞬で静まり返る。

　あれ、壊れたかな。

　スマホを揺ゆらすも、反応はない。

「あれ？　なんで反応ないんだ……？　ネットワークが悪いのかな」

　うーん、と腕うでを組んで首を傾かしげる。

「うーん、うーん……？」

　ポロン、と一つのコメントが入る。

〝なんだって……？〟

「ダンジョン超ちよう級きゆう呪じゆ物ぶつって奴です。たまにダンジョンに落ちてますよね」

　平安時代は、貴重な代しろ物ものとして都の奥おく深ふかくに保管されていた。陰陽師の中にも、呪物を使って戦う人たちもいたが、平安時代の俺はイマイチ道具の使い方が分からず、『分からない！』といって、使わなかったのだ。

　だが、今の時代は呪物がダンジョン内部に転がっていることがある。昔のように呪物を管理している組織もないため、危険な呪物は俺が管理している。

　もう一度見せると、今度はコメントが流れた。

〝え!?〟

〝!?!?!?〟

〝は!?〟

〝どういうこと？　え？〟

〝意味が分からない……本当に意味が分からない〟

　そんなに特別なことはしてないと思うんだが……ダンジョンの物は基本的に持ち帰っていいし。

　もちろん、ダンジョンに潜るためには許可証が必要で、それがなければ持ち帰ることはできない。

　まぁ俺がよく潜っているダンジョンは、そこまで厳しい制限はないため、持ち帰る時に検査はされない。

〝超級って、なんか凄すごい守護者がいるんじゃなかったっけ!?〟

〝ヤバい魔ま物ものが守ってるって聞いたことある……〟

「あれ、そうなのか。なんか魔物が居たけど、あまり強いって感じはしなかったな……」

　大神リカ：〝ダンジョン超級呪物は、世界に数十個しかないんだよ!?　超ちよう凄すごい物だよ！〟

「え？　どういうこと？」

　そんなレアなのこれ。

　インターネットで、『ダンジョン　落ちてた道具　乾燥機　使い方』って検けん索さくしてみたら超級呪物としか書いてなかったから、特に気にしていなかった。使い方も載のっていなかったから、だいぶ苦労もした。

　レアだとは思っていたけど……かなり凄いのか。

〝それ、灼庭の呪物じゃないか？〟

〝灼しやく熱ねつの風を出すって言われてるアレか！　使い方次し第だいで、中層はそれ一つで殲せん滅めつできるって聞いた〟

〝壺の穴から炎ほのおが出るんだろ!?〟

〝使い方によってはマグマとかも出せるとか……〟

〝つよ！〟

〝超ちようレアで草〟

「俺、この呪物は乾燥機として使ってた……ほら、見てください。この呪物、ここを押おすと熱風が出るんですよ、ぼーって。便利だからその紹しよう介かいをしようと思ってたんだけど……」

〝乾燥機……？　乾燥機とは……〟

〝ファッ!?〟

〝ヤバすぎるコイツ〟

〝頭がおかしい〟

〝乾燥機!?　超級呪物を!?〟

〝それ一つで数億稼かせげるのに……〟

「えっ、これってそんなレアなの!?」

　マジか！　全然知らなかった！

　自分の手のひらに、数億もの代物があると思えば震ふるえてくる。

　うおおおお……まじかぁ……ただの乾燥機なのに。

〝ド天然だ、この陰陽師〟

〝本当に現代人？　平安人じゃなくて？〟

〝頭平安京〟

〝可愛かわいいｗ　私は好きｗ〟




　頭がショートしかけたため、一いつ旦たん落ち着こうとする……が、うまくできない。

「ちょ、ちょっとこれは後で……驚おどろきがデカすぎる。配信もそろそろ１時間行くので、今日はここまでにしますね」

〝草〟

〝面白過ぎるｗ〟

〝そりゃそうなる〟

〝ヤバｗ〟

　その日の配信を切ろうとした時、俺おれは目もく撃げきしてしまう。

【同時接続人数１００万人】

「ひゃっ……」

　そう情けない声を最後に、配信が切れた。




　その日の夜。

　俺のスマホが振動する。

　ピロン………大だい企き業ぎよう Poover からの連絡。




＊




【side 神かん崎ざきサクヤ】




　神かん崎ざきサクヤは国内有数のダンジョン内でのネットワーク構築に成功した、大企業の御ご令れい嬢じようであった。

　天才とも呼ばれた父を親に持ち、生まれた頃ころから次期当主となるべく育てられた。

『えっ、これってそんなレアなの!?』

「フフッ！　ハハハ!!」

　車の中で、つい爆ばく笑しようしてしまう。

　ソラは本当に面白い。

　何度見てもこの配信面白過ぎるな。今まで人気が出なかったのが不思議でしかたない。

　ネットでは【伝説の配信回】と呼ばれ、もはやトレンドも１～10位まですべてソラの話題で埋うまっている。

　超級呪物を配信した人など、日本にはいない。

　普通はその存在を隠かくしたり、自分の利益に使う物だ。

　ましてや乾燥機なんて……クフ。

　ダメだ、また笑いそうになってしまう。

「サクヤお嬢じよう様さまがそんなに笑うなんて、珍めずらしいですな」

「……むっ」

　運転手に声を掛かけられ、真顔になる。

　私としたことが、気を抜ぬいてしまった。

　ソラの顔や動画を見ていると、いつもこうなる。

「私は笑ってない」

「ですが」

「笑ってない」

　何度も強く言うことで納なつ得とくさせる。

「サクヤ様……私にも頼たよってください。サクヤ様のためなら――――」

「お父様にそう言われたのだろう。私は誰だれも信用しない、前にも言ったはずだ」

　そうだ。

　母を苦しめた父を許しはしない。

　私は普通の高校生になりたい、と我わが儘ままを言ってソラと同じ高校に進学した。

　それでも、父とはそのことで大おお喧げん嘩かしかなりの間、口すら利きいて貰もらえない。

　お金持ちの高校へ行け。

　偏へん差さ値ちが高い高校へ行け。

　お前は将来、この日本を背負う人間になるのだ。

　三流企業に就職するつもりか、貧ひん困こん層そうを見てみろ。生きるのも苦しそうではないか。

　お前は私の会社を継つぐのだ。

　私は父にそう言われて育ってきた。

　そのたびに嫌な気持ちになった。

「ですがサクヤ様……今のままでは、お見合いを受けるしか……」

「お見合い……？　なんの話だ」

「社長が仰おつしやっておられたのです。『今のままならば、サクヤよりも自分が選んだ者に会社を継がせたい』と……裏で話が進んでおります。お相手は企業 Poover の御おん曹ぞう司しです」

　超ちよう大おお物ものダンジョン配信者を抱かかえる Poover という企業を、日本でも知らない人はほぼいなかった。

　ダンジョン内部のネットワークを牛ぎゆう耳じっている父の会社と、あまたの大物配信者を持っている Poover が手を組んだら、文字通り最強だ。

　なんだ、その話は……。

　私は、知らない男と結けつ婚こんさせられるというのか？

　母を利用して捨てた挙句、その娘すらも使い捨てるのか……。

　悲しさよりも先に、呆あきれが感情を支配する。

「フっ……ハハハ！　本当、最低な父親だな……」

　自分で何かを選ぶことすら許されない。

　こんな場所から逃にげたい。

　私は、学校に居る時の……ソラと話している時間が一番楽しいのだ。

　こんな苦しい気持ちになるために、生きている訳ではない。

　この世界で信用できる人間なんて、誰もいないのだ。
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　翌日の高校。

　昼休みに、ソラは「ふんふふーん♪」などと鼻歌交じりにサンドイッチを頬ほお張ばっていた。

　その後ろで緊きん張ちようしながら、サクヤは自ら声を掛ける。

　私から声を掛けたことなんて、一度もないぞ……恥はずかしい。

「……ソラ。お前、私のことをどこまで知ってる」

「え？　後ろの席の人。あとお金持ちで機械が得意」

「他には？」

「え……美人で、優やさしいとか」

　私は美人で優しいか……。

「もっとないのか」

「えーっと、えっと……」

「……ソラ、そこまで深く考えなくていい」

　もっとこう、『傍そばにいると安心する』や『頼りになる』とかあるだろう。

　最初に出てくる言葉が『後ろの席の人。あとお金持ちで機械が得意』ってマジか、こいつ。

　少なくとも、お互たがいに個人的な話をしたこともあるだろう。

　このクラス内だって、ソラは私以外と話している場面を見たことがない。いや、実際はあるのだろうが、会話が噛かみ合っていなさそうな雰ふん囲い気きがある。

　私もソラとしかあまり話そうとはしない。

　だが、ソラの認にん識しきが狂くるっていることは知っていたが、ここまで知らないとは思ってもいなかった。

　いや、今いま更さらか。

　これでも私は美少女なのだ。ソラと話していると、自分は普通の人間だと思える。

　この高校に入ってきた時点で、大企業の娘だと知られ、距離を取られた。そのせいか孤こ高こうの存在、白い髪から白しら雪ゆき姫ひめなどとあだ名も付けられている。

　自分で言うのもなんだが、私は性格が明るくはないし、思ったこともズバズバ言う。

『こんなことも分からないのかお前、本当に現代人か？　バカなんじゃないのか？』

『うーん、でも分からないしなぁ』

『まったく、ここはこうで……』

　キツい言葉を交ぜながら教えても、ソラは全く気にしなかった。普通、キツい言葉を掛けられたらもう二度と話しかけてこないだろう？

　挙句の果てに、最後にはこう言って来た。

『ありがとう！　助かったよ！　分からないことがあったら、また聞くね！』

『もう二度と話しかけるな』

　前の席のソラは、そんなことも気にせず話しかけてきた。

　人の話を聞いているのかこいつ……と最初は思ったが、慣れると楽しい奴だと思った。

　常識はズレてるし、話題も古い。

　機械音おん痴ちもいいところで、分からないことがあれば何でも聞いて来る。

　可愛い奴……と今では少し思ってる。

「あっ、サクヤ。実は昨日こんなのが来て……」

　私がソラに見せてもらったものは、企業からの提案だった。

「――――ッ!?」

　ゾワッと心臓を掴つかまれたような感覚になる。

　所属：Poover

　大物ダンジョン配信者を抱え、年商数兆円もの利益を叩たたき出している超ちよう大おお手て企き業ぎよう。

　歴代スパチャ額で単体１位を記録、総合スパチャ額でも１位を取っている。ここから新規でデビューするとなれば、その価値は数億……数十億稼げると言っても過言ではない。

　そこからのオファーなんて、死しに物もの狂ぐるいで掴みたくても掴むことのできない夢だ。

　砂さ漠ばくに落ちた小さな隕いん石せきを拾うくらい難しい。

「……Poover」

「サクヤは知ってる？　入らないかって言われてるっぽいんだよね～」

　なんでこいつは何も知らないんだ……とツッコみたくなるが、我が慢まんする。

　ソラの知識が偏かたよっていることは、今に始まったことではない。

「超ちよう大おお手てだ。ここに所属できれば、間ま違ちがいなく有名人だろうな……年間数億は稼げるし、もちろん個人とは違ちがってやれる範はん囲いは増える。フォロワー数も数百万、再生回数も比ひ較かくにならないほど伸のびるだろう」

「そっか～……企き業ぎよう系けいって奴か」

　ソラは驚かず、納得する。

　普通はもっと興奮したり、調子に乗ったりするものだ。

「入った後が想像できないし、なんか実感が湧かないんだよなぁ」

　あぁ、ソラはこういう奴だったな。少しアホなのだ。

　でもそこがいい。

　Poover の御曹司は、私のお見合い相手だ。

　……お見合いか。それなら、ソラとでも結婚した方が楽しそうだ。

　そうだ。私はソラとの時間が楽しいと思っている。

　ソラが Poover に所属して、私が結婚すれば私とソラの立場は変わってしまう。

　この時間は無くなってしまうんだ。

　それは……嫌、かな。

「……ソラ、私と付き合わないか」

「うん？」

　ソラが首を傾げる。

　……。

　…………!?

　私は何を言っているんだ!?

「かかか、勘かん違ちがいするなよ！　そ、そういう意味じゃなくて……！　私が所属先の企業を立てるから、そこでやらないかって意味で！」

　いやいやいや！　それも違うだろ!?

　勘違いをごまかすため、必死になっているせいでどんどん変な言葉が漏もれてくる。

　自分で会社を立てるって何を言っているんだ私は!?

　そんな度胸も自信もどこにあるんだ。

「それって、Poover みたいなことをサクヤとやるってこと？」

「そ、そうだ……！」

　も、もう引き返せない！　ここまで来たら引き返せないぞ私ぃぃぃ……!!

　相手は今ネットで大バズりして、超ちよう人にん気きになってきている。

　……断られる。

　そんなこと目に見えている。

　ソラの目的は陰陽師の名を広めることだ。

　だったら、Poover に所属すれば一発でそれは変化する。

　私は昨日、ソラの配信を見た。あれは間違いなく本物だ。

　ソラは本物なのだ。

　Poover と私個人。

　比べるまでもない。

　生まれたばかりの赤子ですら分かる回答だ。

　この世界で信用できる人間なんて誰も――――。

「良いよ」

「へっ……」

「サクヤなら良いよ」

　思わず、眼を見開いた。

「……お前」

「どうせ有名人を目指すのなら、サクヤとが良い」

　そう言って、ソラはスマホを弄いじる。

　ポチポチと軽快な音を響ひびかせながら、私にスマホを見せた。

「はい！　断りのメール入れた！」
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「お、お前……！　そんな早く決めて良いのか!?」

　せめてもう少し悩なやんでもいいだろう!?

　いや、私を選ぶのもおかしい話だ！

　企き業ぎようと私個人なんて……。

「提案した私が言うのもなんだが、手っ取り早く陰陽師の名を広められたんだぞ!?　ソラの名前だって、全国……いや、全世界へ広げられたかもしれない！」

　責めるようにまくしたてると、ソラが眉まゆを顰ひそめた。

「でも俺は、Poover よりもサクヤを信じてるから。サクヤが配信の仕方とか、色々と教えてくれなかったら、今いま頃ごろこんなにバズってないよ」

　ソラは軽い口調で笑う。

「だから俺は、サクヤを選ぶよ」

　頭の中で、言葉が反はん芻すうする。

『私は誰も信用しない。例外はない』

　ソラは私を信用してくれた。

　……私は。

「ちょっと電話する」

「誰に？」

「聞いていろ」

　スマホから、【クソ父】に電話を掛ける。

　数回のコールの後、相手が出た。

『サクヤ。なんだ、今は忙いそがしい』

「私は Poover の御曹司とは結婚しない」

『……お前に拒きよ否ひ権けんはない。継ぐのが嫌いやならば、会社の糧かてとなれ』

「それも断る」

『いい加減にしろ……お前のようなバカ娘むすめをここまで育ててやった恩を返せ』

　あぁ、いつもこうだ。

　喧けん嘩かするつもりはないのに、父は話を聞こうとしない。

「……私は自分の会社を立てる」

『……は？』

「ソラと二人で会社を立てる……！　そこであなたを超える！」

『バカ娘が……！　どれだけ私が心血注いでこれまで会社を――――』

　ブチッと切る。

「えっと、今の誰……？」

「私の父親だ。気にするな、覚かく悟ごは決まった」

　清すが々すがしい気分になる。

　これも、すべてソラのお陰かげだ。

「しばらくは私が配信のカメラを担当する。ここから、お前の人気を倍以上伸ばしてやる」

　ソラ、お前は凄い奴なんだ！

　どの配信者よりも、どんな奴よりも凄い。

　それを私が証明してやる。

　ソラをこの世界の、トップにまで広める。

　それが、私の目標だ！

　あぁ……私はやっぱり、お前との時間が好きらしい。

　でなければ、こんなにも……心から楽しいと感じるはずがないのだから。
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　もちろんサポートするからには、徹てつ底てい的てきにやるつもりだ。

　ソラとの情報共有のため、休日を使って打ち合わせをすることにした。

　私の家やマンションに呼ぼうか悩んだが、私の身の回りは人の目に付きすぎる。私の立場を考えると、ソラにとって迷めい惑わくな変な噂が流れるかもしれない。

　それに、ソラは今やＳＮＳ上でかなり話題になっている。

　無用な外出は避さけるべきだろう、ということでソラの家で打ち合わせをすることにした。

　だがそれにしても……。

　私は目の前にある庭付きの一いつ軒けん家やを目にする。

　ソラの家だ。

「これが普通……なのか？」

　恥ずかしい話だが、私は一いつ般ぱん家庭というものにあまり詳くわしくはない。

　私にとって家庭料理という言葉は、母親ではなく専属の料理人や取り寄せた料理などを指している。

　富ふ裕ゆう層そうの常識は理解していても、一般層の常識というものは欠けつ如じよしている。それが恥ずべきことであると私は思っている。お金で買えないものだって、多くあるんだ。

　あの父はそうは思っていないらしく……そういう点も、相あい容いれない要因なのだろうな。

　インターホンを鳴らすと、玄げん関かんではなく庭の方からソラが出てきた。

　顔を合わせると、急に緊張してくる。手て土産みやげはこれで良かっただろうか。変な服装はしていないだろうか……。

　考えてみれば、友達の家に行くのって初めてじゃないか!?　これまでそんなこと一度もなかったし……。

　焦あせって混乱してきている私に対して、ソラが手を振ふってくれる。

「あっ、サクヤだ～！」

「き、来たぞ！」

「うん。こっちこっち！」

　な、何かテンション高いな……。

　玄関ではなく、庭の方に通されると、少し驚いた。

　簡単ではあるが、庭園っぽくなっている。枯かれ山さん水すいという奴やつだろうか。

「ソラが自ら手入れしているのか？」

「庭はね～。ほら、日本って西洋の物が多いから、なんだか落ち着かなくてさ」

「だからって自分でやるとは……凄いな」

「知識だけはあったから。昔のだけど」

　そのまま、庭が一望できる縁えん側がわに座すわる。

　使われている感じや、ソラが慣れていることから、家ではここに居ることが多いのだろう。

「いつの時代も、縁側が一番いいね」

　ソラは緊張していない様子で、いつも通りのほほんとしている。

　用意してくれた湯わんに手を掛けると、あまりの冷たさに驚く。

「凄く冷たいな……」

「そういう呪物だよ～」

「そうか、呪物……呪物!?」

　このやけに年季の入った湯のみが呪物だと!?

「名前は、【冷湯のみ】……だっけ。低級だしそこまで価値はないよ」

「お前……！　そんなものを軽々と……！　い、いや……ソラなら他にも持っていてもおかしくはないが……よく拾ってくるな」

「まぁ、ゴミ拾いみたいなもんだよ」

　ソラが笑いながら言う。

　ゴミ拾いで呪物を拾って来る奴があるか！　とツッコみたくなるが我慢する。

「そ、そうか……両親はいないのか？」

「今日は仕事かな～。家には俺しかいないよ」

「そうか」

　そうか……え、え？　あっ、私とソラの二人っきりということか。

　二人っきり……。

「でさ、打ち合わせって何するの？」

「へっ!?　う、打ち合わせってのはな、これから行くダンジョンとかを決めるって感じだな」

　今日は多くの候補を持っていた。

　ダンジョンと一口に言っても、その種類はたくさんあるのだ。

　配信に向いているところもあれば、いまだにダンジョンネットワークが繋つながっていない未み開かい拓たくのダンジョンだってある。

　ダンジョンネットワークさえ繋がっていれば、ダンジョン内部でネットワークが使える。あまり認めたくはないが、私の父はダンジョン内部でのネットワークシステムを構築し、誰でもネットが使える状態にしたというのだから、天才と言うに他はない。

　ソラが自分の指で数え始める。

「俺がいつも行ってる場所は、渋しぶ谷やダンジョンとか、六本木ダンジョンファームかな」

「どちらも配信向けのダンジョンだな」

　なるほど。

　では、ソラがこれから配信をするダンジョンとしてはその二つをメインに置いていいだろう。

「あと一つ欲しいな」

「サクヤが考えてよ。俺よりダンジョンは詳しいだろうし」

「そうだな……初見で行って面おも白しろそうな所は一つあるが」

「じゃあ、そこにしよう！」

　相変わらず、ソラは決断力が早い。

　よし、三つのダンジョンで活動することが決まったな。

　・渋谷ダンジョン

　・六本木ダンジョンファーム

　・新宿ダンジョンアーミー

　この三つなら活動もしやすい。

「ダンジョンってさ、なんで西洋の物が多いのかなぁ」

「元々は海外から出現したことが始まりだからだ。起源も発生理由も分からない。ただ、百年ほど前を境に現れ始めた。科学者の話によれば、地じ震しんと同じ扱あつかいだそうだな」

　自然の原理と言うべきだろうか。

「ふーん……だから、呪じゆ力りよくがないのか。日本が由来だったら、妖よう怪かいとかだったのかな」

　実際、ソラの言う通りダンジョンの魔物はすべて西洋のものだ。妖怪や幽ゆう霊れいなどダンジョンで聞いたことすらない。

　ソラがたまにいう呪力、とやらを質問をしたことはあるが、説明が下手だった。『あのね、こうしてぞわーって感覚がね』とか『体内の血を回す感じ！』とか直感的な説明ばかりで分からない。そこがまた可愛いのだが……まるで手のかかる犬を相手にしている気分だ。

　まぁ、魔ま法ほうを使うには魔ま力りよくが必要なように、陰陽師が術式を使うのに、呪力が必要なのだろう、と理解した。

「冒ぼう険けん者しや資格は問題なしか？」

「これ？」

　ダンジョンに潜もぐるのには、どうしても資格が必要だ。申しん請せいは高校生以上からが可能で、色々と適性を調べてくれたりもする。

「そういえば、ソラの魔法適性はどうだったんだ？　魔力の数値は……」

「ゼロ！」

「……ゼロ？　全くないのか？」

「何か、魔法適性がないんだよね。何でだろう」

　ソラが何も考えてない様子で、ジュースを飲んでいる。

　普ふ通つうは落ち込こんだり、悲しんだりすることじゃないのか!?　人によってはコンプレックスになったりもするものだぞ……？

　いや待て、と私は深く考かんがえ込んだ。

　魔力が全くないのに、あれだけの芸当ができるのか……。視し聴ちよう者しやの中には、魔力で身体強化を使ってるんじゃないか、とも言っていたが……それも呪力の力か。使い方は似ているが異なる性質を持っているのだろうか。

　思わず、私の口から言葉が漏れた。

「まるでバグだな……魔法以外の力があるなんて」

「バグ？　犬種の話か。俺は犬なら何でも好き！」

「それはパグだし、犬の話はしてない。すべて間違えているじゃないか……まったく。普通はみんな、魔力を少なからず持っているんだ。全く魔力がないなんて、聞いたことがないぞ」

　だからこそ、バグと言うべきが正しいと思った。魔法じゃないのに似たようなことができる。

　呪力は聞いたことがない。

「ソラは呪力で魔法を出せないのか？」

「やったことはあるけど、何もでなかったんだ。たぶんだけど、魔力の性質と呪力の性質が違うからだと思う」

「性質が違う？」

「魔法ってさ、空気中の魔ま素そを集めて放つモノだから」

「ああ、そういう――――何？」

　今、なんといった？

　なぜ、こんな平然とした顔で……。

　これは、理解ができないという意味ではない。

　私はあの父には届かずとも、一いつ般ぱん的てきに天才と言われている人間だ。ある程度の知識やＩＱもかなり高い。

　そのうえで、ソラがポロッと溢こぼした内容に驚いていた。

　なんで……ソラは、当たり前でしょ？　って顔をしているんだ。魔力を研究する科学者たちですら、そんなこと一度も……。

「ソラ、よく説明してくれないか」

「魔力って、たぶん外の世界に対する命令を出す術式だと思うんだ」

「つまり、体内で命令文を作り、それを外に出すことで空気中に漂ただよっている魔素が理解して魔法になる、ってことか？」

「たぶん、そう」

　魔素って単語は確かにあるが……そんな理り屈くつを誰だれ一人ひとりとして知っている者も……いや、そもそも、なぜそう言い切れるんだ。

「呪力って、一部にしか宿らないんだ。例えば、人形とか石、道具とかさ。人間の場合は心臓に宿ってて、そこから呪力が作られる。だから、血を循じゆん環かんさせるってよく言うんだ」

「空気中には呪力が漂っていないと？　どこにでもある訳ではないということだな」

「一応呪力が見える人が言うには、黒こく残ざん糸しって言われてて、発生源から風に流れてくることがあるらしいよ」

「なるほど……」

「呪力の場合は命令とかなくて、体内で術を作って放つんだ」

「……そうか」

　そこで私は、深く考えるのをやめる。

　理屈や科学的な要因で考えるのではなく、一度そのままで受け入れる。その後、理屈を考えることが最も的確な理解への道だ。

　・魔法は、体内で命令文を作り、空気中にある魔素を集結させて外へ放つもの。

　・陰陽師の使う術式は、呪力を使って体内で術を作り、外へ放つもの。

　ソラの言っていることをまとめると、こんな感じか……と、思って口で伝える。

「たぶんそんな感じ。陰陽師の場合は、術式が命令文の役割を果たしてるんだよね。第一術式の水すい命めい糸しとか、まさに体内から糸が出てるし。魔力で魔素への命令文が作れないから、魔法が使えないんだなーって思ったんだ」

　凄すごいな……ソラの理屈なら、呪力で魔法が使えないのも納得だ。

　いやしかし……ソラはなぜそんなことが分かるんだ？

　長年研究してきた人たちですら……。

　またも、のんびりとジュースを飲んでいるソラに、驚かされる。いや、驚かされたのは今日に始まったことではない。長いこと傍に居ると、いつも驚かされる。

　ソラは頭が良いのか……悪いのか……どっちなんだ。

　私は真しん剣けんに、そう真剣に悩んでいる。

　これは私の生しよう涯がいをかけてでも解明するべき謎なぞなのかもしれない。

「あっ、第四術式を使えば出来るか……？　でも、試ためすにしても今は無理か」

　悩んで方法を考えているソラを見て、心底思う。

「お前は本当に、凄いな」

　だからこそ、私が凄いと思ったソラを有名にしたいと思ったんだ。

　それを成なし遂とげるまで、私はソラのために何でもする。

「フフッ……次の配信にまで、準備しなくてはな」

「何するの？　サクヤ」

「まぁ見ておけ、ソラの為ために凄いものを準備してやる」

「あんまり無む茶ちやしちゃダメだよ？」

「私の心配はするな。自分のことだけ考えておけ」

「するよ。サクヤは大事な人だし」

　一いつ瞬しゆんだけドキッとしたが、徐じよ々じよに半眼になっていく。

「ソラ、私以外にそういうことは言うなよ」

「言わないよ。サクヤだけだよ」

　ソラのことだ。友達として心配、という意味だろう。こういうことを平気でソラは言うからな……これでは変に勘違いする女が出て来てもおかしくはないな。

　ソラの天然部分は、私が管理しておくべきか。いや、無理だな。諦あきらめよう。

「私が言いたいのは、配信のことだけ考えておけ、って意味だ」

「あぁ、なるほどね！　分かった！」




＊




　・六本木ダンジョンファーム

　駅から数十分歩いたところにあるダンジョンだ。人気はあまりないけど、そのお陰で人が少ないから配信がしやすい。

　そのダンジョンの入口で、俺おれは目の前にあるトラックと大量の機材が積まれて行く光景をぼけーっと眺ながめていた。

　どれも値段だけでいえば、カメラ一つで50万はくだらない。

　高性能マイクや高性能機器……それらをトラックに積んで、サクヤは俺の前に現れた。

「ど、どうしたのこれ……」

「撮さつ影えい機材だ」

「どれも学生で買えるモノじゃないよね……」

　俺もスマホ以外の撮影器具が欲ほしいと思って、購こう入にゆうしようとしたことはある。

　だけど、配信者御ご用よう達たしの機材はとても高い。

　例えば、大神リカクラスになるとドローンのカメラが付くらしい。

　彼かれらが配信するうえで、高画質、高音質とユーザーが快適に過ごせる環かん境きよう作りに、どれだけ心血注いでいるか……。

　それを軽々と、サクヤは用意して見せた。

　サクヤは白銀の髪かみを揺ゆらしながら、フッと笑う。

「私には余よ裕ゆうだ」

　指先に挟はさんだ魔法のカードを見せつけてくる。

「ま、まさか……お父さんの？」

「いいや。これは私が作ったスマホゲームのお金で貯ためた資金だ。よく広告で流れてくるだろう？　パズルを解こう！　的な」

「あぁ、あれ……」

　中ちゆう華か風ふうのゲームって、サクヤが作ってたんだ……。

　ちょっとプレイしてみたことはあったが、簡単なパズルゲームだが中毒性があった。

「クソ親おや父じの金なんて、一円たりとも使うつもりはない。私の資金で、私の力で……お前のために用意した！」

「お、おぉ……ありがとう」

　美少女なだけに、ドヤ顔が様になっている。

　こうしてみると可愛かわいいな……。

「でもやり過ぎじゃない……？　俺なんて、ほぼ無名だよ」

「何を言うか！　ソラ、お前は自身の人気をもっと把は握あくしておいた方が良い。今やトレンドの１位といえば、お前なんだぞ。配信サイトの急きゆう上じよう昇しようランキング１位、ここ一か月での登録者数増加１位、さらには……」

　ずらずらと功績を並べてくれるが、イマイチピンとは来ない。

　確かに登録者もかなり増えたし、配信に来てくれる人も増えた。

　この前の超級呪物の影えい響きようか、やけに変なメールも届くようになっている。

　企業からのメールが主に、だけど。

「そう言われても、よく分からない………」

「ともかく、お前は凄い。それに配信環境は整えた」

　それは非常に助かる。

　俺もダンジョン配信とはいっても、スマホでは手ぶれは酷ひどいし、画質もかなり粗あらっぽくなる。

　これで綺き麗れいな画像で、手ぶれのない配信となれば視聴者のストレスも軽減できるはずだ。

「サクヤも潜るんだっけ？」

「私は冒険者ではない。戦いなんて無理だ」

　そうなると、俺が一人で潜るのは変わらないのか。

　ぼっちって寂さびしいんだよなぁ。

　たまに夜、布ふ団とんに一人でいると人ひと肌はだ恋こいしくなる奴……あの感覚に近い。

　抱だき枕まくらを握にぎりしめて我慢する時ほど、寂しいものはない。

「そこで、こいつを使う」

　サクヤが俺に見せてきたのは、ドローンだった。

「撮影用ドローンだ」

「おぉぉっ！」

「どうだ、これも凄いだろう」

　俺がさらに褒ほめると、サクヤの鼻がどんどん伸びていく。

　あれ……鼻が伸びてる。

「高性能ＡＩ搭とう載さい、カメラは全方位上下３６０度に対応、ステルス、自動回かい避ひ、電でん撃げき完全無効、防ぼう弾だん仕様、耐冷耐たい熱ねつ、お前がどんな動きをしようが、必ずカメラに収める……多た岐きに亙わたる仕様用よう途とは、私が開発した中で最も多た彩さいで高性能な物だ！」

「じ、自分で作ったのか……」

「発明家サクヤと呼ぶがいい、はっはっは！」

「でも、そんなに凄いドローンをどうやって……」

「それはな、こいつだ」

　サクヤが手に持っているのは、小さな石だった。

「まだ未解明な鉱石、魔ま黒こく石せきだ。この鉱物は少々特とく殊しゆでな、魔素と混じり合ったマグマが冷え固まった物から出来たものだ。地球上では０・００１％程度しか採れないかなりのレア度の高い代しろ物もので、様々な物に加工ができる。さらに、私の魔力を通すことで電気回路に工く夫ふうを施ほどこし、あり得ないほどの強度を手にしたんだ」

　な、なるほど……俺には難しいけど、凄い代物を使っているらしい。

　流石さすがはＩＴ企業の御ご令れい嬢じようだ。

「私は父のことになると、頭が回らなくなるのだが……お前のことを考えると急に思考が回るのだ。不思議だな」

「そ、そう言われましても……」

　偶ぐう然ぜんだと思うけど。

　あと俺には機能やらシステムやら、よく分からないけど、とにかくすごいことは分かった。

「このドローンの性能は、作った私ですらすべての性能を引き出せてはいない。全て引き出せれば、良い相棒になれるはずだ」

「ありがとう、サクヤ」

　さっそくドローンの画面を見る。

　機械はあまり得意ではないから、最初はサクヤに教えてもらいながらかな。

「サクヤ～……配信の名前は【六本木ダンジョンファーム】にどう変えればいいの……」

「お前は本当に機械になると弱いな……」

　いつもどおり、大神リカを助けたダンジョンで配信をやろうとしたのだが、なぜか人がたくさんいた。

　見つかった瞬しゆん間かんにたくさんの人に囲まれそうになったため、姿を消す術で逃にげてきた。

　一体どうなってんだ、あれ……。

「静かに配信できないと、それはそれでやりづらいよね」

「そうだな。特に今日、人が多かったのは大神リカが復帰して、渋谷ダンジョンに潜った影響もあるだろう」

「あっ、そうなんだ」

　良かった。無事に復帰できたらしい。

　ってことは、俺が渋谷ダンジョンに潜ってたら、会う可能性があったってことか。

「まずは、お前のことを知ってもらうことから始めよう」

　サクヤ曰いわく、やっぱり俺は素を見せた方が良いとのこと。

　キャラを作ってもいつかバレてしまうことを考えると、楽で良い。

「陰陽師の術とか、配信で見せてくれ」

「オッケー」

「頼たのんだぞ」

　占せん術じゆつと星方位術とかで良いかな……。

「じゃあサクヤ、配信始めてくれ」

「え……もうか？　まだ入ってすら……」

「入口手前から、ダンジョン内部で起こることを全部当てる」

「……ッ!?　な、なに……？」

　俺の占術の精度はかなり高い。平安時代でも、ほぼ１００％は命中する。

　ただ条件を絞しぼることが必ひつ須すだから、全ての未来を先読みすることができる訳ではない。

　例えば、読み取った未来が変化する可能性があるということだ。

　強大な悪や妖怪が出現するって占うらないが出たとしても、それによる影響が大きすぎて未来を絞り切れない。

　悪あつ鬼きが出る。妖怪が出る。そういった占いは不安が人の心を支配して、怖おじ気けづかせ、妖怪や悪鬼たちの入り込む隙すきを与あたえてしまう。

　だから、占術は便利だが、使い手がミスれば逆に事態を悪化させる術だ。

　ただし、こうした小さい出来事であれば明確に絞ることは容易だ。

「わ、分かった……始めるぞ……」

　配信が始まると、通知が鳴る。

〝おっ、配信始まった？〟

〝全ぜん裸ら待機してました〟

〝きちゃーｗｗｗ〟

〝超級呪物の人だ、待ってた〟

　こうして、ソラは第二の伝説を作ることになるのだが……本人はまだ知らない。

　ソラが地面に手を置く。

　そうして呟つぶやいた。

「占術」
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　術式を書き、占術を唱えた俺の脳内に情報が入って来る。

〝……ん？　画質むっちゃ良くなってる〟

〝何してるのこれ〟

〝バズる前の配信で、嘘うそって言われてた占術じゃないかな。あの時と同じ物っぽい〟

〝なんか地面が光ってるｗｗｗ〟

〝ダンジョン入口手前で何してるんだ？〟

「こんばんは～。今、ちょっと占術を使ってます」

〝占術……？〟

〝陰陽師が使う占いみたいなもんだろ〟

〝本当にあんのか？〟

「そうですそうです！　詳しいですね！」

　占術といっても、星を使った物がメインで占せん星せい術じゆつと呼ばれることもある。

　太陽、月、小しよう惑わく星せいとかの星々を自己流の図として表し、呪力を込めることで未来が占える。

「今日の企き画かくはですね～、【占術でダンジョンの中で起こる出来事を当てる！】って感じの内容です」

　そういうと、途と端たんにコメントが止まった。

〝……〟

〝……は？〟

〝どゆこと？〟

〝当てるって、全部？ｗ〟

〝図が光ってるの謎〟

「あぁ、これは呪力を込めることで光を得ているんです」

〝呪力!?〟

〝意味分からん言葉出てきた〟

〝理解できるように頼む〟

「えーっと……体内にある呪力は、魔法とはまた違ちがった力で……」

　ふむ、どう説明しようか。サクヤに説明したのは、あくまで呪力を使って魔法が使えない理由を話しただけだ。

　呪力そのものの話となれば、配信の内容とはズレそうだな。

　簡単に、簡単に……よし、行ける気がする！

「陰陽師に備わってるパワーです！」

〝説明になっとらん〟

〝いいからはよ、占え〟

〝陰陽師だけの特別な力があるって感じね〟

「そうそう！　たぶん合ってるとは思うけど……自信なくなってきたな」

〝草〟

〝草〟

〝誰だれに聞いとるねんｗ〟

〝お前しか知らんやろｗｗｗ〟

〝可愛いｗ〟

　自分だけしか知らないって状じよう況きようって、凄く不安になるよね……。

　ともかく、俺は占術の結果を視聴者に伝える。

　その時の同時接続数は、まだ３万人程度であった。
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〝出る魔ま物ものを引き当ててると聞いて〟

〝５連続で占い当ててるｗｗｗ〟

〝次ギガント・オーガだっけ？〟

〝えっぐぅ……〟

〝もしかして、さっきから素す手でで倒たおしてる？〟

　六本木ダンジョンファームは、上層、中層、下層、深層と分かれていて、標準的なダンジョンだ。危険なところだと、深層のみしかなかったりする。

「これは水命糸ですね」

　人差し指と中指を合わせ、くるっと回す。

　水色の糸になって、触ふれた対象を弾はじき飛ばす。

「陰陽師は第一術式、第二術式……第五術式までが基き礎そです」

　第一術式は、俺が使っている水命糸。基本的な呪力操作による鋭えい利りな糸だと思えばいい。これを利用した治ち療りようや手術なども出来る陰陽師はいた。

「陰陽師って、一ひと括くくりに同じことができる人達ばかりじゃないんですよ。俺は糸が水色ですけど、これが赤の人もいる。赤色の場合は医者に向いてましたね」

　第二術式は占術や地脈を利用した防ぼう御ぎよ壁へきなどの生成。

「まぁ……説明が長くなるので、第一と第二くらいまでで。残りは後で説明しますね」

〝なんかすげえ話聞いた気がする……〟

〝面白い〟

〝実在する陰陽師の文ぶん献けんとはだいぶ違うんだな～〟

〝種類いっぱいあるって言ってたし〟

〝ソラさんは、第五術式まで使えるんですか？〟

　ぱっとコメントに気付き、反応する。

「良い質問ですね。俺は第――――」

『ギガァァァッ！』

〝!?〟

〝６体目だ！　ギガント・オーガか!?〟

〝マジ!?　占い全部当たってる!?〟

　サクヤが作ったドローンが、確かにそれを映す。

「ギガント・オーガですね」

〝マジで当ててる！〟

〝すげえ……！〟

〝うおおお！　下層最強格だ!!〟

〝勝てんの……？〟

　俺は構える。

「倒します。水命糸」
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　ここまで来るのに、苦労することはなかった。

　でも、慣れないことが続いたことで随ずい分ぶんと時間が掛かかってしまった。

　同時接続数は１００万人を突とつ破ぱしている。

　流石にコメントをすべて追っていると時間が掛かる。

　専用イヤホンから、サクヤの声が聞こえる。

『ソラ、本当に大だい丈じよう夫ぶなのか？　コメントでも随分と騒さわいでいるが……』

「問題ないよ」

　下層最深部、ボスの扉とびら前で俺は立っていた。

〝絶対帰った方が良い！〟

〝占い全部当たってるから、余計に怖こわく感じる〟

〝いいぞ、逝いけ〟

〝帰れよ〟

〝途と中ちゆうまで楽しかったけど、最後が当たってるならヤバい……〟

　俺は占術で、最後に戦う魔物を言い当てて見せた。

　下層最深部ボス――――イレギュラー・騎き士し王ヴァルサルク

〝イレギュラーのボスはマジでヤバい〟

〝現実なんだぞ、よく考えろ！〟

〝ここまで来たら、最後も当てて欲しい〟

〝下層ボスイレギュラーは政府案件〟

〝最高ランクパーティーでも全ぜん滅めつ不ふ可か避ひだぞｗ〟

「大丈夫。陰陽師って強いんですよ」

　ずっと不思議だったことがある。

　俺はこの時代に転生して、陰陽師の術を使って……驚おどろいてしまった。

　この攻こう撃げきが魔物に通用する。しかも、効果は絶大だ。

　今は妖怪や悪鬼のいない時代で、それが現代だ。

　なら、おかしいとは思わないか？

　なぜダンジョンの魔物にも絶大な効果を発揮する？

　俺の予想が正しければ、生まれは違えど妖怪や悪鬼の類だからだ。

「陰陽師は悪を祓はらう者、負けませんよ」

　ボス部屋の扉はなぜか壊こわれかけている。

　これでは俺が下層のボスイレギュラーを討とう伐ばつしなければ、遅おそかれ早はやかれ出てくる。

　ダンジョンとは、そういうものだ。

　誰かが悪を祓わねばならない。

　その役目が俺だったってだけの話だ。

〝他人に任せとけよ〟

〝俺はソラ好よきだから、死んで欲しくない〟

〝いけいけ～！〟

〝茶ちや化かすな〟

「アハハ、行きますね～」

〝うわぁぁぁぁぁぁ〟

〝口調軽すぎて草〟

〝帰れ帰れ帰れ！〟

〝自らイレギュラーに足を突つっ込むのか……〟

　俺が重圧な扉を開けると、言葉が響ひびいた。。

　その言葉は、俺でもドローンからの声でもない。扉の向こうからの声だ。

「『断だん絶ぜつ』」

　その声と共に、閃せん光こうが走る。

　コンマ数秒の静せい寂じやくののち、斬撃が目前に迫せまる。

「――――ッ!!」

　咄とつ嗟さにしゃがんで前に回避した。

　速いな……。

　斬撃が轟ごう音おんと砂すな埃ぼこりを立てる。俺は自身の背後を見た。

「真っ二つか……」

　先ほど開けた重圧な扉が、真っ二つになっていた。

　あと数秒でも遅おくれていたら、俺もこうなっていたのか。

　これならいつでも出て来られたんじゃないか？　いや、あえて出てこなかった……？

　ドローンには当たっておらず、回避モードになっていた。ついでにステルスモードにも移行したようで、ボスのヘイトを買わないように隠かくれている。

　こちらから命令を送らない限り、このステルスモードが切れることはない。

　凄い優ゆう秀しゆう……！

　コメントが流れる。

〝扉が真っ二つになった!?〟

〝俺もう帰る、これ見てられない〟

〝ヤバすぎる……俺も〟

〝なにこれ、どういう状況？〟

〝ボスイレギュラーに単独で挑いどんでる〟

〝ふぁっ!?〟

　同時接続数がどんどん上じよう昇しようしていく。既すでに１５０万人は超こえている。

　人はダンジョンのイレギュラーが大好きだ。

『ソラ！』

「心配ないよ」

　騎士王ヴァルサルクか。青と白を基調とした全身鎧よろいの人型魔物だ。

　鋭利な大たい剣けんを手に持ち、こちらを睨にらんでいる。

　死を直感させるだけのプレッシャー、深海のような静けさ。

　たぶんだけど、画面の向こうの人たちにも伝わっているだろう。

　目前に立つ死の恐きよう怖ふ。

　自分がもしもこの場に立っていたら、と考えたくもない。

　それにしても初手から斬撃を飛ばしてくるとは……随分と好戦的だな。

　両手に水命糸を展開する。

〝突っ込むのか!?〟

〝さっきの斬撃見ても全然怯ひるんでない……〟

〝どんな度胸してんだこいつ!?〟

　地面を蹴けって、正面から挑む。

　おそらく俺の突とつ進しんに対し……剣けんを横なぎにしてくるはずだ。

　騎士王ヴァルサルクの大剣が横に薙なぎ払はらわれる。
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　予想通り……！　ここを大きく飛ぶ！

〝すげえええ！〟

〝躱かわした!?　どんな動きしてんだあれ!?〟

〝ヤバｗｗｗ〟

　縄を掛けるように、頸くびに水命糸を絡からませる。

　絡ませたまま一気に引っ張って……こう！

〝倒せるんじゃね!?〟

〝いける！〟

　これで頸が真っ二つに飛ぶはず……！

　だが、ギンッ……！　と糸が真まっ直すぐ伸のびた。

　糸が引っ張り切れない……！　鎧が硬かたすぎるのか!?

　よく見ると、鎧には幾いく重えにも重なった魔ま法ほうが刻まれていた。

　魔法の鎧か……！　初めて相対するが、ここまで硬いのか！

　呪じゆ力りよくに対する耐たい性せいもあるようで、よい学びを得た……！　と思う。

「『断絶』」

〝ヤバいヤバいヤバい！〟

〝躱せないだろそれ!!〟

〝ゼロ距きよ離りきちゃー！〟

〝ソラくん死なないで！〟

「第二術式展開……呪じゆ層そう壁へき」

　丸みを帯びた薄うす紫むらさきの壁を展開する。

「『!?』」

　騎士王は見たことのないような反応をしながらも、剣を振ふりかぶる。

　パリッと嫌いやな音を響かせ、呪層壁が割れた。

　その割れる数秒で、俺は距離を取る。

　呪力を込こめた分だけ硬くなるんだけど……あの剣も魔ま法ほう剣けんみたいな感じか。

　全身魔法装備は面めん倒どうだな……これがボスのイレギュラーね。

「面おも白しろい……！」

〝防いだ！〟

〝よくやった！〟

〝チャンスだ逃げろ！〟

〝こいつ、笑ってね……？〟

〝いや何かの見み間ま違ちがえだろ〟

　騎士王は毅き然ぜんとした態度でこちらを見み据すえている。

　まるでその様は中世の決けつ闘とうだ。

　初撃の『断絶』を回避したこと、二撃目を防いで躱したこと。

　俺にはなぜか、騎士王から認められている気がした。

　はっきりと分かる。

　こいつには意思がある。

〝水命糸も通じない、防御壁も破られるって、打つ手なしじゃない!?〟

〝流石にこれは逃げるはず〟

〝まぁ、動きヤバいから逃げられるとは思う〟

〝逃げろ、ソラ〟

〝逃げえ〟

「逃げませんよ。そんなことしたら、背中から思いっきり切られる」

〝人の話聞かねえぞこいつ！〟

〝俺も冒ぼう険けん者しやだけど、ソラの言う通りだと思う〟

〝騎士王ヴァルサルクの力、完全に日本トップクラス超えてね……？〟

　水命糸は通用しない。

　鎧が両断できないのなら、必要以上に使ってもこちらがジリ貧ひんになる。

「仕方ないか……」

　呪力に余裕はまだある。

　俺は懐ふところから人型の紙を出す。

　人差し指と中指で挟み、唱える。

「第三術式展開……出ろ。収納：刀」

　真新しい刀が出る。

　これは冒険者専用の刀だ。

　平安時代から愛用している刀は、どっか行ったんだよなぁ……どこ行ったんだろ。

　はぁ～……愛刀の【天てん狐こ】があればなぁ……ないものねだりしても仕方ないか。

　それでも、呪力操作で強度変化はお手の物で、硬さだけならば【天狐】にも匹ひつ敵てきする。

　これまでスマホ片手に戦っていたため、刀は使い勝手が悪かった。

　今なら両手が使える。

　刀身を横の目線まであげ、柄つかに手を押おし当てた。

「行くぞ、騎士王」

「『……』」

　騎士王が静かに大剣を構える。
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　ソラと騎士王、二人だけの空間。

　強者同士の戦いに、コメントが途と絶だえる。

　その視し聴ちよう者しやは数百万人もいる。

　その配信のコメントが静まり返る。

　コメントなど後で良い。

　これを見み逃のがしてはならない、そう直感が訴うつたえているのだ。

　刀を構え、ソラが飛び出した。

　騎士王が続いて動く。

「……『断だん絶ぜつ三さん雷らい光こう』」

　ソラが思う。

（前方三方向から、雷かみなりの斬撃。それを可能にしているのが、身体能力と魔法の剣か）

　ソラの視線が鋭するどくなる。

（でも、遅いな。この程度の斬撃なら、すり抜ぬけられる）

「『――――ッ!!』」

　騎士王が躱されたことに驚く。

　ソラは流れるように騎士王の懐へ潜もぐり込み、カチャ……と刀を鳴らす。

　お互たがいの距離はほぼゼロ。騎士王は足元にいるソラを睨んだ。

（騎士王。君さ、鎧に呪力や魔法の耐性があっても、物理に対しての耐性はないんじゃないか？　耐魔法に特化しているのは、深層へ潜る冒険者ほど魔法を使う人が多いからだ）

　だから刀を突き刺させば、倒せるんじゃないか？　とソラは考える。

　向き合うは大剣と刀。どちらが先に刃やいばを突き刺すか。今度はスピード勝負である。

「せいっ！」

「『ッ!!』」

　ソラが刀を振るう。それに応じるように騎士王も大剣を振るった。

　バァァァンッ!!　と衝しよう撃げきが走り砂埃が舞まう。

〝同時に武器を振るったぞ！〟

〝砂埃で何も見えない！〟

〝ソラの動き、華か麗れい過ぎんだろ……〟

〝懐に入ったソラが有利だな〟

〝相手はイレギュラーボスだぞ!?　そう簡単に倒せるはずがない〟

〝ソラはシャドウ・デーモンをワンパンで倒したんだから、たぶん倒せる〟

〝このボスは、推測だけどシャドウ・デーモンの数百倍は強いだろ！〟

〝大おお袈げ裟さ、精々数十倍〟

〝お前ら、どれもヤバいって分かってんの!?　感覚狂くるってるぞ！〟

〝俺おれは上級冒険者だから分かるけど、このボスは間ま違ちがいなく国家を潰つぶせるほどの危険度はある〟

〝大袈裟じゃないか？　せいぜい県一つだろ〟

　衝撃の影響で出ていた砂埃が、ようやく落ち着く。

〝やっと見えてきた……！〟

〝どうなってんだ！〟

〝見せろ見せろ！〟

〝ソラは!?〟

　二人は互いに距離を取っていた。

〝え……ガチ？〟

〝マジかこいつ！〟

〝やっば……〟

　その画面に映った光景に、各おの々おのは唖あ然ぜんとする。

　ソラは無傷である。

　たいして騎士王・ヴァルサルクの鎧は、ソラの刀で大きく傷つけられていた。

「問題ない――――斬きれるね」

「『……ッ』」

　スピード勝負はソラの勝ち。

　騎士王・ヴァルサルクは何もない空間から、盾たてを取り出す。

「ん？　盾？　どこから……」

「『魔ま害がい盾たて・焉えん鳴らい』」

〝第二状態!?〟

〝盾!?〟

〝重騎士になった……？〟

　騎士王が、自身の大剣を盾に擦すりつける。摩ま擦さつによってバチバチと火花を散らしながら、大剣が雷を宿す。

〝ふぁ!?〟

〝エンチャントした!?〟

〝状態変化するボスって無む茶ちや苦く茶ちやヤバくないか？　順調だったけど、状態変化に対応できず全ぜん滅めつしたパーティーとか平気であるんだぞ……？〟

　不安の声がコメントに溢あふれる。

　騎士王は、大剣に宿した雷をソラへ向ける。

「『……我わが名は騎士王・ヴァルサルク』」

　騎士王の声を聴きいて、ソラが笑った。

　誰もがソラの反応に困こん惑わくした。声を発した騎士王ですら、その表情に眉まゆを顰ひそめた。

　―――なぜ、笑っている。

　だが、騎士王はその言葉を言うことができない。

　まるで操あやつられたように、決められた言葉しか話すことができなかった。

「『いざ、参る』」
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「『断絶』」

　これまでの断絶とは異なり、乱れたような雷らい撃げきも襲おそい掛かって来る。

「ほい、ほいっ」

　俺は器用に断絶と雷撃を躱しながら、騎士王を観察する。

　呪層壁を展開しても、雷が簡単に貫つらぬいて来る。

　この雷にも魔法を消す力があるっぽいな。術式の衝しよう突とつでは、こちらが不利か

〝ジリ貧じゃね……？〟

〝ソラの場合は一人だ〟

〝無理だろ……あの雷の対策できんの？〟

　俺は考える。

　術式による攻撃は無む駄だ。近づこうにも、不規則な雷が厄やつ介かいすぎる。

　術式によるダメージはあまり期待ができない。

「なるほど……」

〝十分戦ったから、ソラ、逃げようよ！〟

〝いやチャンスだろ。大剣が両手で触れなくなったから、攻撃の速度が落ちる。スピードならソラが勝ってるから、近づけば勝てる！〟

〝そんなにイレギュラーボスは甘あまくねえよ！　近づけないから困ってるんだろ！〟

〝倒すなら、長期戦しかないよな……でも、一人だしキツそう〟

　誰もが、そう思う。

　選せん択たく肢しは二つである。

　・ソラが逃げる。

　・長時間戦い、隙を狙ねらう。

　だが、戦せん闘とうが長引けば長引くほど、命の危険は増す。

〝どうするんだろうソラ……〟

〝隙を待つしかない〟

　刀の柄を握にぎり直す。

「次で倒します」

　チャンスや隙は、待つんじゃない。

　自分で作るものだ。

　その台詞せりふと共に、書き込みが一気に増えだした。

　この状況で、たった一人で、どうやって勝利するというか。

　視聴者の数が増えていくにつれて、疑問のコメントが流れる。

〝え？〟

〝まだあの盾の能力だって分からないのに!?〟

〝どうやって!?〟

〝無理でしょ〟

　俺は片手で印を組む。

「第二術式……呪層壁」

〝!?〟

〝さっき破られた防ぼう御ぎよなんか意味あんの!?〟

〝騎士王の周りに展開してる……？〟

〝ソラ、まだ『展開』って言いきってない……？〟

〝何すんの……？〟

〝攻撃は無駄だって分かってるだろ〟

〝術式は無理でしょ！〟

　先ほどのスピード勝負から、俺はずっと紙人形を上手にばら撒まいていた。

　今度は指先を銃じゆうのように構え、騎士王へ向ける。

「第三術式……陣じん地ち結けつ界かい」

　――――複合術式展開。

　雷の特性は理解した。強化された断絶の威い力りよくも把は握あくした。盾の能力も大体分かる。

「多重呪層結界」

　呪層壁で出来た円状の空間に、騎士王が閉とじ込められる。

「『断絶』」

　バチバチ、と音を鳴らし断絶が放たれる。

「『……!!』」

　円状の呪層壁内で、無数に断絶が反射する。

「その結界内は、反射するよ」

　俺は第二術式の呪層を弾だん力りよくのある壁で展開し、第三術式で呪層壁を覆おおうように強度を底上げした。弾力のある網あみみたいにしたのだ。

　そして、盾の能力は……。

「『魔害盾・吸収』」

　自身の攻撃を盾で吸収する。

　鎧で魔法を無効にし、魔害盾で吸収できる。吸収した力を雷に変えるのかな。

　魔法で攻撃すればするほど、騎士王が強くなる鬼き畜ちく仕様だ。

　結界はあまり長くは持たない。

　同じ手は二度も通じないだろう。

　ボス戦で苦戦しない。それが配信で気を付けていることの一つだ。

　だから、ここで終わらせる。

「『断絶三雷光』」

　三つの斬撃を一か所に集中させ、パリン！　と音を鳴らしながら、騎士王が結界を破った。

　そして、目前にいる俺を捜した。

　しかし、騎士王の前に俺はいない。

　俺の姿を追えているのは、サクヤが作ったドローンだけだ。

「『……上!!』」

　ようやく騎士王は気付いたようで、互いに眼が合う。

　俺は足場を呪層壁で展開し、刀を構えた。

　たった一いつ瞬しゆん、動きを完全に止める。ファサッと髪かみが靡なびいた。

　一瞬の緩かん急きゆうが、爆ばく発はつ的てきな力を出す。

　全神経を集中させろ。体の呪力を循じゆん環かんさせろ。

　そうして、足場を蹴って俺は飛び出した。

　―――パァァァンッ!!

〝はええええええ！〟

〝ソラが突っ込んだ！〟

〝マジで決めに行ってる……！〟

〝ヤバすぎるだろ!!〟

〝無む茶ちやじゃね!?〟

〝いや、スピードならソラが上だ！　騎士王の攻撃を躱せば勝てる！〟

〝パワーは騎士王が上だろ!?　攻撃を躱せなかったら負けだぞ！〟

〝ランダムにヒットする雷撃もあるんだぞ！〟

〝ほぼ博ばく打ちじゃん！　頭がおかしいのか!?〟

　コメントを見ずとも、概おおむね、攻撃を躱せば勝ち。当たれば負けって言ってるのだろう。

　違うよ。

　躱さない。

　騎士王・ヴァルサルクの『断絶』は綺き麗れいだ。

　美しさも技術も、もはや芸術の領域に入っている。

　これは、剣のぶつかり合いなんだ。

　魔法を無効にする鎧を着て、魔ま法ほう使つかいの天敵的な立ち位置にいるのは……剣で戦いたいからでしょ？

　この騎士王は、正々堂々と、真正面から戦いたいんだ。

　とても、とても立派な騎士だ。

　だから、攻撃を躱して勝ちは認められない。俺が認めたくない。

　ダンジョンにこんな潔いさぎよい敵がいるなんて、知らなかったよ。

　同じように思ってくれてると嬉うれしいな。

　――――騎士王・ヴァルサルク。

　騎士王が大剣を構える。魔ま力りよくを貯ためているのか、雷が溜たまっていくのが見えた。

　一いち撃げきだ。

　お互いに次の一撃ですべてが決まる。

　俺が狙うは、さきほど大きな傷をつけた鎧。

　騎士王が狙うは、俺の頸。

　分かりやすい。

「シィィィ……せいっ！」

「『……断絶!!』」

　刀と剣が衝突する。

　ドローンからノイズが聞こえるほど、最も激しい爆ばく発はつがボス部屋を包み込む。

　すると、スパッと心ここ地ちの良い音が響き渡わたった。

　それは土つち煙けむりを切り裂さき、現場をはっきりと映した。

　ドローンははっきりと、無傷のソラと、尻しり餅もちをついた騎士王を映し出していた。

　その瞬しゆん間かん、コメントが湧わく。

〝すげぇぇぇぇぇぇ!!〟

〝勝ったぁぁぁっ！〟

〝うおおおおおお!!〟

〝つっっっっよ！〟

　シッと刀を振り、鞘さやへ納める。

　騎士王の身体が少し薄うすくなっていく。

〝ドロップ品の時間だ～!!〟

〝何を落とすんだろ！　すげー気になる！〟

〝イレギュラーボスの報ほう酬しゆうとか初めて見るわ！〟

「ドロップ品？」

　俺が首を傾かしげると、サクヤが教えてくれる。

「『階層ボスはドロップ品を落とすんだ。しかも、それがイレギュラーのボスの場合は、ドロップ品は最上級だ』」

「あぁ、なるほど……」

　道中でも極ごくたまにドロップ品とかがあるらしい。普ふ通つうの冒険者はそれを売って大金を稼かせぐ。だから冒険者にとってドロップ品は貴重な収入源だ、って聞いた。

　今回に関してはイレギュラーボスだ。騎士王ヴァルサルクの大剣や盾なんかがドロップしたら、喉のどから手が出るほど欲ほしい人はたくさんいるだろう。

　ある程度有名になると、配信者は動画サイトの収益からお金を稼ぐ。だから、一部の配信者はドロップ品にこだわらず、再生数にこだわることもある。

　人によって稼ぎ方はそれぞれ……って、そりゃそうだよね。ゲームをやっているからって、全員が実じつ況きようしている訳じゃないし。

　再生数で金を稼ぐのも楽な道ではない。なら、ドロップ品で一いつ攫かく千せん金きんを狙うも良い。

　そして、階層ボスは確定ドロップである。

　つまり、俺はこれから騎士王の装備のどれかが貰もらえるのだ。

「……うーん。一つか」

　正直、どれも要いらない。

　重そうだし、俺には不要だ。

「うーん、うーん……？」

〝なんで唸うなってんだコイツｗ〟

〝あんなとんでもないことした後でこれは草〟

〝超級呪物の時と同じ唸り方で草〟

〝なんか嫌な予感がする……〟

　俺が悩なやんでいると、今にも消えそうな騎士王の声が漏もれた。

「『……見事』」

　……見事、ね。

　魔ま物ものが喋しやべるというだけでも驚きなのだが、妖よう怪かいや鬼おにだって人の言葉を喋る。

　まぁ、そのお陰かげですぐに慣れた。

　コメントではそれで少し騒いでいるが……。

「そうだなぁ……式神にするか」

「『……？』」

「ちょうど一人だと寂さびしいって思ってたんだよね」

「『……!?』」

「ほら、一いつ緒しよに冒ぼう険けんしよ」

「『……!?!?』」

　そう言って、俺は騎士王に手を伸ばした。
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三章【ソラマメ】







　ダンジョン配信が大成功し、興奮しきったサクヤを宥なだめ、俺おれ達たちはお腹なかを膨ふくらませることにした。

「ここの店のレビュー、全部星１しかないんだが……店主の態度が良くないとか、寝ねてるとか書いてあるな」

　スマホを弄いじりながら、サクヤが頬ほおを引き攣つらせる。

　六本木は高級店が多く、学生の身である俺は安いところを所しよ望もうしたのだ。

　その結果、とりあえず安そうってことで入ったお店の総合レビューは星１であった。

「へぇ～、いまどきの一つ星レストランって奴やつ？　俺初めてきたよ」

「お前、本当に凄すごいな……今度、ちゃんとした良い所連れてってやるからな」

　ふむ、どういう意味なのだろうか。

　サクヤさん、その憐みの目を向けるのはやめてください。

「ふふん、俺だってちゃんと美お味いしいご飯は食べてます。回転ずしに行った時なんて感動したんだよ。すっごい美味しいのに、超ちよう安やすいんだ」

　一いつ貫かん１１０円であのクオリティは凄すぎるだろ。

　あと牛ぎゆう丼どんも好き。つゆ多めにできるって知った時は最高だろ、と思ったね。つゆだけで白米何なん杯ばいもいけるし。

「そうか……お前は可愛かわいいな」

　サクヤから慈じ愛あいに満ちた瞳ひとみを向けられ、少々不満になる。

　あ、そっか。サクヤの家は金持ちだから、もっと高い物食べてるのか。

「ご注文は～……？」

　眼の下にクマを作り、明らかに寝ね不ぶ足そくだと分かる店主が来る。

　それぞれ注文をしたけれど、味は美味しかったし、サクヤも「星１の割りに凄いうまいな……」と褒ほめていた。

「これ、うまい……ソラマメ豆どう腐ふ」

「マジか、ソラ。これ、味がなんか薄くないか？　何も味がしないぞ」

「ううん、それが良いんだよ」

　店内を見み渡わたすと、豆腐の宣伝が見える。

【代々平安時代から続くこの店限定のソラマメ豆腐!!】

「平安時代……」

「ん？　お客さん気になる？」

「え、えぇ……」

「なんかご先祖様が、とある人に助けられてからずっと続けてるらしい。ほれ、その証しよう拠こがあれ」

　店主が指さした先にある護ご符ふに気付く。

「信じられるか？　平安時代からずっと飾かざってるんだと、捨てようとしたらぶん殴なぐられたからまだ飾ってるのさ。どうせ偽にせ物ものなのにな～」

「――――ッ!!　あれは……」

「まぁ、うちも代々飲食店を経営してるけど……俺の代で限界かなぁ。最近、夢で魘うなされてまともに寝られないし」

　店主の言葉を聞きながら、俺は目を見開く。

　サクヤが問いかけてくる。

「ソラ……？」

　あれは俺が作った護符だ。

　あっ、思い出した。

　……

　…

　平安時代。

『うまい……』

　店内で呟つぶやくと、それを聞いた地じ獄ごく耳みみ店主が叫さけぶ。

『えっ!?　大不評のソラマメ豆腐が美味しいと……言いましたか？』

『うん、この味は好きだ』

『あ、ありがとうございます！　あの～……失礼だとは承知で申し訳ないのですが、一つお願いしても？』

『うん？　なに？』

　俺の正装から、陰おん陽みよう師じであることは察しが付いていたようで、一つお願いをされてしまった。

　もちろん、仕事だから本当は報酬が必要だし、朝廷以外から勝手に仕事を受けてはいけない。

　でも、俺はこのソラマメ豆腐に惚ほれこんでしまっていた。

『俺の護符が欲しい？』

　このお店は山や雑木林に近く、妖怪や鬼に襲われることがあった。

　しかも悪あく霊りようが棲すみ着いているとかで、店は傾かたむき、このままでは経営もままならない状じよう況きようにあった。

　そのせいで娘むすめが怪け我がをしたり、怖こわがって客も来ないと不幸続き。

　今の時代、どこでも助けを求める人はいる。珍めずらしいことではない。

『このままなら、もう店も閉じるしかないんです………。祖父から継ついだ大事なお店を、終わらせたくないんです』

　ふむ、そういうことか。

『……別に良いけど』

『ほ、本当ですか!?　よっしゃ……！　ありがとうございます！』

『その代わり、この味はちゃんと後世まで伝えてくれよ』

『はい！　もちろんですとも……！　必ず……約束です！』

　それから、その店で妖怪の噂うわさや怪我人にんが出ることは無くなった。

　お店も閉じることなく、大だい繁はん盛じようし安定した暮らしができていたそうだ。ソラマメ豆腐は相変わらず不評だったが。

　……

　…

　毎年、俺のところに料理を届けてくれていたっけ。

『護符をありがとうございます』と、何度もお礼を言われたことを鮮せん明めいに覚えている。まぁ代価はソラマメ豆腐だったけど。

　食べる手を置く。

　無意識に微笑ほほえんでしまう。

　約束、守ってくれたみたいだな。

　この味は変わっていない。

　あの護符は、『ちゃんと、約束を守っています』という証だ。

　少し、嬉しいな。

　心がポカポカと温かくなる。

「これ、良かったらどうぞ」

　俺は新しい護符を渡す。

　前に渡した物は、だいぶ風化しているし、効果も薄くなっている。

　これは守護の護符だ。悪霊や悪夢を消し去ってくれる。

「え……これって？」

「ただのお守りです。そこにある奴の横に。きっと、夜もぐっすり眠ねむれると思います。あとお店も繁はん盛じようしますよ、潰すなんてもったいない」

「は、はぁ……」

「じゃ」

　俺はお礼を言って、店を後にする。

　こうして継がれている物もあるんだな……。




＊




　店主が首を傾げる。

「変なお客さんだなぁ……ソラマメ豆腐がうまいって言う人初めて会った」

　店主はそう思いながらも、飾ってある護符の横に飾る。

（ご先祖様がソラマメ豆腐が大好きな陰陽師様から貰ったとかなんとかって……ハハッ、馬鹿馬鹿しい。信じられる訳ねーっての）

　すると、あることに気付く。

（この護符に書いてある文字、飾ってあるのと一緒だ……字が潰れて薄っすらとしか分からなかったけど、こんな文字だったんだ……え、なんでそう思ったんだ？）

　咄とつ嗟さに、店主がソラたちを呼び留とどめる。

「あ、あの！　お客さん……！」

　ソラが振ふり返る。

　何かが背中を押して、お礼を言わなければならない気がした。

（言わなくちゃ……言うんだ！）

「あ、ありがとうございます！」

　ソラは静かに微笑んで、手を振る。

「こちらこそ、約束を守ってくれて、ありがとう」

「え……」

　しかし、誰だれも知らなかった。

　神かん崎ざきサクヤが、ソラと騎き士し王との戦いで興奮し、ステルス状態のドローンがソラを追つい尾びしたまま、ライブ配信を切り忘れていた。

　このやり取りが全て生配信されていたことなど。

　こうして、ソラマメ豆腐ブームが巻き起こることも……。
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　青鳥ことつぷっちーや、他配信サイトでもソラの切り抜ぬきが絶大な再生数を誇ほこっていた。

　その切り抜き集の中でも、再生数が伸のびている動画があった。

　某ぼう動どう画が配信アプリ

【上野ソラを見たネット民たちの反応集まとめ】

「今回は、上野ソラを見たネット民の反応集を紹しよう介かいします」

『陰陽師のヤベー奴』

『戦せん闘とう狂きよう』

『天然』

『アホの子』

『なんか良い奴』

『超ちようが付くほどのお人ひと好よし』

『大神リカを踏ふみ台だいにした男』

『イレギュラーボス式神にしてて草ァ！』

『すげえ奴』

『ソラマメ系主人公』

『ソラマメ小こ僧ぞう』

『神回を連発させる男』

『絶望的に常識を知らない陰陽師』

『ソラマメ好きなアホ』

『いるだけで人々を笑え顔がおにさせる天才』

『神回製造機』

『超ちよう強つよいのにアホだから親しみやすい奴』

『アホ』

『アホ』

『平安人』

『好き』

『嫌きらいって言う人がいない奴』

『ただただ安心してファンになれる唯ゆい一いつの配信者』

『回転寿ず司し好きって言ってて急に親近感湧わいたわ』

『最初、大神リカ狙ねらいかと思ったら、面おも白しろくて大好きになった』

『可愛い奴』

『愛うい奴』

『幸せになって欲しい』

『超ちよう贅ぜい沢たくなご飯出して、目の前で全部平らげてあげたい。その時の顔が見たい』

『返り血浴びてしょんぼりして欲しい』

『ソラ虐流行れ』

『結論、超強い良い奴。みんなが好きになったレアケース』

「以上。いかがだったでしょうか。皆みなさんの感じたこと、思ったことをぜひコメントで教えてください。今後も更こう新しんしていくので、チャンネル登録お願いします！」

　………

　……

　…

　それを見たソラは、暗い部屋で一人呟く。

「ほぼアホしか書いてないじゃん……」




＊




【side 大神リカ】




　大神リカはテレビ取材の準備室で、マネージャーから受けた報告を聞いて手を止めた。

「……はい？　Poover の所属を断られた……？」

　信じられず、何度も聞く。

　Poover といえば、日本一の配信大だい企き業ぎようであり大物配信者たちを抱かかえ、入りたいと望む人々で溢あふれている。

　毎年数万人ものオーディションを経て、その中から生き残った数名がデビューできるのだ。

　それをスルーし、デビューの確約をしたメールを上野ソラへ送った。

「何か、そちらで失礼なことをしたのではありませんか？　それとも、また過激なアプローチを？」

　かなり前に、Poover はどうしても欲ほしいと超実力派の冒険者をデビューさせようとしていた。だが、本人が嫌いやがっているのに、ダンジョン入口での出待ちや、自宅にまで足を運んで説得しようとしてしまったのだ。

　そのせいで超実力派冒ぼう険けん者しやの逆げき鱗りんに触ふれ、大事故を起こした過去がある。

「いえ、私たちも同じ轍てつは二度も踏みません。今度は慎しん重ちようにメールからお伺うかがいしたのですが……すぐに断られたのです」

「じょ、冗談じようんですよね……普ふ通つう、狂きよう喜き乱らん舞ぶして即そく答とうすると思うんですけど……」

　これでも私は、オーディションからデビューした人間だ。

　多くの人が落ちて行く中で生き残り、ようやくこの地位を手に入れた。

　最近、人気が低てい迷めいしていたから、無む茶ちやをして下層に潜もぐったら……イレギュラーに襲おそわれた。

　恩もあるし、彼かれの強さにも驚おどろいた。

　これは間ま違ちがいなく伸びる……！　と確信し、お礼という名目で上層部に取り合ってお願いしたのだ。

「そんな……」

　ソラさんって、欲がない人なのかな……。

　でも、配信者なら誰もが人気者になりたいと願うはず。

　自己満足でやっている人もいるけど、ソラさんは人気者になりたいと願ってるタイプだ。

　なら、断るはずがない……。

「マネージャーさん、この前のソラさんの配信は見ましたよね」

「え、えぇ！　もちろんです！　イレギュラーボスが出現すると分かっているのに、怯ひるまずに挑いどんで勝利を掴つかみ取った姿……！　あれはカッコよかった！」

「私もです。その後も配信を切り忘れて、素が見られて面白かった」

　つい笑顔が漏もれる。

　ソラさんの話題になると、人々がつい笑顔になる。

　共通の話題として、とても良い。

「いいですか、ソラさんは凄すごい人です！　絶対に Poover に所属してもらいたい……私のためにも」

　そう、このままでは、私はソラさんとコラボすることができないのだ。

　企き業ぎよう系けい配信者は、個人とは違ちがって好き勝手ができない。

　きちんと面と向かってお礼が言いたい。ただそれだけだ。

　個人でそんなことはできないし、会うなんてもってのほかだ。

　偶ぐう然ぜんなら……とソラさんが通っていると噂されている渋しぶ谷やダンジョンに行ってみたけど、会えなかった。

　マネージャーが顔を曇くもらせる。

「いやぁ……Poover の所属は無理じゃないかなぁ、と……もう違う人と手を組んでるみたいですし」

「え？　どうしてですか？」

「切り忘れた配信で、映ってた銀髪の美少女いたじゃないですか。あの人、大企業ダンジョンネットワーク会社の御ご令れい嬢じようなんですよ」

「へっ……」

「上層部の人たちは、社交場とかで会ったことがあるみたいで、超ちよう驚おどろいてましたね」

　数秒、思考が止まる。

　ダンジョン内で使えるネットワークを構築したといえば、年数十億いや、数兆にも上る売り上げを叩たたき出している大企業だ。

　そ、その令嬢が友達……。

「え……えぇぇぇぇぇっ!?」

　金きん髪ぱつが逆立つ。

　そ、ソラさんって本当にとんでもない人!!

　どんな人脈してるの!?

「噂によれば、二人で会社立てて配信やってくみたいですよ」

「はぁぁぁぁぁぁっ!?」

　学生二人で!?　片方超ちよう大だい企き業ぎようの娘で、ソラさんは超が付く程ほどの今大人気の人……。

　す、凄すぎる……あの人たち、凄すぎる……！

　い、いや……驚きすぎだ私……。

　ふぅ、落ち着け。

「ソラさんの登録者数、もう少しでリカさんに届きそうなので、もっと頑がん張ばってくださいね」

「え？　え……本当ですか……」

　ど、どういうこと……？

　え……この前まで無名だった配信者が、ちょっとしたことをきっかけにここまで伸びるものなの……？

　いや、ソラさんの配信は面白いのだけど。

　それにしても、これは……。

「の、伸びてくるだろうとは思っていましたけど……そこまでですか」

　配信を見た限り、あれはドローンによる撮さつ影えいだ。それに高画質、高音質……あのクラスの機材は、トップの配信者でもそうそう持ち合わせていない。

　あの令嬢は本気だ。

　本気でソラさんを日本のトップまで押おし上げるつもりなんだ。

　それに見合うだけの土台が、いや……実力がソラさんにはある。

　ＳＮＳを開けば、ソラさんの話題ばかりだ。

　私は踏み台にされたと揶や揄ゆされているが、彼になら良いと思える。

　命を救ってくれた恩人だ。

　……この口で感謝を言いたい。

　それに――――。

「……負けたくない」

　私は努力で成り上がってきた。貧びん乏ぼうな家庭で、両親を裕ゆう福ふくにするために頑張ってきた。

　産んでくれた両親が幸せになって欲しい……その一心で、人気を取ってきた。

「はい？」

「なんだか、あの銀ぎん髪ぱつ令れい嬢じようにだけは……負けたくないです！」

　正直、身勝手な気持ちだとは分かっている。誰を責める訳でも、恨うらむ訳でもない。

　でも……私が最初にソラさんを見つけたんだ。

　まるで、横取りされたような気分になっている。

　ソラさんを最初に見つけたのは私だ。

　ソラさんと Poover をやれていれば、もっと人気が出せたはず。もっとソラさんを知れたはず。

「あの、ソラさんとのコラボは、やっぱりダメですか？」

「うーん……リカさんの気持ちを優先したいのは山々なんですけど、上層部がオッケーするか怪あやしい」

「ですよね～……」

　個人でやっていれば、自由に幅はばは利きかせられる。

　まぁ、今は企き業ぎようのお陰かげでテレビ取材とかも来てるんだけど……。

　ブブッ……。

　スマホが振しん動どうする。

「ん、なんだろ」

　スマホから、ダンジョン配信者グループへ連れん絡らくが来る。

　他の個人でやっている配信者たちだ。

「……ッ!?」
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『リカちゃん、ソラくんとコラボしたいんだけど……連れん絡らく先さき知らない？』

『リカさーん！　私、ソラさんとコラボしてみたいんです！』

『あの陰陽師と占うらない勝負がしたい。占い系配信者の俺の出番だから、連絡先を教えてくれ』

『インゲン豆配信者として、ぜひソラマメ系配信者とコラボがしたいんだ！　連絡先を教えてインゲン！』

　ブブッとさらに通知が来る。

　同期であったり、先せん輩ぱいの配信者たちだ。

　彼らだけでも合わせたら、登録者数は一千万人は軽く超こえてしまう。

　……これは、まずいことになっている気がする。

「マネージャー！　これ見てください！」

「えっ、メール見せても良いの……？」

　今はそれどころではない。

　これだけの大物たちが注目していることが問題なんだ。

「分からないんですか!?　今、誰が最初にソラさんとコラボするか……日本全体で競争なんですよ！」

　この日本のソラ一色であるＳＮＳで……もしも最初にコラボすることができれば、それは有名人になるチャンスだ。

「変な人に取られるくらいなら、私がコラボしたいんです！」

　人気が欲しいとか、邪よこしまな気持ちはない。

　単純に、ソラさんの最初は私が良い……ただそれだけの気持ちだった。

　そして、大神リカと同じ休きゆう憩けい室しつにいた女性が口を開く。

「へぇ、リカちゃんがそこまで必死になるなんて、ソラって子はそんなに凄いのね」

　その言葉が耳に届いた時、リカが視線を向ける。

　大物歌手にして、オリコンＣＤアルバム歴代売上ランキング１位の超トップ。

　年間数十億も稼かせぎ、その美び貌ぼう、その歌声たるや比ひ肩けんする者はおらず、まさに歴代最高の天才と呼ばれていた。

　ソラが知っているかどうかは不明だが、その名を知らない者は日本にはいない。海外でも絶大な人気を誇り、来訪するたびに警察や政府関係者が大勢動くほど。

　それが安あん西ざいミホであった。

「ミホさん……その言い方だと誤解されちゃいますよ」

「アハハ、ごめんてば。でも気になるな～……あっ、リカちゃん」

「はい？」

　ミホが一枚の紙を渡わたしてくる。

「今度やる最後のライブの特等席、あげる」

「い、良いんですか!?　あ、ありがとうございます！」

　リカはミホの大ファンであった。

　ミホ自身も、自分より一回り若く、活気あふれるリカが大好きであった。

　事実、ミホもリカを妹のように想おもっている。

　日本でやる最後のライブを、ぜひリカに見て欲しい……そう思っていた。

「ソラって子も誘さそってみたら？　コラボよりは、簡単かもよ？」

「無理ですよ。連絡先も知らないんですから」

「そっか、残念。最後のライブなんだけどなぁ～」

　ミホはこれから、活動を海外に移すことになっていた。

　日本のトップだけでは、限界を感じていた彼女は……世界へ羽ばたこうとしていた。

「東京の一番デカいところで最後のライブって、やっぱり凄いですね……」

「ふふっ。だって私、日本トップの歌手だもん」




＊




　俺は、朝にコンビニで買ったハムカツを頬ほお張ばる。

「うまほ～。こっちの時代は味が濃こいけど、質が良いんだよなぁ」

　この値段で、この量。現代最高！　やっぱり日本好き！

　サクヤは後ろの席で、自身が作ったであろう資料に目を通していた。

　それぞれをグラフにし、視し聴ちよう者しやの多い時間や、年ねん齢れい層そう……男女の比率などを確かく認にんしている。データを集め、集計して分ぶん析せきするのは得意分野なのだとか。

　机に山になっている書類を簡単に処理していく辺り、サクヤは天才なのだろうと思う。

「あっソラ。お前、誰だれかとコラボしたいか？」

「コラボ？　うーん、うーん……」

　コラボって何するんだ？

　よく分からない……ずっと一いつ緒しよにやる訳じゃないだろうし。

　コミュニケーションが苦手なのに、わざわざ関わろうとはしないしなぁ。

　人数が多いと何を話せば良いのか分からないし、黙だまっていると次し第だいに会話の輪に入れなくなる。あのぼっちになる感覚は嫌。心に来る。

「困ってる人いる？」

「助けて！　とはコラボしに来ないだろう……」

「それもそうか」

　なら、申し訳ないが断るのが基本だろう。

　トラブルに巻き込こまれでもしたら最悪だし。

「まぁ、お前がしたくないのなら構わない」

「ありがとう。てかさ、この前、配信切り忘れてたでしょ」

「あ……あぁ、興奮してドローンを忘れていてな」

　サクヤは特に焦あせった様子もなく、淡たん々たんと告げる。

　もっと取り乱すものだと思っていたけど、流石さすがだ。

「私が姿を見せるのなら、もう少し先だと思っていたのだが……それが早くなっただけの話だ」

　もしかすると、サクヤは自分を使ってさらに再生数を伸ばす作戦を立てていたのかもしれない。

　サクヤが腕うでを組んで、少し唸うなる。

「私はキャラを考えなければな……素を見せてしまうと、性格が悪いとバレてしまう」

「素で良いと思う。サクヤは性格良いよ、優やさしいし。あむ」

　そういうと、渋しぶい顔をされてしまう。

「私は、アホとは言われたくないぞ」

「アホ」

「ソラマメ系主人公も嫌だ」

「ソラマメ系主人公」

　……なぜだ。

　俺は素を見せたら、アホとかソラマメ系とか……好き放題言われている。

　別に悪い気はしないし、嬉うれしいんだけど……複雑だ。

　こう、人気になるって『カッコいい陰陽師』とか『闇やみ夜よの陰陽師』とか……そういうのを想像していた。

　まさか俺のあだ名がアホの子とかソラマメが定着するとは思っていなかった。

「ソラは基本、ぼけーっとしているからな。間違いではないだろう」

「そんなにしてるかなぁ」

　これでも、常に頭の中だと色々と考えてはいる。

　サクヤが顎あごに手を置く。そうして不敵に笑った。

「なら、ソラ。次の配信では何をするんだ？　考えているんだろう？」

「アハハ！　そんなのもちろん、決まってない……」

　何も考えてませんでした、とまでは言えない。

「とりあえずダンジョン配信かな、式神とかも見せつつの」

　コツコツとやっていくことが重要だと思ってるし。

　サクヤも納なつ得とくしてくれたようで、小さく頷うなずく。

「それで良いんだ。考えるのはすべて私がやる。お前を支えるのが私の役目だ」

「ありがとう、サクヤ」

　サクヤとパートナーを組めて本当に良かった。

　そこで、さっそくサクヤが考えたことを話してくれることになった。
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　サクヤが機材などを積んでいる配信用トラックの中は、作戦会議などもすることができた。

　ホワイトボードにサクヤが書き込んでいく。

　次に潜るダンジョンはサクヤの提案で新宿ダンジョンアーミーだ。

　新宿ダンジョンアーミーかぁ、どんな所なんだろうなぁ。

「ソラ、調べるのは禁止だぞ」

「調べてもよく分かんないから大丈夫！」

　サクヤ曰いわく、俺は何も知らない方が面白いそうだ。それに、この前のイレギュラーボスである騎き士し王・ヴァルサルクとの戦いで、下層程度のボスであれば問題ないと判断されている。

　下層のイレギュラーボスというのは深層のボスに匹ひつ敵てきするほどの強さらしい。

　それに、俺ってダンジョンに詳くわしくない。『ここがダンジョンか～』って初めて潜って、ほぼそこしか行ってなかったしね。

　サクヤが腕を組んで、問いかけてくる。

「それで、ソラが前に話していた式神の件はどうなっているんだ？」

「ヴァルサルクのこと？」

「そうだ」

　俺はヴァルサルクを式神として迎むかえ入れた。その後、一度召しよう喚かんして話し合う場を設けている。

「大丈夫だよ。次の配信までには出られるようにする。任せて」

　俺の『任せて』という言葉に不安なく、サクヤは信じた面おも持もちを見せた。

　信しん頼らいされるって、凄く嬉しいな。

　これまで、　陰陽師を名乗ってダンジョンの中で活かつ躍やくしてる人もいたけど、みんな嘘うそつきだった。

　人から信じてもらうって、とてもじゃないが簡単なことじゃない。だから俺は、最初に信じて期待してくれてるサクヤの気持ちに答えたい。

　よし、次の配信も頑張ろう！

「ソラ、何をふんふん言わせてるんだ」

「頑張るって意味だよ！」

　そうして、俺は気合を入れ直した。







四章【最高難易度】







　・新宿ダンジョンアーミー

　そこの上層で、俺は配信を始める。

「こんにちは～、ソラです～」

　ドローンに向かって手を振ふる。

〝来た来た来た～！〟

〝もうダンジョン内から配信しとる！〟

〝今回は占せん術じゆつ使わないんだ〟

〝ソラマメ小僧だ！〟

〝小僧で草〟

〝本物だ〟

「はい、ソラマメ小僧です～」

〝草〟

〝草〟

〝ｗｗｗｗｗｗ〟

〝受け入れてて草〟

〝諦あきらめてるｗ〟

　はい、もう諦めました。好きに呼んでください。

　嬉しいっちゃ嬉しいから良いんだけどね。

　俺おれの配信はウェイウェイ騒ぐ感じではなく、比ひ較かく的てき落ち着いている。

　戦せん闘とうになると一気に激しくなるため、その緩かん急きゆうがある意味良いのだとか。

　みんなが楽しんでくれるのなら、何でもいいや。

　もにゃっとした顔をしていると、さらにコメントが増える。

〝可愛かわいいｗ〟

〝愛いとおしい奴やつめ〟

〝今日はなにするの？〟

〝あの銀ぎん髪ぱつの子知りたい〟

　質問に答えるべく、順番に処理していく。

「今日はこの前捕つかまえた式神をお披ひ露ろ目めです」

〝おぉぉぉぉ！〟

〝待ってた待ってた！〟

〝すげえ気になってた。どういう原理なんだろう〟

〝式神！〟

〝ボスが味方とか心強過ぎて草〟

「銀髪の子は、俺のカメラマンを担当してくれてます。ドローンを作ってくれたのも彼かの女じよで、大事な友達です」

〝彼女じゃないんですか？〟

「アハハ……違います」

　告白とかしても『友達だとは思っているが、それ以上は……』と断られそうな気もするし。

　サクヤは良い奴だから、下手に気負うことは冗談でもさせたくない。大切だからこそ、そう思う。

〝違うのか〟

〝凄い関係〟

〝ドローンとか作ったの銀髪の子でしょ。凄すぎ〟

〝アホと天才か〟

〝アホで草〟

　コメントを読みながら、スタスタとドローンから距きよ離りを取る。

「じゃあ、式神出しますね。第三術式展開……式神」

　ボンッ！　と煙けむりが巻き起こる。

　懐なつかしいなぁ、式神。

　前に使ってた奴ら、どっか行っちゃったんだよなぁ。

　流石に平安時代の物は残ってなさそうだし。

　また一から集めなきゃ。

　ガチャンッ！　と剣けんが地面に突つき刺ささる。

　俺よりも背せ丈たけが高く、重圧な鎧よろいを身に纏まとった式神。

　騎士王・ヴァルサルクだ。

「こ……こん……こんにちは！」

〝喋しやべったぁぁぁぁぁぁっ！〟

〝たどたどしくて草〟

〝うおおお！　マジでイレギュラーボスを仲間にしてる！〟

〝すげぇぇぇっ！〟

「そ、ソラ殿どの……いえ、ソラ様、これがコメント……という奴ですか」

「うん。みんな、ヴァルのことを見てるんだよ」

「き、緊きん張ちようしますな！」

　つい微笑ほほえましくなる。

　俺も最初はこんな感じだったなぁ。

　今でこそ、同時接続が４万とかでも平然としているが……最初の頃ころは多くても５人とかだった。

　本当、人生とは何があるか分からない。

「大だい丈じよう夫ぶ、そのうちアホとかソラマメ小僧って言われるようになるから」

「え？」

〝草〟

〝草〟

〝草〟

　ヴァルサルクとは、実は陰で一回話をしている。

　名前とか決めるのに、そういうのは大事だ。

『騎士王・ヴァルサルク……ヴァルで良い？』

『はっ、なんなりと御お申もうしつけください。戦いでソラ殿に負け、忠誠を誓ちかっております故』

『そういう硬かたいのは良いからさ。ほら、ヴァルの好きな事とか教えてよ』

『私……ですか。私は、主人に忠誠を尽つくすことが、至高の喜びです』

『うんうん！　そういうのそういうの！　じゃあさ、次は食べ物を……』

　こんな感じで、式神といっても、捕まえただけでは従順になったり、仲間扱あつかいはできない。

　お互たがいに信頼関係を築かなければ、式神は成立しないのだ。

〝これどうなってんの？〟

〝なんで仲間になったんだ？〟

「わ、私はソラ様に負けたのです。ですから、騎士として、忠誠を誓ったのです！」

〝真面目だ〟

〝チョロいな〟

〝チョロ騎士〟

　チョロ騎士……さっそくあだ名が出来たみたいだ。

　視聴者も受け入れてくれているし、安心だ。

　追加で俺が説明する。

「魔ま物ものだった頃の記き憶おくがあんまり残ってないみたいで、ちゃんと喋れるようになったのも、式神になってからなんだって」

　意思疎そ通つうがしっかりと取れる辺り、かなり驚いた。

　もっと機械的な対応しかできないものだと思っていたから。

「そういうことで、今日はこのヴァルくんとダンジョン配信します」

〝楽しみ〟

〝うおおお！〟

〝どうなるんだ!?　どうなるんだ!?〟

〝はよ、戦闘はよ！〟

　今はダンジョンの上層だから、もう少し歩かないと魔物とは遭そう遇ぐうしない。

　よし、二人になった今なら、間を持たせる雑談配信とかいけるんじゃね!?

　いけるいける！　うおおお！　これでさらに登録者数を伸のばすぞ！

　スタ、スタ……。

「……」

「……」

〝あれ、音入ってる？〟

〝二人居てどっちも喋らないとかマジ？〟

〝どっちもコミュ障で草〟

〝終わりだよ、これ〟

〝地じ獄ごくみたいな空気で草〟

〝まだ始まったばっかりだけど、既すでに10万人がこの無言配信見てると思ったら笑うしかないｗ〟

　はは、やっぱり間を持たせるの無理でちた。

　あい、諦めます……慣れないことはするべきじゃないな。

　しばらくすると、ようやく魔物と遭遇する。

　レッドゴブリンだ。名前の通り赤いゴブリンだ。

「ギギィッ……ギギッ!?」

　こちらに気付いて、二度見した。ヴァルに驚いているらしい。

「ギッ、ギギッ!?」

　驚きよう愕がくしている。魔物と人間が一緒にいるのなんで!?　みたいな反応だ。

　これはチャンス……！　さっそくヴァルの力を見せてもらおう！

「行け、ヴァル！　『断だん絶ぜつ』だ！」

「御ぎよ意い！」

〝トレーナーと魔物で草〟

〝ペットみたいｗｗｗ〟

〝草〟

〝こいつら面おも白しろ過ぎるｗｗｗ〟

〝御意じゃねえよｗｗｗ〟

〝こいつら一応殺し合った仲だよな……？ｗ〟

『ブフッ』と、サクヤの声が耳に届く。

　ヴァルが自身の大たい剣けんを大きく振る。

「『断絶』………ッ！」

「ギガァァァッ!!」

　大きな砂すな埃ぼこりを立てて、レッドゴブリンが消し飛ぶ。

〝ふぁっ!?〟

〝つっっっよ！〟

〝オーバーキル過ぎるだろｗｗｗ〟

〝跡あと形かたもなく消しよう滅めつしたｗｗｗｗｗｗ〟

〝ダンジョンの壁かべにも爪つめ痕あと残してるのエグイな〟

〝ダンジョンの壁って、弾だん道どうミサイルとかも傷つかないんだろ？〟

〝ダンジョン自体がクソ硬いからな〟

〝ヴァル、無む茶ちや苦く茶ちやすげえじゃんｗｗｗ〟

「よくやった！　ヴァル！」

「はい！　ありがとうございます！」

〝褒ほめられて伸びるタイプと見た〟

〝忠犬ヴァル公〟

〝良いぞヴァル！〟

〝偉えらいぞヴァル！〟

〝凄いなヴァル！〟

「見てよヴァル！　みんなヴァルのこと凄いって！」

「ほ、本当ですか！　照れますな……」

　もじもじと照れる様子を見せる。

　あまり人から褒められることに慣れていないようだ。

　コメントもそのことで盛り上がっているし、接続数も増えてきている。

　よし、このまま下層のボス部屋まで行くか！

　その後も「行け！　ヴァル！」と『断絶』を繰くり返し……ボス部屋まで到とう着ちやくする。

〝ほぼ今日の配信、敵が消滅してるんだが？〟

〝可哀かわい想そうｗ〟

〝敵がどんまいとしかｗ〟

〝イレギュラーボスは流石に格が違うな〟

〝『行け！　ヴァル！』→敵が消滅。この流れほんま草〟

　ふむ、盛り上がっている。

「そのうち、ボスVSボスの戦いとか出来たら、面白そうですよね」

　ヴァルの実力を測ることも兼かねて、そういうことが出来れば良いな、と思っていた。

　誰もボスVSボスの戦いなんて見たことがないはずだ。

〝見たい！〟

〝それは気になる〟

〝ダンジョンって色んなボスいるけど、最強決定戦みたいで面白いね〟

〝良いアイデア〟

〝でもそこのダンジョン、ボスは試練系じゃなかったっけ？〟

「え？　試練系って？」

　ダンジョンにも種類があることは知っているが、ダンジョンボスまでは詳しくない。

　すると、サクヤが補足してくれる。

『ソラ。そこは試練系ダンジョンと言ってな、下層のボスは試練をクリアすれば戦わずにクリアできるんだ』

「へぇ～！　試練系ダンジョンってよく知らないんですよねー」

〝なんで知らないんだよｗｗｗ〟

〝本当に冒ぼう険けん者しやなのか？ｗ〟

〝何も知らない方が可愛い〟

〝無知好き〟

　ダンジョンは基本的に同じところにしか潜もぐっていなかった。あまり他のダンジョンに興味なかったし。

　でも試練系か、知らなかった。

「じゃあ、ボス同士はまた次の機会にですね」

〝残念だが仕方ない〟

〝まぁいいや、とりあえず試練のボス行こう〟

〝試練ワクワク〟

〝配信してると、試練系はみんな成功するからな～〟

〝失敗するとヤバいけどね〟

「じゃあ、さっそく試練を受けますね！」

　俺はボス部屋の扉とびらを開ける。

　部屋の中央に真っ赤な宝箱があり、その背後には一体の像があった。

　像は髭ひげがとにかく長く、自信満々に仁に王おう立ちしている。

「これが試練系」

〝ファーｗｗｗｗｗ〟

〝最高難易度の試練きちゃー！〟

〝真っ赤な宝箱は初めて見た！〟

〝超ちよう難むずかしい奴じゃん！〟

　どうやら、試練系は宝箱の色で難易度が決まっているらしく、安全な物で青、ちょっと危険で黄色、ヤバいのは真っ赤らしい。

「参ったなぁ……頭使う奴は苦手なんだけどなぁ。ヴァル、出来そう？」

「私も無理です！　ソラ様！」

　はい、試練終わり。

〝俺おれ達たちも考える！〟

〝任せとけ〟

〝普ふ通つう、他の配信者も俺たちから意見聞いてクリアするぞ〟

　温かい応おう援えんがあるが……それは断る。

「有あり難がたいけど、なんか卑ひ怯きようだからやめときます。ちゃんと自分で考える」

〝えらい〟

〝お前らゲームのネタバレしようとしてるもんだからな〟

〝良い子だね〟

　さて……ここからが本題だ。

　試練系は基本的に、トラップが仕し掛かけられているらしい。

「よし、とりあえず宝箱開けるか」

〝絶対アカン〟

〝止めた方が良い！〟

〝怖こわすぎる……〟

〝トラップでしょ〟

〝一手目から地じ雷らい踏ふみ抜ぬこうとしてて草〟

〝見てるこっちがハラハラする……！〟

〝ヴァルの時とは違ちがう、スリルやべえ……！〟

　ふむ……他の人の意見はとても重要だ。

　よし、ヴァルにも聞こう。

「ヴァルだったらどうする？」

「宝箱を開けます！」

〝こいつら、ダメだ〟

〝ツッコミ！　誰かツッコミを呼んで来い！〟

〝アホしかいねえｗｗｗ〟

〝アホの子が増えた……〟

　ふむ……これだけ言われている以上、いきなり宝箱を開けてしまうのはダメか。

「じゃあ周りから探たん索さくするか」

〝賢かしこい〟

〝良い子だね〟

〝偉いぞ、ソラ！〟

　あぁ、コメントがあったけえんだ……褒められると素す直なおに嬉しい。

　その間、ヴァルも一緒に探索するが……ドローンに興味を抱いだいたようで、ずっと覗のぞき込んでいた。

「しかし、不思議ですな……これで、皆みなさまとも会話ができるなんて」

〝顔近い〟

〝顔ちけえｗｗｗ〟

〝鎧すげえな〟

〝外見はカッケエんだよなぁ～〟

「失礼……少し離はなれます」

　バキッ……と音が響ひびく。

　のち、ソラの声がマイクに届いた。

「あっ、やべ……」

〝ん？〟

〝何の音？〟

〝てか、ソラ画面に居なくね？〟

〝今、やべって言わなかった？〟

「いやぁ、ソラ様も言っておりましたが……現代とは凄すごいですなぁ……車なるものを見た時は、驚おどろきましたぞ」

　画面外で音が響く。

　――――バァァァンッ!!

〝なんかタイムスリップしてきた人みたいなこと言い出した〟

〝てか、なにこの音!?〟

〝すげえさっきっから聞こえるんだが!?〟

〝破は裂れつ音おんじゃね？〟

〝ソラどこにいるんだ？〟

「これで直なおるかな……」

　バシャァァァンッ!!

〝何やってんの!?〟

〝水の音っぽい〟

〝マジで何やってんだｗｗｗ〟

「ダメだ直らない……誤ご魔ま化かしとこ」

　キュッキュッ……。

〝なんだこの音……〟

〝なんか不ふ穏おんだな〟

〝嫌いやな感じがする……〟

〝ちょ、マジでソラ何してんの!?〟

〝!?〟

　ようやくカメラが向く。

「えっ、何って……この像の髭折れちゃったから、ペンで描かいてる」

　ブワッと書き込みが増える。

〝なんで落書きしてんだこいつｗｗｗ〟

〝ヤバすぎるｗｗｗｗｗｗ〟

〝ｗｗｗｗｗｗ〟

〝ちょっとしか目離してなかったのにｗｗｗｗｗｗ〟

〝自由人すぎるｗｗｗｗｗ〟

〝アホだろマジでｗｗｗ〟

「仕方ないじゃないですか。この像が怪あやしいから殴なぐってみても反応ないし、それで壊こわれちゃって……髭取れちゃった」

〝ｗｗｗｗｗｗ〟

〝草〟

〝仕方ないじゃないですか、じゃねえよｗｗｗ〟

〝おいｗ試練系受けさせたの間ま違ちがいだろｗｗｗ〟

〝人選ミスが過ぎるｗｗｗ〟

〝アホだｗ〟

〝とりあえず殴る理論やめろｗ〟

　折れた髭を手に持って、仕方なく呆ぼう然ぜんと立ち尽くす。

　ギミックって言われてもなぁ……と、部屋を攻こう撃げきしまくってみたり、像をさらに落書きしてみたり……とにかく色々とやってみた。

〝壁へき画が……見たことがあるような〟

〝俺知って……ちょ!?〟

「あっ、壁画取れちゃった」

〝おい、誰か止めろｗｗｗ〟

〝暴走し出したぞｗｗｗ〟

　今度はヴァルが、床ゆかのパネルを触さわる。

〝そのパネルもちょっと待て！〟

「ソラ様！　床のパネルが壊れましたぞ！」

〝あああああああああああああ!!〟

〝どんどん部屋が壊れてくｗｗｗ〟

〝終わりやｗｗｗｗ〟

　数分もすれば、俺とヴァルは一いつ緒しよに「うーん……」と唸っていた。

　クリアの仕方が一いつ切さい分からない。

「これは俺達悪くないんじゃないか？　だって、なんもギミック発動しないよ？」

〝うわ、トレンドになってるｗ〟

〝試練系人選ミスｗｗｗ〟

「うーん……ヴァル、帰る？」

「帰りましょうか、ソラ様」

〝こいつらほんま……！　ほんま……！〟

〝自由人すぎるだろｗｗｗ〟

〝散々ボス部屋荒あらして帰るつもりだぞｗｗｗ〟
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〝せめてクリアしてけやｗｗｗｗｗｗ〟

〝ボス部屋きったねえｗｗｗ〟

〝もうだめｗｗｗ腹よじれるｗｗｗ〟

〝無茶苦茶すぎるｗｗｗ〟

　ボス部屋から退出しようとした時、声が響いた。

「質もぉぉぉんっ！」

〝!?〟

〝おぉぉっ!?〟

〝なんか知らない声が響いた!!〟

〝誰だれ？〟

「私の……私の……！　私の髭を折ったのは誰だぁぁぁっ！」

　喋っていたのは、落書きされてアホ面づらになっていた髭の像であった。

〝お前かよｗｗｗ〟

〝まさかのお前が喋るの!?〟

〝画面に映すなｗｗｗ落書きがｗ面白過ぎるｗｗｗ〟

〝可哀想ｗｗｗ〟

「これ、ギミックが動いたってことだよな……？」
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　像が喋った。

「おい！　貴様ら、なんでそんな『面めん倒どう臭くさい……』みたいな顔してるんだ！」

　まさか喋るとは思っていなかった……。

　像が喋るって普通じゃないよね。こいつ、魔物ってことか。

「もう帰るところだったから」

「散々私の部屋を荒らしてか!?　せめて掃そう除じしていけよ！」

〝正論で草〟

〝まさかのボスが正しいｗｗｗｗｗｗ〟

〝どっちが悪者か分かんねえｗｗｗ〟

「だって、反応なかったし……」

「反応がないからって私の髭を折るか普通！　自じ慢まんの髭だったのだぞ！」

　え～……ぶっちゃけ謎なぞ解ときって得意じゃない。

　３歳さい児がやるようなパズルゲームならまだ出来るんだけど、これは難しすぎる。

　こちらの表情から考えを読み取ったようで、像が言う。

「これは最高難易度の試練であるぞ！　難しいのは当然！」

「でも、もっと分かりやすいヒントとか作らない方が悪くない？　ねぇ、ヴァル」

「はい」

「ほら、俺達悪くないですよ」

〝人のせいにし始めたぞｗｗｗ〟

〝やべえｗｗｗ〟

〝面白過ぎるｗｗｗ〟

　像がこめかみに怒いかりを溜ためる。

「不届き者が！　ギミックを解かぬ者には罰ばつを……失敗には死を！」

　ダンダンッ!!　と、像が大きく足あし踏ぶみする。

〝!?〟

〝すげえ音っ！〟

〝雰ふん囲い気き変わった……！〟

〝なんかヤバそうじゃね……？〟

〝最高難易度の失敗とか見たことない……！〟

「我わが名はグラビト！　星降りの試練を失敗した貴様たちに、罰を下す！」

　帰ろうとしたから、それは失敗ってことなのだろうな。

「星降り……？」

「天てん井じように星の絵があるだろう！　これは謎解きのヒントである！　星を理解し、壁画を分ぶん析せきする！　そして床のパネルを順番に押おすというギミック解除の試練であった！」

〝自分で全部答え言ってるし……〟

〝むっず！　分からねえよ！〟

〝専門知識あれば行けるかも〟

　グラビトが丁てい寧ねいに説明して、答えを教えてくれる。

　……あれ。

「壁画なくね？」

「床のパネルもないですな」

「お前らが壊したのだろうが！」

〝草〟

〝草〟

〝草〟

〝こいつらコントやってんの？ｗ〟

「よって、星裁きの時間である！」

　ボス部屋が薄うす暗ぐらくなっていく。

「ソラ様」

　ヴァルが前に出る。

　失敗＝ボスとの戦いだ。

　奇くしくも、ボス同士の戦いが起ころうとしていた。

〝ヴァルかっけ～！〟

〝流石さすが忠犬ヴァル公〟

　俺は静かに、グラビトを見つめていた。
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　ニヤッと、深くグラビトが笑う。

　コメントが湧わく。

〝怖っ！〟

〝なんかゾッとした……！〟

〝ヤバくね？〟

　ヴァルが剣を構える。

「ご安心を、視し聴ちよう者しや様たちよ！　私の剣で――――」

　グラビトがダンダンッ！　と足踏みする。

「星の重力グラビテイ」

　シィィィ……――――ドガァァンッ!!

「ッ!!」

　叩たたきつけられるように、ヴァルが倒たおれる。

「お、重い……！」

　ヴァルが思考する。

（起き上がれない……！　私の鎧は魔ま法ほうに耐たい性せいがあるはず……！　それを貫かん通つうするほどの重力か……！）

〝ふぁっ!?〟

〝えっ、ヤバい……？〟

〝ヴァル!?〟

〝大丈夫!?〟

「ハハハッ！　愚おろか者もの共め！　星の重さを知れ！」

　快活にグラビトが笑う。

「試練とは、賢さなり！　賢くなきもの、生きる術なし！　ハハハ、ハハハ！」

　グラビトは、こうして冒険者たちを葬ほうむってきた。

　数多くの者たちが、星降りの試練をクリアすることができなかった。

　それはギミックを一度でもミスれば、こうしてグラビトが起き、冒険者と戦うのだ。

「貴様ら二人とも、我が重力によって圧し潰つぶされる！　これを生きながらえて来た者おらず！　地球の数十倍もの重力を味わうが良い！」

〝ん……？〟

〝なんか妙みようじゃね？〟

〝一人変なのいる〟

「ほえ～、地球の何十倍もあるんだ」

「あぁそうだ！　我が魔法は重力を司つかさどる！　ハハハ！　やはり星は偉い大だいである！」

「ほえ～」

〝『ほえ～』で草〟

〝アホみたいな口調ｗ〟

〝可愛かわいいｗ〟

　ようやく異変に気付いたグラビトが、「ハハハ！」と大きく笑うのをやめる。

「ハハ……え？　なんで貴様は立ってる？」

「これ。第二術式、呪じゆ層そう壁へき」

　ソラは自身の周囲に、呪じゆ力りよくの壁を作っていた。

　それによってグラビトから放たれた星の重力を防いでいた。

「なっ――――！　貴様……魔ま法ほう使つかいか！」

「違うよ、陰おん陽みよう師じだよ」

「ふざけるな！　魔法使いでもない者が、私の攻撃を防げる訳ないだろう！」

　ソラが眉まゆを顰ひそめる。

「そう言われましても……うーん」

　ソラはどう説明したら分かりやすいか考える。

「例えばね、一枚の絶対に割れない板があるとして、上から圧が掛かかったとする。そのまま放置してたら、ヴァルみたいに圧し潰されるけど……下からも圧を掛けた場合どうなると思う？」

「……ッ!!」

「ぶつかった圧は均きん衡こうして、俺おれに魔法は届かない」

　単純明快な答え。

　騎き士し王・ヴァルサルクの時に呪層壁は破られた。それはヴァルが持つ防ぼう御ぎよ壁へきを打ち消す剣けんの力で破られたのだ。

　だが、今回は違う。

　グラビトは魔法による攻撃を行った。故に、ソラが練り上げた呪層壁を貫通することができなかった。

「な、なんだと……？　そんなの、莫ばく大だいな魔ま力りよくがなければ無理だろう……想像もできない」

「特に難しいことじゃないのに、そんな驚くことかなぁ。これ、簡単だよ」

「き、貴様……！」

〝煽あおってるｗｗｗ〟

〝超ちよう煽あおってて草〟

〝やめれｗ〟

〝いやでも、実際すげえな……〟

「えっ、煽ってないよ」

〝素かよｗｗｗ〟

〝そういえば天然だったわこいつｗ〟

〝流石ソラマメ〟

　ダンダンッ!!　ダンダンッ!!　と、何度もグラビトが足踏みをする。

「私の重力をなめるなぁっ！」

　グラビトが力を溜ためて行く。

〝うおっ!?〟

〝周りすげー揺ゆれてる!!〟

〝このドローンもっと離れた方がいいんじゃね!?〟

　ソラが声を発する。

「サクヤ、もっとドローンを離した方が良い」

『了りよう解かいした……だが、ダンジョンの外が揺れるほどの力とは……』

「そっち揺れてるんだ」

『少し……だがな』

（なるほど、グラビトは全力で俺を圧し潰すつもりらしい）

　魔力と呪力。

　似て非なるもの同士の衝しよう突とつ。

　この状じよう況きようを理解できているものは、誰もいない。

　この凄さを理解できていれば、誰もが心躍おどる夢の対決であった。

　どちらが最も優すぐれた、特別な力か。

「面白い……！」

〝また笑ってる！〟

〝ヴァルの時も笑ってたよな〟

〝やっぱり笑ってるじゃん！〟

〝やば……〟

〝すげえ〟

　ソラが呪力を練り上げる。

　片手で手印を組み、集中する。

　身体全体に呪力を循じゆん環かんさせる。

「行くぞ！　黒き重力ダーク・グラビテイッ!!」

「――――第二術式・呪層壁」

　緩かん急きゆうのついた衝しよう撃げきが走る。

　シィィィ……――――ドガァァンッ!!

〝が、画面越ごしからも分かる揺れ……〟

〝酔よう酔う酔う！〟

〝酔い止どめ！　誰か酔い止めくれ！〟

　グラビトが思考する。

（奴やつの魔力量はおそらく私より多い……だが、奴には弱点がある……）

　ニヤリッと笑う。

「ソラ様！　私の方にまで、呪層壁を広げないでください……！」

「こうしないと守れないよ。巻き込こまれちゃう」

「で、ですが……！　それでは魔力が！」

　ヴァルが必死にやめて欲ほしいと懇こん願がんする。

（ハハハ！　憐あわれな男だ！　そうだ、仲間を守るために広げた壁では、私との押し合いに勝てない……！　面積が増せば増すほど、それだけ圧は大きくなる！）

　グラビトは魔法による効率的に放たれる圧。

　それに対し、ソラは純じゆん粋すいに呪力で支えているだけの圧。

　その消費効率は、段だん違ちがいであった。

「どうだ！　このままならば、私の勝ちだ！」

〝流石にヤバくね……？〟

〝ソラ負けるなよ！〟

〝やばいやばい！〟

〝負けないで！〟

　ソラが息を吐はく。

「俺はまだ、汗あせ一つ搔かいてないよ？」

「くっ――――!!」

（なんだ、なんなのだこの男は……！　私が手も足もでないというのか……？　知ち恵えも、力も、考えも私が勝っているはずだ……！　仲間などという、愚かな物を守ろうとする者に……負ける訳には行かぬ！）

　ソラの行動は、グラビトの理想とはかけ離れていた。

　知識は独ひとり占じめするモノ。

　力は他者を傷つけるモノ。

　仲間は成長の足を引っ張るモノ。

　故に、友は不要である。

「もっと、もっと重力を……魔力を込めなければ……！」

　いくら魔力を込めても、ソラの呪層壁はピクリとも動かない。

（おいおいおい！　いくらなんでも硬かたすぎるだろう……！）

「こんなもの？」

「うおぁぁぁぁぁぁっ！」

〝なんか揺れてね……？〟

〝気のせいだろ。それよりもこの戦いすげえな……！〟

〝ちょっと待って、揺れてる〟

〝こっち揺れてないけど〟

〝もしかしてこいつらのせいで揺れてんの!?〟

〝ガチ!?　ヤバすぎだろ！〟

〝すげえ！〟

　ソラのイヤホンからもサクヤの声が届く。

『うおっ！　揺れすぎだろう……！』

　衝撃の揺れは、地じ震しんに近い物を起こしていた。

　ただし、それもいつまでも続かない。

　グラビトの魔力には限界がある。

　そして、器の限界も。

　パリッ……と割れる音が響いた。

〝ん!?〟

〝あっ……〟

〝すげえ……〟

〝マジ!?〟

〝おっ!?〟

　自身の許容を超こえる重力を浴び続け、グラビトの像は、腕うでが折れていた。

　グラビトの肉体が耐たえられなかったのだ。

　当然のことだった。限界をとうに超え、それでも理想のために戦った。

「ッ――――!!」

　一気に重力の力が弱まる。

　グラビトの限界だ。

　ソラは手印を解く。

「……出し切った」

　小さく、それだけをグラビトが呟つぶやいた。

〝勝った……！〟

〝すげえええええ！〟

〝また単たん騎きでボス倒してるこの人……！〟

〝やっぱ化け物だな〟

〝流石だわ！〟

〝うおおおおおお！〟

「知恵も魔法も魔力も……届かなかったというのか、こんな男に」

「ううん、十分凄いよ。重力魔法なんて初めて見たし、興奮した！」

「はっ、憐れみはよせ……」

（あぁ、あぁ……！　なんと清すが々すがしい気分だ。全力を出して負けるというのは、案外心ここ地ちが良いのだな……）

　ダンダンッと足を踏ふむ。

「貴様の勝ちだ！　星降りの試練、クリア！　さぁ、宝を持っていけ！」

（この人生、未練なし。直に消しよう滅めつしてしまうがな……）

　ソラが指を咥くわえて唸うなる。

「うーん……」

〝うわでた〟

〝また唸り出したぞ〟

〝うわっ〟

〝誰か止めろ〟

〝誰が止められるんだよｗｗｗ〟

〝ソラが唸り出したら碌ろくなことしない……！〟

「宝は要いらないかな～。大体欲しい物は揃そろってるし」

「え……え？　じゃあ、貴様はなにが欲しいのだ……？」

「仲間かなぁ」

「……はっ？」

〝あっ、グラビト逃にげろ！〟

〝グラビト逃げて!!〟

〝アホ軍団の仲間入りする!!〟

〝仲間展開きちゃー!!〟

〝どっちがボスか分かんねえよこれｗｗｗ〟

　そうして、ソラは式神を増やした。
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　試練系ダンジョンをクリアしたソラは、ヴァルと一緒に出口に着く。

「あ～、疲つかれたね～」

「お疲れ様さまです。ソラ様」

〝お疲れ～！〟

〝今回もすげえ面おも白しろかった……！〟

〝神回でしたね！〟

〝面白かった！〟

　コメントが流れて行く。

　うん、みんなもかなり面白いと思ってくれたみたい！　良かった～！

　同時接続数も１５０万人を超えていて、もはや記録的なレベルだ。

　ヴァルの時を超えた！　すごいな！

「良かったです！　みんなも楽しんでくれて」

〝良い笑え顔がお〟

〝好よきだ！〟

〝ソラ最高！〟

〝また楽しみにしてる！〟

〝これは記録動画が作られるな〟

〝また伝説的な記録作ったｗ〟

〝すげ～！〟

　さて……配信終わらせなきゃ。

　サクヤは前回、ドローンを切り忘れたことがあったため、俺も使い方をちゃんと学んだのだ。

　確か、ドローンのここを押せば……。

　弄いじっていたところで、サクヤから報告が入る。

『……ん？　ソラ、まだ動けるか？』

「大だい丈じよう夫ぶだけど、どうしたの」

『そこから近い安あん西ざいミホのライブで……不規則断層階ダンジヨン・フオールトが起こったらしい……！　動ける冒ぼう険けん者しやを至急で集めている！』

〝なにその、不規則なんとかって……？〟

〝不規則にランダムでダンジョンが発生する事象のことだよ〟

〝魔力を含ふくんだプレート移動の圧で、魔力波が発生して、それによって起こった断層がダンジョンを生成する……みたいな感じだっけ？〟

〝俺は海の中だったり、人居ない所で起こるって聞いたけど。あとアメリカでしかまだ観測されてない超ちようレア現象じゃ……あれ？　それが安西ミホのライブで起こったって？〟

「安西ミホ……？」

　誰だろう。顔見れば思い出せるとは思うんだけど……。

　コメントが流れる。終わりそうな雰囲気だったのが、がらっと変わった。

〝テレビの緊きん急きゆう速報やっば！〟

〝マジでダンジョン発生したのか!?　このタイミングで!?〟

〝ええ！　そこから近い距きよ離りの奴じゃん！〟

〝数万人集まってるライブだろ!?〟

〝うわっ、政府からも緊急発令出てる……！〟

〝数万人は入れる、東京ビアドームじゃん。ヤバ〟

　相当ヤバいことになっているらしい。

　数万人もいるところにダンジョンが発生したのだ。

　ただ事ではない。

〝まぁ、俺おれ達たちには関係ないな～〟

〝ソラが終わったら、他の配信者の見るか。面白くないけど〟

〝切きり抜ぬき作業しなきゃｗ〟

〝お前ら不ふ謹きん慎しんすぎる〟

「……」

　静かにコメントを眺ながめる。

〝連れん絡らく取れない人多いらしい！〟

〝ソラさん！　お願いします！　お姉ちゃんがライブに行っているので助けてください！〟

〝ソラに頼たのむなよ。もう配信は終わるんだから〟

〝ボスと戦った後に、今度はイレギュラーダンジョンに行くのは無理だろ〟

〝ちゃんとソラを考えてコメントしろ〟

〝ソラは無関係だろ〟

〝高校生に頼むことじゃない〟

　そうだ。

　俺がここで行かなくても、誰も責めたりはしないだろう。

　ボスと戦った直後なのだ。消しよう耗もうしているし、疲ひ労ろうもしている。

　許してもらえる……。

　専用のイヤホンに手を当てる。

「サクヤ」

　答えは決まっている。

「案内して」







五章【東京ビアドーム】







　日本でやる最後のライブは、東京ビアドームで行われていた。

　その安あん西ざいミホのライブには、数万人の観客が居る。

　そんな中現れた突とつ発ぱつ的てきなダンジョンに、国中大おお騒さわぎであった。

　他のダンジョン配信者たちや、冒険者のところへ連絡が行き、駆かけ付けられる者は駆け付けて欲しい……と、政府から通知が送られる。

　――他のダンジョン配信者。

「え？　安西ミホのライブにダンジョンが出来た……!?　魔ま物ものが数千体いる……!?」

〝いや～……命を懸かけてまで他人助けてもなぁ〟

〝流石に助けに行くのは馬鹿ｗ〟

〝会場大混乱らしいｗｗｗ〟

〝意い気く地じなし〟

〝行けよ〟

「あっそ、まぁ俺は無理だね。視聴者のみんな～、これからゴブリンと……」

　また、他の配信者たちも続く。

「ライブ中に警報鳴ったからビビったけど、安西ミホのライブで事件かよ……大ファンだけど……どうしよ」

〝安西ミホはボディーガードに、ちゃんと守られてるとは思う〟

〝安西ミホは生きてるだろｗ〟

〝有名人が死ぬとは思えないｗ〟

〝大歌手だしな〟

「確かに。じゃあ、被ひ害がいは一いつ般ぱん人じんだねぇ。なら僕ぼくちんは行かなーい」

〝それが正しい〟

〝良いんじゃない。自分優先で〟

〝仕方なし〟

〝助けに行くやつ誰も居なさそ～ｗ〟

　………

　……

　…

「助けに行くわけないじゃーん」

〝笑いながら言うなよｗｗｗ〟

〝不謹慎系配信者は、やっぱ違ちがうねｗ〟

「待って。事故現場撮さつ影えいできれば、バズれるかも！」

〝最低ｗｗｗ〟

〝クズでワロタ〟

〝ここの民度終わってるな……〟

〝初見か？　肩かたの力ちから抜ぬけよ〟

〝ソラの所は最高だったのに……〟

「ねぇ、他の配信者の名前出さないでくれる？　マジキショいわ」
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　一方その頃ころ、通知を送ったダンジョン管理センターは大騒ぎであった。

「人が足りない……！」

　管理センターのモニターには、真っ赤に染まった安西ミホのライブ会場。

　魔物の群れである。

　ダンジョンの発生を察知することは、直前でなければ不可能であった。

　つまり、地震と同じである。

　来る直前に予測はできても、数日前からいつ、どこでまでは不可能だ。

　報告が上がって、確かく認にんされた魔物はおよそ数千を超えていた。

　上層、中層、下層……もしかすれば、深層の魔物すらいるかもしれない。

　それでも、ダンジョン管理センターは諦あきらめてはいない。

　ライブ会場には、安西ミホによって招待された深層経験者の冒険者と、最近下層に挑いどみ始めた大おお神がみリカといったメンバーがいる。

　彼かれらは一般人を守るだろう。

　だが、長くは保たない。彼らはただの人だ。いくらなんでも、千を超える魔物の相手など限界がすぐに来る。

「し、室長……」

「なんだ！　この忙いそがしい時に……！」

　たどたどしい様子で、眼鏡をかけた研究者が資料を持っている。

「あの、最初に上がった魔物の数の報告なんですけど……」

「数千だろ!?　既すでに聞いて、政府からも発表が……」

「それが、再度調べたところ、間ま違ちがってたんです……」

「は……？」

　研究者は何度も目配せを浮うかべ、声を震ふるわせる。

「魔物は数千じゃなくて……10万でした……」

「10万も!?　最初の報告より増えすぎじゃないか!?」

　乾かわいた笑い声が出る。

　こちらの戦力は、ライブ会場に冒険者が数百人いるかどうか。

　10万なんて途と方ほうもない数字を、誰だれが対処できるというのだ。

「終わりだ……今日は日本の歴史で最も最悪な日になるぞ……」
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「ここが東京ビアドームね」

　ソラの配信は、同時接続者数が２００万人を超えようとしていた。

　他の配信者たちが向かわない中で、誰よりも最初に向かった人物であったからだ。

〝すげえ……行くかどうか即そつ決けつしやがった……〟

〝流石ソラだわ〟

〝俺達のソラです〟

〝好き〟

〝他の配信者が悩なやんでる中で、行動できるのマジぱねえ〟

〝行かないって言ってる奴多すぎｗ〟

　ライブ会場の入口に着くと、たくさんの警察官が集まっていた。

　人がごった返す中で、怪け我が人にんを上う手まく誘ゆう導どうしたり、これ以上押し倒しあわないようにしている。

〝うわ……こりゃひでえ……〟

〝地じ獄ごくみたいな光景だ〟

〝やっば……〟

〝人多すぎ～～～！〟

　かなり早く着いたようで、ダンジョンが発生してから十分しか経たっていない。

「えっ、ドローン付いてこれたんだ」

『ネットワークが繋つながっているのなら、どこまでだって行けるぞ』

「流石」

　サクヤが安全な場所に居てくれることが、一番安心だ。

　数万人規模のライブだったため、警備員はかなり多かった。それが功を奏して、魔物との拮きつ抗こうをなんとか保てている。

　配信者ではない冒険者も居て、警察と協力して避ひ難なんをさせたり、魔物と戦っている。

「魔物を盾たてで押おせ！」

「クソッ！　多すぎる……！　いっそのこと魔法で……！」

「ダメだ魔法で攻こう撃げきするな！　一般人を巻き込んでしまう！」

「守れ！　今は避難を優先するんだ！」

　指揮系統がグチャグチャになっている。……状況が一向に見えないな。

　仕方ない。今は目の前の魔物だけでも倒すか。

　両手を構える。

　最小限の動きで、宙を舞まうように動ける武器……。

「第一術式展開……水すい命めい糸し」

　地面を蹴けって駆けて行く。

　一番危なそうな、リザードマンと戦っている警察官の横に、割って入る。

　大きく飛んで、糸の輪をかけた。

「ッ!?」

「ガギャッ!?」

　糸が絡からまり、リザードマンの頸くびが飛ぶ。

「い、一いち撃げき……!?」

〝この警察官ラッキーだったなｗ〟

〝運が良い〟

〝リザードマンをワンパンｗ〟

　警察官に視線を向ける。

「大丈夫です……か。げっ」

「あっ！　上うえ野のソラ！」

　俺はこの警察官を知っていた。

　俺が大神リカを救う前日に会った、警察官の渡わた部なべさんだ。

『あのねぇ……君、高校生でしょ？　下層になんか行けるわけないじゃないか。大物配信者でもないんだから』

　こう言われたことを鮮せん明めいに覚えている。

　俺は傷つきやすいのだ。だから、忘れないのだ。

「あの時はすまなかった！　疑って失礼なことを言った！」

　おぉ、初手から１８０度の謝罪が飛んできた……。

　コメントも誰？　と聞いていて、説明しようか悩んだが後回しにする。

「ずっと謝あやまりたかったんだ！　それに助けてくれてありがとう！」

「い、いえ……それよりも渡部さん、状況は？」

「そ、そうだな。人の避難を最優先させていて、まだ間に合っていないんだ。幸いなことに、安西ミホに招待されていた冒険者や配信者も居るが、かなりギリギリだ……」

　正直、一いち網もう打だ尽じんが一番楽なのだが……それは一般人を巻き込む。

　となれば、各個撃げき破はが手て堅がたいだろう。

「後は任せてください」

「え？」

　人形の紙をポンッ、と出す。

「ヴァル、守りを固めろ。ここから先は怪我人を一人も出すな」

「御ぎよ意い」

「うお……本物だ……！　本当にボスを式神に……！」

〝ヴァルきちゃー!!〟

〝その渡部って警察官よりは安心感やべ～ｗ〟

　平安時代の陰おん陽みよう師じが、個人戦だけが得意だと思うなよ。

　無数の魑ち魅み魍もう魎りよう共を相手にすることだってあるんだ。

　最も効率よく……誰よりも最速で事態を終わらせる。

　上着を脱ぬぎ棄すてる。

「呪力の回転率をもっとあげるか……連発は疲れるけど、そう言ってる場合じゃないかな」

　体内で循環している呪力を巡めぐらせ、その速度を上げる。

　血流を加速させる、という表現が近いだろう。

　俺は体内でそれを行い、身体を強化する。

　行くか。

　思いっきり地面を蹴る。

　砂すな埃ぼこりが舞う。

「ちょ、待――――速っ！」

〝うわっ、うわぁぁぁぁぁぁぁ！〟

〝はっっっや！〟

〝やば！〟

〝怖こわい怖い怖い！〟

〝砂埃すげえｗｗｗ〟

　そうして、人々の垣かき根ねを通り抜けながら、水命糸をひっかけて行く。

　あそこでも戦ってる……。

「くっ！　ここでやられる訳には……！」

「ギガガァ～……！」

「横失礼」

　パァァンッ！　と魔物の頸が飛ぶ。

「え、は？　え？　今なんか通った……？」

　ソラが移動するたび、その場所で魔物が倒たおれていた。

　ドローンには魔物が倒されていく光景が映し出される。

〝えっなにこれは!?〟

〝えっぐ……！〟

〝強すぎだろ！〟

〝待って。ソラってボス戦した後なんだよね？〟

〝すげえｗｗｗ〟

〝ドローンでもギリギリで草〟

〝はっや！〟

〝もはや残像じゃね？〟

　糸で絡める。

　糸の強度を上げ、攻撃を弾はじく。

　糸を伸のばす。

　糸を繋げる。

　糸を引き寄せる。

　過ぎた時間は数秒。

　されど、その数秒で20体の魔物をたった一人で捌さばいていく。

　その光景を見ていた視し聴ちよう者しやはもちろんのこと、ドーム内にいた冒険者すらも感かん嘆たんしていた。

「凄すごすぎる……」

「誰だよ、あいつ……」

「次元が違いすぎる」

「助けて、くれた」

〝ふぁ!?〟

〝今糸が触ふれただけで消し飛ばなかったか!?〟

〝こいつ、たった一人で戦せん況きよう変えてる……〟

〝すげえｗｗｗ〟

〝つっっっよ！〟

〝やっぱりソラが現代最強じゃね？〟

〝お姉ちゃんだ！　今助けられた人お姉ちゃんです！〟

　視聴者がさらに増える。

〝トレンドになって大騒ぎしてるから初めて来たけど、凄い……〟

〝これは初見じゃなくてもビビってる〟

〝マジでエグイ……〟

　ソラが到とう着ちやくし、数分が過ぎた。

　たったそれだけで、ライブ会場は魔物の死体で埋うまる。

〝海外にもこの映像流れてるっぽい！〟

〝そらあ安西ミホのライブでダンジョンが発生したらそうなる〟

〝そうじゃなくても、これすげえだろ！〟
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　東京ビアドーム内部。

　深層経験者である冒険者、[image: ]さかき原ばらカツは汗を搔いていた。

「まったく！　ミホさんも、最後にとんでもないライブに招待してくれたものですね！」

　魔物の攻撃を大きな盾で防ぎ、一般人たちを守る。

　大神リカとのコンビネーションで、うまく魔物を集め、剣けんで倒す。

　即そく席せきのパーティーだが、カツが巧うまい事カバーすることで、リカが動き易やすくなっていた。

「カツさん！」

「俺おれが盾になる！　リカちゃんはそこを狙ねらって！」

「はい！」

　カツ自身は既に30を超えている。

　冒険者は若い人ほど強く、トップにいる傾けい向こうがある。

　それでも冒険者を続けているのは、目標である妹の病気を治すために金が必要だったから。

（ハハ！　ダンジョン配信者だから、って甘あまく見てたけど、意外と動けるじゃないか。若さかな！）

　カツは理解していた。

　自分の全ぜん盛せい期きは既に過ぎている。

　今は培つちかってきた経験でカバーして、深層へ挑んでいるのだ。

（でも……数が多すぎないか!?　これ、長くはもたな……あれ？）

　先ほどまで、倒せど倒せど湧わいて来ていた魔物に、違い和わ感かんを抱いだく。

（なんか……減ってる……）

　ふと、視線を大神リカに移す。

（もしかして、彼かの女じよがやったのか？）

「ブボッ!?」

　遠くの方で、何かが弾けた。

「ん……？」

　カツが目を凝こらす。

　最近は歳なのか、遠い物が見えない。







[image: ]







　誰かが戦っている……のだと思う。

（にしては速すぎるような……）

　中層の魔物、リザードマンがカツの目前に現れる。

「ギガッ！」

「ッ――――！　しまっ！」

「伸びろ」

　水色の糸が、リザードマンに絡まる。

　そうして弾けた。

「大丈夫ですか？」

「き、君は……？　あっ！　待った、答えないで！」

「えっ」

　カツは眉み間けんのしわに手を伸ばし、思い出そうとする。

　おじさんなので記き憶おく力りよくが悪いのだ。

「確か、えーっと……そう！　上野ソラだろ！」

「そうですけど……」

「助けに来てくれたのか！」

「はい」

　カツが興奮する。

　少年のような気持ちになる。

「会ってみたかったんだよ～！　俺はカツって言うんだけど、深層冒険者がみんな、君を次世代の五本指に入れる強さかもしれないって噂うわさしててさ～！」

　ソラの両手を掴つかみ、身体ごと上下に振ふる。

「あうわうあわ」

　揺ゆられたソラが謎なぞの言葉を漏もらしていると、カツが笑顔で語る。

「いやぁ、若いって良いなぁ。おじさんもね、若い時は凄かったんだ。昔は配信アプリなんてなくてね、でもそりゃあもう凄くて……」

　長々と話し出すカツに、後ろで守られていた一般人……それに大神リカも気付く。

「えっソラさん!?」

「あっ！　彼がリカちゃんが言ってたソラくん!?」

　大神リカ、安西ミホ、そこには多くの人達たちが居た。

「助けに来てくれたのか……？　でも、あんな子どもじゃ」

「今有名な上野ソラってあの人なんだ……！」

「初めて見た！」

「アホの子……！」

　懐かい疑ぎ的てきな声、助かったと安あん堵どする声。

　たくさんの想おもいが入り乱れる中で、ソラが言う。

「まだ戦えますか？」

「あぁ、もちろんだ！」

「ソラさん！　私もまだ戦えます！」

　戦えるのは何も二人だけではない。実力は劣おとるとはいえ、他にも冒険者はここに居る。

　来た道には、既にまた魔物が増えている。

　いくら倒しても倒しても、どこからか湧いて来る。

「これだけの人々を守りながら移動するのは無理ですよね」

「さ、流石さすがに無理だな……入口をこうして守ってるくらいだ。中にはまだ数千人はいるし……」

　リカが呟く。

「全員は守り切れない……誰かは死ぬのを覚かく悟ごしなきゃ」

　今のところ、幸いなことにこのライブ会場で死者は出ていない。

　それもすべてはその場にいた冒険者が死しに物もの狂ぐるいで戦ってくれたお陰かげだった。

　安西ミホが大好きという、同じ志を持つ仲間を殺させはしない……その覚悟をみな持っていたのだ。

　ソラが腕うでを組んで、顎あごに手を置く。

　なにやら悩んだ様子で、唸り始めた。

「うーん……うーん……」

　その唸り方を知っている人は、本物を見られたと興奮する。

　同様に、コメントも騒さわいでいる。

〝でた！〟

〝このタイミングで唸り出したぞｗｗｗ〟

〝えぇ……〟

〝なにすんの……？　こんな絶望的な状じよう況きようで〟

「俺が魔物を全部抑おさえるので、その間に移動して貰もらってもいいですか？」

　カツとリカが呆あつ気けにとられる。

「……は？」

「……え？」

〝何言ってんだ……？〟

〝この数を……？〟

〝いやいやいや！〟

〝いや、無理だろ……〟

〝絶対できないｗ〟

〝それはソラでも……〟

　カツが頬ほおを引き攣つらせる。

「ま、魔ま法ほうを使うのか……？」

「魔法じゃないですけど、まぁ似たようなのを」

「だ、ダメだぞ！　魔法は使えない！　瓦が礫れきに埋もれた人を巻き込こんだらどうする……！」

「誰も巻き込みませんよ」

「そんなの不可能だ……！　深層冒険者でさえ、そんなことはできない！」

「アハハ、大丈夫ですよ。じゃ」

　それだけ言い残し、ソラは大きく飛んだ。

「マ……マジで一人でやるつもりか……!?　ガチで!?」

　カツは信じられなかった。

　あの青年は、嘘うそ偽いつわりのない瞳ひとみをしていた。
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　ソラが瓦礫の山……そのてっぺんに立つ。

　見上げれば、天気は晴れ。雲くもはない。

　透すき通った世界のソラ。

　ひとたび俯ふ瞰かんすれば、そこは地獄絵図。

　魔物が跋ばつ扈こしている。

　その中間に、ソラは立つ。

　見える魔物の数は軽く数千……下手をすれば万はいるかもしれない。

「第三術式展開……式神」

　ポンッと煙けむりが出ると、グラビトがソラの真後ろに出現した。

「わ、私をさっそく使うとは……良い度胸ではないか」

「少し力を貸して欲ほしくてさ」

「誰がお前に……！」

「身体治してあげるから。あと凄いことも教えてあげる」

「む……凄いこと……なら、まぁ……」

　グラビトは俺との戦せん闘とうで負傷し、その傷を癒いやせてはいない。

　まぁ、手伝わなくても治してあげるけど。

　知識を求めるグラビトの扱あつかい方かたは、少し分かった。

　うし……やるか。

「シィィ……」

　息を整えろ。

　心臓の鼓こ動どうを上げろ。

　呪じゆ力りよくを回せ。

　俺の持つ力で、人を助ける。

「はぁ……」

　練り上げた呪力を一点にまとめろ。

　両手で手印を組む。

〝なんか手印違くね？〟

〝さっきと違う……！〟

〝グラビトの時は片手だった！〟

〝今回は両手!?〟

〝やっば！〟

　先ほど、カツって人やリカさん……視聴者に言われた。

『無理だ』

『一人で止めることなんか不可能だ』

『そんなことできるはずがない！』

『絶対にできない！』

　無理かどうかは、俺がよく分かっている。

　不可能だ、と言われて『はいそうですか』と引き下がれるのなら、今ここには居ないんだよ。

　無理だと言われた転生術を成功させたから、俺は平安時代から転生した。

　上野ソラとして、ここに立っている。

　無理でもやってみなきゃ分からない。これは、本当に大事なことだ。

　両手で組んだ手印に集中する。

　俺は人々を助ける陰陽師だ。

「第四術式展開……」
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　たった一いつ瞬しゆん、静まり返る。

　人々は見た。

　ソラの周りだけが、まるで真っ黒に覆おおわれていたことに。

「第四術式展開……」

　それは本来、見えないはずの呪力が、可視化できるほど濃のう密みつな呪力であった。

「真命操作」

　カツ、リカ達が驚おどろく。

「ッ!?」

「――――ッ!!」

（ソラさんの雰ふん囲い気きが変わった……！　のほほんとしてない！）

（おいおいおい……！　なんて威い圧あつだよ……ッ!!　本当に青年か!?）

　人々の全身が鳥とり肌はだで逆立つ。

　直感で理解できてしまう。

　ここにいる誰よりも……魔物よりも、ソラは強い。

　たった一人で全てを変えられる力があるのだと。

　グラビトが思う。

（まさか、まさかコイツ！　私の魔法を出すつもりか!?　ま、待て！　私は魔ま力りよくで魔法を出すのだ！　それを呪力で出そうだなんて……何が出るかなんて、全く予想ができないぞ……!!）

　出力が全く異なるモノを使う。

　例えば、同じ電流でも交流の電化製品に直流を流しても動かない。どちらも違う性質であり、交じり合うことはない。だがもしも、直流でも動かせたら？　できてしまったら？　魔法は魔力でなければ制せい御ぎよができない。出来る筈はずがないのだ。

　しかし、それを可能にし得る第四術式……それは、いわば魂たましいの移動であった。

　モノからモノへ魂を移す。これは、呪のろいの解除や、付つく喪も神がみの引っ越こしなどの用よう途とで使われる術式である。

　意識を式神と共有し、式神の持つ能力を拡大し、自身で操あやつる。

　それが、真命操作。

　刹せつ那なの静せい寂じやく。

「呪グ重喪失ラビテイ」

　シィィィ……――――ドガァァンッ!!

　強きよう烈れつなまでの重力が魔ま物もののみを襲おそう。

　人は完全に避さけている。

「ん？　数体逃のがれてる……おいグラビト、ちゃんと制御しろ。怒おこるぞ」

　ソラの声が響ひびく。

「ソラ！　貴様がいきなり莫ばく大だいな力を送って来るからだろうが！　私の許容をとっくにオーバーしているというのに……！」

「俺も一いつ緒しよに制御しているでしょ」

　グラビトが冷ひや汗あせをかく。

（クソ！　こいつ、本当に私よりも何倍も一人で制御している……！　言い返せん……！　負けてられるか！）

　重力がきちんと残りの魔物を捉とらえる。

〝あれ、魔物の動き止まってね？〟

〝今のなんかやっば……〟

〝何したんだ？　よく分からない〟

「一体何が……」

「魔物の動きが、止まった……？」

「こ、ここら一帯の魔物の動きを止めたんじゃないかな……」

〝はぁぁぁっ!?〟

〝ガチ!?〟

〝さっきグラビトがやってた重力魔法もう使ってる！〟

〝ヤバｗ〟

〝これグラビトの能力をソラが拡大したってことだろ!?〟

「じょ、冗じよう談だんだろ……!?　ここが、どれだけ広いと思っているんだ!?」

「数千体はいるんだぞ……!?」

「凄すぎる……」

　技を成功させたソラは、外野の声を聴きくことなく笑う。

「笑ってる……」

　他人から見れば、狂きよう気きに見えるだろう。

　だが、本人はただ……純じゆん粋すいに喜んでいたのだ。

　魔法と呪力は異なる。出力が違ちがうのなら、調整すれば良い。

　魔法は変化すれど、本質は変わらない。

　すなわち、陰陽師以外の力……魔法にも手を出せたのだ。

　それが喜び以外のなんであろうか。

「あっ、あの～！　カツさん～！　早くみんなを移動させてください～」

「あ、あぁ！」

　たった一人で戦況を変える。

　それが、陰陽師・上野ソラであった。







[image: ]
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　うん、この辺り一帯の人は助けられたかな。

　パッと見でも、全員ここに居るっぽいんだけど……大だい丈じよう夫ぶかな。

　俺は安堵しつつ、サクヤに連れん絡らくする。

「サクヤ。ドローンに先導させてみんなを案内してくれないか？　ドローンの方が安全だ」

「『分かった。今は撮さつ影えいよりも、その方が良いな』」

　今、重要なのは俺を撮影することではない、とサクヤも分かっている。

　配信者失格かもしれないが、人の命よりも優先すべき撮影などあるはずがない。あってはならないと思っている。

「『ソラはどうするんだ？』」

「少しだけ魔物を倒してから行くよ」

「『分かった。こちらは任せろ』」

　ドローンが助けた人たちの先導を始める。

　あの感じなら、問題もないだろう。

　傍そばでは大神リカやカツさんもいる。

　カツさんの実力は本物だ。これだけの人々を守りきるなんて、簡単じゃない。この時代にも、ちゃんと強い人はいるんだな。

　第四術式で協力してくれたグラビトは、疲ひ労ろう感が溜たまっている様子だった。

「グラビト、まだいける？」

「ッ!?　な、何をするつもりなのだ！」

「うーん……殲せん滅めつしておこうかなって。結局は、足止めしただけだしね」

　瓦礫の山から見下ろすと、まだ無数の魔物が残っている。

　奴やつらを野放しにして、俺も避難する訳には行かない。

　この数が会場から出てくれば、騒ぎはより大きくなるだろう。

「あ、あの数を……？　足止めですら、手て一いつ杯ぱいだったではないか……？」

「あれは人が居たから。でも、避難は済んだし、会場は壊こわれているから被ひ害がいを気にする必要はない」

　つまり、魔物を攻撃しても問題ない。

　これまでは制限を掛かけて戦ってきた。

「グラビトは疲つかれたでしょ。見てるだけでいいよ」

「むっ！　つ、疲れてなどおらぬわ！　私だってやれる！」

「そう？　じゃあサポート頼たのむよ」

　グラビトは自分で言った言葉に、やや後こう悔かいしたような面おも持もちをした。

　ソラが銃じゆうのように、指先を構える。

　指さす方向は無数の魔物たち。

　距きよ離りはバラバラ、重力魔法で拘こう束そくされていた魔物たちの視線は俺へ向けられている。

　ヘイトはすべてこちらに集中しているみたいだ。

　うん、この感じならあれを使おう。それなら楽に倒せるね。

「第六術式展開……」

　俺の後ろで見ていたグラビトが驚く。

「――――ッ!?」

　久々に使う術式だ、と俺は興奮していた。

　この程度の数なら……俺一人で殲滅できる。
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　避ひ難なん組ぐみは、安堵していた。

　もう入口近くまで来ている。

「リカちゃん、助かったよ～。おじさん一人だったら厳しかったかな」

「カツさんも、おじさんなんて言わないでください。凄く助かりましたから」

「え、そうかな？　アハハ……褒ほめられると嬉うれしいね。でも、ソラくんには本当に頭が上がらないなぁ」

「そうですね……ソラさんが居なかったら、今いま頃ごろどうなっていたか……」

「あれ、ソラくんは？」

「そういえばいませんね」

　すると、一緒に先頭を歩いているドローンから声がした。

「『ソラは、少し魔物を倒してから来ると言っていた』」

「えぇ!?　まだ戦ってるのかい!?」

「まぁ、ソラさんなら大丈夫だと思いますが……」

　リカとカツは、自分たちも一緒に行くべきか、と悩なやむ。

　その刹那、爆ばく音おんがドーム内から鳴り響いた。

　ドォォォンッ!!

　その音で振り返る。

「「――――ッ!!」」

（なんだ今の音……！）

（凄い爆音……！）

　二人の頭から嫌いやな予感が過る。

　警けい戒かい心しんをマックスにして構えていると、軽快な声が聞こえてきた。

「ほっ、ほっ、ほっ」

　瓦礫を器用に踏ふみ場ばにしながら、ソラが走っていた。

「あっ、追いついた」

　その後、ソラは後方の警けい戒かいに回った。

　怪け我が人にんは出たものの、死者はゼロ。

　この事件は、安西ミホの奇き跡せきと呼ばれるようになり、歴史に名を刻むことになった。

　さらに、残りの魔物を討とう伐ばつするため、深層冒ぼう険けん者しやだけで編成された討伐隊は……驚きよう愕がくする光景を目にしていた。

　生き残っている魔物はほぼおらず、その殆ほとんどの魔物が塵ちりとなっていた。

　その数は万にも上る。痕こん跡せきから誰だれがやったか分かっておらず、深層冒険者の間では『何かヤバいのがやった』と噂されるようになっていった。

　ネットの中でも噂され、ソラではないかと言われるが……『配信内であれだけの攻こう撃げきを見せたんだから、それ以上は不可能だろ』と結論付けられていた。







六章【その名は】







　サクヤが所持している配信機材の入るトラック。

　荷台は改造されており、ドローンの映像や、配信状況が確かく認にんできる。

　寝ね泊とまりも可能で、まさに金のかかったトラックだ。

　東京ビアドームから人々を救い出した、次の日。

　その日、俺は見たものを確かめるため、トラックに走っていく。

「サクヤサクヤサクヤ！」

　後ろを開けると、優ゆう雅がに紅茶を飲んでいるサクヤがいた。

　ゲーミングチェアに座すわり、なにやらたくさんのグラフが描えがかれた図とにらめっこしていた。

「なんだ、騒がしいぞ」

「にゅ、ニュース！　俺なんかニュースに出てる！」

　やっているニュースの配信を、スマホから見せる。

「だからなんだ。お前のやったことを考えれば当然だろ。驚くことでもない」

「そ、そうなの……？」

　ただ人を助けただけだ。特に凄いことをしたつもりはない。

　困っているのなら助ける。当然のことだ。

「だが……このニュースは傑けつ作さくだな」

　そうして、サクヤは視線をスマホに移した。

「ソラ、お前はもっと有名になるな」

　サクヤは楽し気に、紅茶を啜すすった。
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「ニュースのお時間です。数日前に起こった安あん西ざいミホさんのライブで……」

　そのニュースとは、災害の詳しよう細さいな話であった。

　絶望的に思えた災害。

　しかし、蓋ふたを開けてみれば負傷者が多くはいるものの、死者がいないという奇跡の災害。

　10万という魔物の数は、のちに駆かけ付けた多くの軍隊、深層最深部を経験した冒険者たちによって討伐され、ダンジョンは沈ちん静せい化か。

　ニュース、世間の間では『日本の歌うた姫ひめ、安西ミホの奇跡』と呼ばれている。

「ライブ会場で活かつ躍やくした冒険者の方々と……駆けつけてくれた配信者などがいるみたいですが……」

　ニュースは続き、活躍してくれた冒険者が紹しよう介かいされていく。

　こうして評価し、感謝を述べているのだ。

　もちろん、来なかったからと言って責めたりはしない。

　冒険者とは常に命いのち懸がけだ。それをなぜ来なかった、と責めるのは酷こくである。

「……さんのような冒険者は素す晴ばらしいですね」

「ところで、最初に駆け付けたとされている冒険者……えっと、ダンジョン配信者の方でしたよね？」

「はい。話によれば、今ネットで話題の上うえ野のソラさんという方らしいです！」

　今まで黙だまっていた年老いた辛から口くちな評論家が、ソラの名前が出た瞬しゆん間かんに眉まゆを顰ひそめる。

　雄ゆう弁べんな口調で、知ったように語り出す。

「私はねぇ、いまだに信じられないんですよ。彼かれ、高校生でしょ？　しかも、陰おん陽みよう師じって名乗るなんて……詐さ欺ぎ師しなんじゃないの？　嘘うそつきとか。ほら、駆け付けただけで、本当は何もしてないとか。ハハハ！」

「あは、はは……ま、まぁ！　最初に動いたのは、彼なので……」

「動くだけなら誰でも出来るでしょぉ？　配信とかネットがなんだか知らないけど、私の目は誤ご魔ま化かせないんですよ」

　陰いん鬱うつとした雰囲気の中、自じ慢まん気げな顔をした評論家は鼻を鳴らす。

「で、では……最も活躍してくださった。数千の人を救い出したＭＶＰとも呼べる冒険者……[image: ]さかき原ばらカツさんの紹介です！」

「今回一番の活躍をしましたからね～！」

「数千人を万もいる魔物から守って、移動させてきたのですから。そりゃあもう当然ですよ！　神かみ業わざです！」

「ライブ会場から、[image: ]原カツさんを先頭にみんなが無事に出て来た時は興奮しましたね～！」

「世間の声も、カツさんを称たたえる声が多くありますしね」

「それに Poover 所属の大おお神がみリカさんもかなり……」

　そうしてニュースは続いて行く。
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　普ふ通つうの人であれば、ソラを好きであれば好きであるほど、このニュースには不快感を示すであろう。

　なぜなら、一番活躍したのは[image: ]原カツではない。

　上野ソラなのだ。

　事実、昼食中にそのニュースを見ていた大神リカは驚いていた。

「うぇぇぇ!?　こ、このニュース……どこ見て報道してるんですか……!?」

（誰のおかげで、死者も出さずにあの絶望的な状況を切り抜ぬけられたと……！）

　スマホを取り出し電話する。

「マネージャー！」

　大神リカ同様に、ネットでも騒ぎになっていた。

　事実と異なるのではないか、これはおかしいのではないか。

　上野ソラは本物である。

　それをネットの２００万もの人間がライブで見て知っている。

　さらには詐欺師などと罵ののしられ、黙っていられる訳がない。
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　だが、サクヤは笑っていた。

「面おも白しろいことになってきたな」

「俺おれは緊きん張ちようしたよ……」

　まさか、ニュースに出るとは……。

　テレビって日常的なものだから、知り合いとか『一瞬だけどテレビ出たよ！』って聞くと、すげえ！　って素す直なおに思うんだ。

　自分の立場になったら、なおさら興奮する。

　よし、後で誰かに自じ慢まんしよ。

　まずはサクヤに……と口を開こうとすると、淡たん々たんと返される。

「私にテレビ出たと自慢するなよ。私はたまに出てるからな」

「おぉ～！」

「クソ親おや父じの演説がテレビで流れるからな。その時、たまにチラッと映るんだ」

「さ、サクヤ凄すごい……」

「特別なことじゃないだけだ。お前はやっぱり可愛かわいいな」

　サクヤは微笑ほほえみながら、頬ほお杖づえをする。

「さて、これではっきりしたな。ニュースや世間と、ネットの意見が真っ二つになった」

　ニュースを制作しているのは、個人ではなく大きな会社である。ニュースの内容も、上層部から圧が掛かれば捻ねじ曲げられてしまう。

　それに対し、ネットは個人で書き込み、情報が集められる。そのせいもあって、事実が曲げられることはない。

　もはやこの世の中は、テレビが黒といえば黒になる時代ではないのだ。

「基本、大だい企き業ぎようの上層部ってのは年老いた頭の堅かたいジジイばかりだ。昔の慣習が根強くあるせいで、柔じゆう軟なんじゃない。最近出てきたよく分からないソラよりも、下地もあり、実力もある、ある程度有名な[image: ]原カツを前面に出すのは理解できる」

　まぁそれでも普通はありえないのだがな、とサクヤが続ける。

「年老いた奴らのお陰で、日本が、お前の話題で埋うまるぞ……楽しみだ」

　サクヤの予測通り、ニュースで最も活躍したのは[image: ]原カツと報道され、ネットでは最も活躍したのは上野ソラであるという対立が起こっていた。

「私も、そろそろ動くか」

　策略家のような笑えみを浮うかべ、サクヤがフッフッフと笑う。

　それをソラが「悪代官みたい……」と呟つぶやいていた。
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＊




　ソラの行動を待っていたのは、ネットの住民だけではない。

　マネージャーに電話を入れ、『ニュースの内容が間ま違ちがっているから私が出て訂てい正せいする』と豪ごう語ごした大神リカ。

「来た……！　ソラさんの配信！」

　また、もう一人。

　警察官としてソラを『嘘つき』と罵り、１８０度の謝罪がようやくできた渡わた部なべ。

　間近で式神に守られ、その戦いを目もく撃げきした。

「あれはどう考えてもソラさんのお陰かげだろ！　ソラさん、ちゃんと怒って良いんだぞ！　その配信だよな！」

　誰もが、ソラの行動を予想し考え、息を呑のむ。




＊




「こんばんは～、ソラです～」

　ふにゃっとした顔で、ソラがドローンに向かって手を振ふる。

　そうして、口を開いた。

「今日はですね～……」




＊




　近場の街を一望できる場所に許可をとって、夕方に配信をする。

　今日は広い場所が必要だったのだ。自室は狭せまいし。

「こんばんは～、ソラです～」

〝待ってた!!〟

〝やっときたか！〟

〝今日は何するんだろ……！〟

〝どこにいるかと思ったら、街が一望できる場所？　どこだろ？〟

〝顔ふにゃっとしてて草〟

〝ソラって配信始まると、いつも顔『もにゃっ』、か、『ふにゃっ』としてる〟

〝可愛い〟

〝好き〟

　そんなに、ふにゃ……としてるかな。

　でもうるさい感じの挨あい拶さつは得意じゃない。

　なぜか、挨拶で気が抜けてしまうのは癖くせだ。

「今日はですね～……新しい仲間を紹介します」

〝新しい仲間……？〟

〝まさか、配信外で式神捕つかまえたのか!?〟

〝そういうこと!?〟

「いや、式神とかじゃないんですけど……ど、どうぞ」

　俺は前に出てくるように促うながす。

　緊張しまくった慣れない足取りで、横に立つ。

「は、初めまして……！　[image: ]原カツです！」

〝ふぁっ!?〟

〝まさかのカツ!?〟

〝ここで出るのか！〟

〝ソラの敵じゃないのか！〟

「き、緊張するねソラくん……」

「分かります。今、同接続、13万人も居ますしね」

「じゅ……！　13万もいるのかい!?　それ全部、ソラくんのファンだろ!?」

「はい！　みんな良い人ですよ！」

〝天然で草〟

〝大だい丈じよう夫ぶ？　ソラ、騙だまされない？〟

〝なんか逆に心配になってきたわ〟

〝良い人って言われると、不思議と罪悪感が……〟

「これで会社ももっと賑にぎやかになりますね～」

〝……ん？〟

〝え？　今なんて言った？〟

〝聞きき間違えか？〟

〝はい？〟

「えっ……あっ、言ってなかったっけ。実は、俺とサクヤ、カツさんと事務所を作ったんです。名前は『陰おん陽みよう』」

　サクヤと一いつ緒しよに考えて、決めた名前だ。

　未成年は起業できないから、一応名義はカツさんを借りている。

　カツさんに相談したら、『その会社の理念、乗った！』と快く受け入れてくれた。

〝…………〟

　コメントが静まり返る。

「あれ？　コメント止まった？」

「いやたぶん……」

　カツが答えようとした瞬間、ぶわっと書き込こみが増える。

〝すげぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇっ！〟

〝うおおおおおおおおおおおおっ！〟

〝ふぁああああああああああああ!?〟

〝うぉぉぉぉっ！〟

〝マジか!!〟

〝歳そんなに変わんないのに凄いわ！〟

〝ソラも事務所入りか～。感かん慨がい深ぶかい〟

〝おめでとう！〟
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　個人から企き業ぎようへ入った配信者は、基本的に祝福される。

　やっぱり、規模がデカくなったり、仲間が増えるからだ。

〝事務所の理念は？〟

　そう、それが重要だ。

　後で調べたのだが、多くの有名配信者を抱かかえる Poover は、輝かがやかしい人気で、常にトップを走り続ける。と理念を掲かかげている。

「陰陽は……『困っている人が居たら助けるダンジョン配信者』です」

　静かに俯うつむく。

　コメントは、俺の言葉を待つように静かになっていた。

　カツさんもこちらの言葉を待っている。

「安西ミホさんのライブで、駆け付けない配信者が多くいたと聞きました。もちろん、そのことで怒ったりはしません」

　彼らは命懸けだ。責められないよ。

「でもさ……もしも、同じことが起きた時に、本当に誰だれも駆かけつけなかったら……」

　悲しいと思ってしまった。

　いつの時代も、人は助け合って生きている。

　現代はその感覚は薄うすれているけど……失って欲ほしくはない。

　誰かが困った時に。

「そんな時に、必ず来てくれる人が居たら……いいなと」

　陰陽師は人を救うためにいる。

　それは今も昔も……平安から続いて来た共通意識だ。

　だから、どの時代でも正義の味方として描えがかれる。

　俺はそれを曲げたくない。

「そんなダンジョン配信者がいる……陰陽です！」

　俺は真まっ直すぐ顔をあげて、微笑んだ。




＊




　Poover の事務所で、ソラの配信を見ていた大神リカが思わず目を見開いた。

『困っている人が居たら助けるダンジョン配信者』。

　ソラさん、あなたはどこまで……。

「ハハ、このタイミングで発表してきましたね……噂うわさは本当でしたか」

「俺は楽しみですよ～、だってこれから、もっと伸のびるんでしょ？」

　事の重大さを理解できていないマネージャーは、呑のん気きに構えている。

「呑気ですね……でも、控ひかえめに言ってこんなこと、ソラさんが思いつくハズがない」

　口元を隠かくして悩なやむ。

　裏でこれを仕組んだ人間がいる。

　脳のう裏りに銀ぎん髪ぱつが浮かんだ。

　……間違いなく、あの銀ぎん髪ぱつ令れい嬢じようだ。

　日本で最も勢いがあり、最強の配信者事務所は Poover？　いいや、違ちがう。

　今は……彼かれらの『陰陽』だ。

　それをここで決定付けられた。

　世間VSネット？

　どっちが活かつ躍やくしたか？　どっちのお陰で人が救われたか？　違う、あの令れい嬢じようはそんなもの、最初から眼中になかったんだ。

　どちらも味方に付けるつもりだった。

　世間で最も人気のカツ。

　ネットで最も熱いソラ。

　この二人がいる時点で……今まで最下位に居た立場を、一気にトップまで引き上げた。

　あの令嬢……とんでもないやり手だ。

　流石は英才教育を受けた、ダンジョンネットワーク大企業の御ご令れい嬢じようだ。

　天才に相応ふさわしい……。

　でもそれを成なし遂とげることができたのも、ソラさんのお陰だ……！

　だからあの二人の相あい性しようは……最強なんだ。

「このままだと Poover……トップの座を明あけ渡わたさないといけませんね」

　ソラさん……あなたは本当に、本当に凄い人です。

　あの救われた時から、たった数歩でここまで上り詰つめた。

　それに二度も救われた。感謝もしているし、きちんとこの想おもいを伝えたい。

　でもそれ以上に……。

「『陰陽』に負けたくない」




＊




　Poover 所属、実力派配信者は足を組んで頬ほおを引き攣つらせていた。

「おいおいおい、Poover……ヤバいんじゃないの？　トップの座、引きずり降ろされるぞ。カツは良いとしても、餓が鬼きども二人にやられてんじゃねえよ」

　今回の配信は、たくさんの配信者が見ている。

　インゲン豆配信者も、指を咥くわえていた。

「やっぱりインゲン、コラボしたいなぁ……」




＊




　神かん崎ざきサクヤは、初めて自分の手でソラの願いを一歩叶かなえられた、と喜んでいた。

　ソラの目標である正しい陰陽師を広げる。

　ソラの力になれた。

「これで Poover の勢いも、他の事務所の勢いも……！　ソラが中心になった！」

　私のソラが、注目を浴びている。

　誰もこんなこと、予想が出来るはずがない。

　対立をするのではなく、手を取り合う。

　どちらが正しいか優ゆう劣れつを付けるのではなく、取り入れてしまう。

　世間とネット。両方を味方に付けてみせた。

　これがダンジョン配信事務所――――『陰陽』が立ちあがった日だった。

　そうして、サクヤのスマホが鳴った。




＊




　配信機材を運ぶトラック内部。

　ＳＮＳは、ダンジョン配信事務所『陰陽』の話題で持ちきりであった。

　サクヤはスマホを眺ながめて満面の笑みで、頷うなずく。

「作戦は大成功だ。カツさん、色々と手助けしてくれて助かる」

「いやぁ、こちらこそ申し訳ないよ。ニュースだと、俺おれが人々を助けたことになってて……心臓が飛び出るかと思ったよ。ハハハ……」

　思わず首を傾かしげる。

　俺はその言葉が不思議だと思った。

「カツさんはみんなを助けたじゃないですか」

「あれは誰から見ても、ソラくんのおかげだよ。こんなおじさんが、未来ある若者の手て柄がらを奪うばっちゃいけないだろ」

「俺はカツさんが居たお陰で、みんなが救われたと思ってますよ」

　事実、俺が来るまで一いつ般ぱん人じんに怪け我ががなかったのは、カツさんのお陰だ。

　その時間がなければ、どうなっていたかは想像できない。

　カツが頬を搔かきながら、頬を染めた。

「て、照れるな……」

「誇ほこってください。あれはカツさんのお陰です」

　俺はただ、呪じゆ力りよくによる魔法をぶっ放したに過ぎない。

　人々を巻き込まないように、そっと手を添そえたようなものだ。

「……ソラくん、俺は君のそう言ったところにも、惚ほれたんだ」

　サクヤの目が細くなる。

「惚れた……？」

「い、いや勘違いしないでくれよ!?　そういう意味じゃなくてだね……眩まぶしいと思ったんだ、君たちを」

　カツが視線を落とす。

　俺はカツさんが仲間になってくれて、凄すごく嬉うれしかった。

　深層に行けるほどの実力もあれば人徳もあるし、人を守るためなら真っ先に盾たてになる。

　とても優やさしい人だ。

　俺が目指す陰陽師の姿にも近い。

「俺は若い頃ころから一人でね……青春ってものに憧あこがれてたんだ。まさか、それでコンプレックスを抱いだくなんて思ってもいなかったけどね」

　ハハハ、と苦笑いを浮うかべる。

「妹の病気を治すのに大金が必要でさ。高校も中退して、そこからダンジョン冒ぼう険けん者しやになって……ずっと金ばかり稼かせいでたんだ」

　カツが懐ふところから妹の写真を見せる。

　カツにとって、学生時代の淡あわい青春などなかった。

　難病にかかった妹を治すためにお金が必要。自分はそれを稼ぐための道具、だと言い切った。何度かダンジョンでドロップ品を手に入れ、それを売っていたものの、治ち療りよう費ひにはまだまだ足りていなかった。

　まだ足りない。まだ救えない。だから、死ねない。

　その一心で潜もぐり続けていたら、いつのまにか深層にまで潜れるほどの実力者になっていた。

　妹からは『もういい、お兄ちゃんは十分頑がん張ばったよ』と言われても、諦あきらめずに小さな希望を掴つかもうとする人間。

　それが[image: ]原カツであった。

「ほら、青春ってのがあったら……きっと、君たちみたいなのかなーって。だから、協力したかったんだ。見てるだけでも楽しそうだしね」

　優しい、疲つかれたような笑えみを向けられる。

　サクヤが口を閉じた。

　俺はカツさんが向けてきた笑え顔がおを、知っている。

　本当はやりたいことがあるのにそれを我が慢まんして、『これで良いんだ』、と諦めた時にする表情だ。

「……やりましょう」

「え？」

「青春、やりましょう！　カツさん！」

「えぇ!?　どういうこと!?」

　俺はカツさんの両手を掴んで、真っ直ぐな瞳ひとみを向ける。

　やり残したことがあるのなら、やればいい。

「やりたいことに、歳なんて関係ないですよ！」

　大人って、歳をとってしまうとチャレンジすることが怖くなる。

　でもそれは、仕方のないことだ。

　責任があるから。

　もしもチャレンジして失敗をしたら、仕事を失ってしまうかもしれない。大事な家族を途と方ほうに暮れさせてしまうかもしれない。

　大人は常に責任を背負っている。

　大事な物が増えれば増えるほど、そうなってしまう。

　カツさんは、大人になる前に妹さんを助けるために命と人生を懸かけた。

　そんなカッコいい人、いない。

「ソラくんは本当に……いいや、なんでもない。分かったよ、青春してみるよ」

「はい！」

「俺の目標は、青春をする……か。なんだか恥はずかしいな」

　カツさんは照れているようで、笑みを浮かべている。でも、我慢しているような笑顔ではない。

　とても楽しそうな表情だった。

「で、サクヤ。青春ってなにするの」

「わ、私に聞くのか!?」

「だって、サクヤは何でも知ってるでしょ」

「ぐっ……そ、そうだな。夜景が一望できる場所で、食事をしたり……とかか？」

「なるほどな～」

　流石さすがはサクヤだ。

　俺の分からない常識を知っている。

　深く頷いていると、カツさんの頬が引き攣る。

「あ、あのさ……それは違うと思うんだ。青春っていったら、ファミレスで喋しやべったり、ゲーセンで遊んだりとかじゃないかな」

　サクヤが驚おどろく。

「そ、そうなのか!?　ファミレスもゲーセンも行ったことがないぞ……」

「俺も！」

　素す直なおに手をあげる。

　名前は聞いたことがあるけど、入ったことがない。

　学生ってそういうところによく行くんだ。

「おいおい……本当に大丈夫かよ、この二人……本当は凄い、んだよな……？　おじさん心配になってきたぞ……」

　え？　なんでカツさん、そんな心配そうな顔をしてるんだろ。

　青春って言われても、ぶっちゃけよく分からない。

　だって学校だとぼっちだったし、サクヤも同じようにぼっちでいることが多かった。

　あれ？　もしかして、俺おれ達たちまともな青春を知らない……？

　いやいや、まさか。

　安心してください、ちゃんと平安時代の青春は知ってます。

　ケマリとか、かけっことか……ほら、青春っぽい。

　あっ……現代だと誰もやってくれなくて、ポツポツ泣いてたっけ……あっ、なんか思い出しそう。

　存在しない記き憶おくが呼び起される。

　そこでは体育座すわりでポツポツ泣いている俺に、ソラマメが投げられている。

『やーいやーい！　平安人～！』

『平安時代に帰れ～！』

『アホ～！』

　うん。思い出すの、もうやめよ。

　青春なんてなかった。滅ほろぶべき。

「ソラくん、なんか急に悲しんでる……」

「青春なんてなかった……」

「ソラくん!?　勝手に傷ついてる!?」

　サクヤがごほんっ！　と、わざとらしく咳せきをする。

　この話はサクヤにもダメージを与あたえていたようで、避さけたい話のようだ。

　俺たち、青春に深い傷を抱えてるみたい……。

「青春はともかく……今はダンジョン配信の話をしよう！　ソラ！」

「そ、そうだねサクヤ！　そうしよう！」

「心配だ……おじさん、心配だよ……」

　サクヤは心配で頭を抱えるカツを無視し、ホワイトボードを取り出す。

「まずは……」

　そこには、いくつものデータがあった。かなり徹てつ夜やして収集、まとめ、改善案も出している。

　サクヤ曰いわく、俺の視し聴ちよう者しやは若い層が多いらしい。

　逆に、カツさんが事務所『陰陽』に入ることで、これまで取り入れることのできなかった年ねん齢れい層そうの高い視聴者を獲かく得とくできるとのこと。

　さらに、カツさんは基本的に昼間に活動しているため、学生である俺たちは夕方配信と、時間が見事に被かぶらない。

　視聴者の取り合いにならないのだ。

「で、カツさん。あなたの得意なことを聞きたい」

「前衛で盾をメインに使う。俺は料理が得意でね～。ダンジョン飯とか、そういうのを配信で披ひ露ろうできたらいいなと思ってるんだ。例えば、肉料理とかね」

「なるほど……需じゆ要ようはかなりあるな」

　サクヤが悩んだ素そ振ぶりを見せる。

　俺はこの時間……特に何もしない。

　つまり、暇ひまだ。

　体育座りして、のほほんと終わるのを待っている。

　今日のご飯何にしようかな～。

　すると、カツさんが口を挟はさんだ。

「あ、あのサクヤさん……俺、ソラくんの得意なこと知らないんだけど。流石に仲間の得意なことを知らないのは不ま味ずいかなって」

「あぁ、そうだな。ソラ、教えてやれ」

　サクヤは一いち瞥べつもせず、手元のモニターに集中している。

　俺は答える。

「敵、倒たおす。仲間、増やす」

　納なつ得とくしたようで、サクヤが続けた。

「よし、いつも通りだな。じゃあ、次の話だが……」

「え、待って。それだけ!?」

　カツが驚いた面おも持もちで言う。

「なんだ、ソラは居るだけで面おも白しろいんだぞ」

「いやそうだけど、そうじゃないよね!?　悲しきモンスターみたいな言い方してたよね!?」

「いつものことだ。今日はカツさんがいるから、一方的に話してる感じがしなくて、とても良い」

　サクヤが少し満足そうにしていた。

　俺もちゃんと話聞いてるんだけどな～。話が難しいから、途と中ちゆうで流れて行っちゃうだけで。

「い、いつもなのか……凄いなほんと……」

「大丈夫、カツさんもそのうち慣れるよ」

「ソラくんがそれを言うのか……」

　でも、本当に人が増えたのは良い事だ。

　サクヤと二人っきりでも楽しかったけど、賑やかになった。

「ソラは何か案はあるのか？」

「うーん……うーん……」

　カツさんは料理が得意って言ってたし、ダンジョン飯なんて食べたことない。

　かなり興味はあるけど、それだけだとサクヤは納得しないよね。

「魔ま物ものを料理するってのは？」

「ッ!?　だ、ダンジョン飯ってそういうことじゃないんだけど……」

「でも、面白そうですよ？」

「ほんと、突とつ拍ぴよう子しもないことを言うね……ソラくん」

　思いついてしまったものは仕方ない。

　あとは行動して、ダメだったら反省すれば良い。

「サクヤ、魔物飯ってどう？」

「フフッ……面白いな。良いと思うぞ！」

「じゃあ、決定。場所は……このくらい？」

　人差し指を下に向ける。

「下層かい？　まぁ、そのくらいの魔物なら……」

「ううん、深層」

　しばし、二人の反応が止まる。

「……ッ!?」

「深層!?　深層の魔物を食べるのかい!?」

「グラビトがね、魔物は深ければ深いほど強いし、美う味まいって」

　やるなら、徹てつ底てい的てきに……妥だ協きようはしない。

　俺は、深層へ潜る。










あとがき







　初めまして、昼行燈です。

　今回のダンジョン配信者の本書を手に取って頂き、本当にありがとうございます。

　陰陽師を題材したお話は多くありますが、今回は誰も見たことがない物を作りたい、という信念で配信者と陰陽師ものを混ぜてみました。そんな本作がこうして出版される姿を見ると感慨深い物があります。

　特にイラストを担当してくださった福きつね先生の絵が素晴らしくて、カッコいいと可愛いが同時に存在することってあるんだ……！　と興奮しました。読み終わったのち、もう一度だけぜひ表紙を見てください。




　今作の主人公である上野ソラくんは、担当編集Ｓさんからも『何を考えているのか分からない』という言葉を貰ったことがあるほど、とても魅力のあるキャラクターになっています。正直嬉しい誉め言葉ですね。

　大人すぎても、子どもすぎてもいけないソラくんを執筆している時は、なかなか悩ましいことが多いです。食品売り場で20％引きの刺身があるけど、あと数分待てば半額になる……でも早く帰りたい、というような親近感を大事に台詞を考えたりしています。

　余談ですが、私は５００円のたこ焼きを買うのに、お店の前で一時間悩んで買わなかったりします。時間の無駄だから早く買えよ、とよく言われますが、本を選ぶ時のようなワクワク感があって、意外と楽しいものです。

　小さなことは悩むけど、大きいことはスパッと決断する……それが陰陽師・上野ソラでもあると私は思っています。




　本作の連載中にたくさんの人に読んでいただけて感想をもらう機会が多く、「面白かった」や「続きはよ」という多くのお声に大変励まされながら執筆していました。

　繰り返しになりますが、こうして本作が無事に発売され、書店やＷｅｂから本作を手に取っていただけたこと、心より感謝申し上げます。

　やはり嬉しい感想は励みになります。ソラくんもこんな嬉しい気持ちになっていたのか、と改めて学ばせてもらった気がします。

　読者のみなさまとは、コミカライズを担当していただく YOUTwo 先生の描く上野ソラくんでも会って、さらに小説の二巻でもまた会いたいです。

　何卒、『ダンジョン配信者を救って大バズりした転生陰陽師、うっかり超級呪物を配信したら伝説になった』をよろしくお願い致します。










電子書籍版特典ショートストーリー『平安時代のソラ』







　平安時代。

　ちょうど、ソラがソラマメ豆腐を発見したその帰り道であった。

　ソラは道端にたくさんの黄色い花が咲いている道を歩く。自分の人生で一番とも呼べる好物を見つけたことで、機嫌が良さそうに「ふんふふ～ん♪」と鼻を鳴らす。

　すると、突如鳴き声が響いた。

「にゃあ～」

「ん？　猫？」

　黄色い花に埋もれててそれまで分からなかったが、花の隙間から麦色の猫がソラを見ていた。

　ソラは数秒ほど目を丸くしていたが、猫の正体を呟く。

「君、妖怪だね」

　嬉しそうに猫が「にゃ～！」と鳴いた。

　今度は女の子の声がする。

「猫助～！　あっ、猫助いた」

　ソラの目の前に現れたのは、金髪の少女だった。

　正装のソラと少女は互いに向き合う。

「お、陰陽師!?」

「うん、陰陽師だよ」

　自己紹介をすると、少女は青ざめて猫助を抱えた。

「猫助！　逃げなきゃ！」

　その場から少女は走り去る。

　そうして住居であるボロ屋に逃げ込んだ少女は、息も絶え絶えになりながら猫助へ怒る。

「猫助！　あれだけ外には出ちゃダメだって……！」

「にゃ～」

「もう……可愛い～！」

　猫助へ頬ずりし、蕩けた顔をする。

　そうして目を開けると、目の前にソラが居た。

「なんで逃げたの～？」

「ひゃぁぁぁぁぁぁっ!?」

　少女が飛び上がり、猫助がソラの腕へ落ちた。

　またもソラを見て少女が青ざめ、叫んだ。

「お、お願いします！　なんでもしますから、猫助を祓わないで！」

　陰陽師＝妖怪退治、というのは一般の間では常識であった。

　そのため、妖怪である猫助を少女は祓われると思っていた。

「え、別に祓わないよ？」

「でも、大人の人も、陰陽師の人も猫助を祓うって」

　ソラが両手で狐を作り、首を横に振る。

「俺は妖怪が憎くて陰陽師をやってる訳じゃないから、なんでもかんでもは祓わないよ～」

「そうなんですか？」

「俺、嘘つかないで有名だよ～本当だよ～」

「逆に物凄く怪しいんですけど……」

　猫助を祓わない、と聞いて安心したのか、少女はソラをそれ以上警戒することはなかった。

「私、ミリカと言います……」

「ソラだ、よろしくね」
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　彼と知り合って数日、ミリカにとって、ソラは出会った中で一番の変人だと思った。

　このソラって人、本当に大人なのかな……。

　あれから、一緒に石蹴りしたりお手玉したり……大人の皮を被った子どもなんじゃ……。

「あの、ソラさん。お仕事は良いんですか？」

「仕事？　あぁ、ごくたまにしか来ないから大丈夫」

　仕事があんまりない!?

　有名な陰陽師って、どこにでも引っ張りだこって聞いた。それこそ寝る間もないと聞くし。

　もしかして、かなり落ちこぼれな陰陽師なんじゃ……だから、こうして遊んでいられるのかな。

「にゃ～……」

「猫助、喉乾いたの？」

　心配そうに猫助を撫でる。

　最近、何やら猫助の調子がずっと悪い。食べ物を食べても、すぐに嘔吐したり、下痢になってしまう。

「なんで体調が悪いんだろう……」

　原因が本当に分からない。

　もしかして、猫助が妖怪だからなのかな……。

　不安になり、解決方法を知っていそうな人物へ視線を向ける。

　なにやら買ってきたソラマメ豆腐を頬張り、私のボロ屋で横になっている。

「ん？　あっ、ソラマメ豆腐は食べたい？」

「いえ、違いますし要りません。猫助の体調不良の原因を、陰陽師のあなたなら知っているかなと……」

「あ～……それよりもさ、どうしてミリカはこんな所で一人で暮らしてる訳？　ご両親は？」

　はぐらかされたような気もするが、たぶん問い詰めても教えてくれないだろう。

　自分の身の内を話せば、気が向いて教えてくれるかもしれない、と考えて話すことにした。

「両親はみんな、悪鬼に殺されました」

「……悪鬼か」

『悪鬼』と聞いてから、ソラさんは先ほどまでののほほんとした空気とは一変して、双眸を鋭くした。

「悪鬼が出た村で生き残ったのは私と猫助だけです」

　私がこうなった理由を話すのは、何もソラさんが初めてではない。

　親もいなければ兄弟もいない私に、頼れる物があるとすれば同情だ。

　最初は人に話すたびに胸が苦しくなった。でも、話していくうちに心が持たないと無意識に、人へ教える時は心を無にするようにしていた。

　今でも鮮明に思い出す。

　逃げる時、私は悪鬼から『お前も殺して喰ってやる。どこに逃げても無駄だ』と告げられた。

「幸いなことに、猫助が私を守ってくれたから、私だけ生き残れたんです」

　私は怪我をした猫助を山で拾い、それ以来ずっと一緒にいる。

　私の話を聞いたソラさんは何か納得した様子を見せる。

「ふむ……じゃあ、その悪鬼、追って来るね」

「ッ――――!?　こ、怖がらせるのはやめてください！」

　信じられない言葉だった。

　だって、自分と猫助はあの村から何週間もかけて逃げてきた。

　どこに行ったからすら分からないはずなのに……。

「悪鬼って鼻が良いんだ。一度匂いを覚えたら、絶対に忘れない。特にミリカの場合は名指しだからね。逃げられたのが、相当悔しかったんじゃないかな」

　平然とそう言われて、ぞわぞわと背中から何かが這いずる感覚がした。

「ソラさんが守ってくれますよね!?」

「うん、良いよ」

「やっぱりダメ……えぇ!?　良いんですか!?」

「だって、人を守るのが陰陽師の仕事だし。これは依頼じゃないから、朝廷も怒らないと思う」

　陰陽師の人に守ってもらえる。

　今までは怖がって逃げていた陰陽師……ソラさんは普通の陰陽師とは違うのかもしれない。

　猫助も祓おうとしないし……妖怪だってだけで、陰陽師はなんでも祓おうとするのに。

「ありがとうございます！」

　笑ってソラさんが言う。

「いいよいいよ。気にしないで」




＊




　とある森林。ジャギン、ジャギン、と鋭利な爪を交差させ、研いでいる妖怪がいた。そこはミリカの住居からそれほど離れてはいない。

「スンスン……近い、近いぞ！　あいつの匂いだ！」

　悪鬼が着実に、ミリカの傍へと近寄っていた。

「逃がした獲物は逃がさない」
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　夜、月明かりがよく見える時。

　風が冷たく、嫌な空気が漂っていた。

　ミリカはその日、家から離れた仕事場だったということもあり、帰るのが遅くなっていた。

　急いで家へ戻るも猫助の姿がなく、首をかしげる。

「厠にでも行ってるのかな……ソラさんも今日は珍しく朝廷の仕事で帰りが遅いって言ってたし……」

「ヒッヒッヒ！　今日は誰もいないんだな？」

　聞いたことのある声へ顔を向けると、天井に一匹の妖怪がいた。

　ミリカの住んでいた村を襲い、両親を奪った妖怪。

「ひっ……！」

　悪鬼が天井に張り付いていた。

　そうして、その鋭利な爪に猫助が貫かれていた。

「ね、猫助……！」

「ヒッヒッヒ！　馬鹿な妖怪だったぜ！　こいつは人の魂を養分に生き長らえる妖怪だ！　今までは力を使わなかったから、魂を吸う必要がなかったようだが、俺様からお前を守った影響で、生きるために必要な養分が足りなくなった！　だからここまで弱ってたんだなぁ？」

「え……？」

「お前の魂を吸えば、俺様に勝てたかもしれないのにな！　お陰で俺様はお前を喰えるけどなぁ！」

　悪鬼は鋭利な爪をジャギン、ジャギンと鳴らす。

　それは獲物を狩る前のルーティーンのようだった。

「に、逃げなきゃ……」

　ミリカは逃げ出そうにも、恐怖で足が動かなかった。

　それに猫助を置いて行くこともできない。

「やっと狩り終わるぜ～！」

　鋭い爪がミリカへ飛んで来る。思わず目を瞑り、来るであろう痛みに備えた。

　突如、バサッと布が掠れる音が耳に届く。

　ゆっくりとミリカが目を開けると、目前にソラが居た。

「ソラさん……？」

　片手で手印を構え、真っ白な外套が舞った。

「第一術式展開――――水命糸」

「ギガッ!?」

　水色の糸が悪鬼の首へ絡まり、両断される。

　ソラの体を纏うように糸が揺れた。

「あ、へっ……俺様の頸が……誰だ貴様……!?」

「ただの陰陽師だよ」

　そうして崩れ行く悪鬼から猫助を助けた。

「ごめん、ちょっと遅れた」

「にゃ～……」

　その鳴き声はまるで、『遅いよ～』と怒っているようだった。
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　猫助は先ほどの悪鬼にやられ、長くはもたない様子だった。

「ソラさん。猫助、私の魂を吸えば元気になるんですよね？　なんで吸おうとしてくれないんでしょうか……？」

　どうすれば良いのか分からず、ミリカは切迫した面持ちで助けを求めた。

　俺は素直に、猫助が望んでいることを教える。

「ミリカの魂を吸えば良くなると思う。でも猫助が、それを嫌がっているんだ」

　猫助にとって、それは自分が死ぬことよりも辛いことなんだろう。

「でも、このままじゃ猫助が……」

　傷や体力から鑑みて、治療しても猫助は助からないだろう。

　だが……この傷がなかったとしても、猫助は長くはなかった。

「猫助は悪鬼からミリカを逃がすために力を使って、かなり弱っていた。俺と出会った時点で、いつこうなってもおかしくはなかったんだ」

　俺はミリカの魂を吸われないよう、見守っていたに過ぎない。

　だが、一度だって猫助はミリカの魂を吸おうとしなかった。

　よく、陰陽師の間では人間と妖怪の間に絆は生まれないという。

「ミリカを本当に友達だと思っていたからこそ、少しでも一緒に居たかったんだと思うよ」

　猫助は俺と出会った時、祓って欲しくて鳴いたのだろう。

「でも猫助は妖怪としてではなく、最後まで友達として生きることを選んだ」

　猫助の頭を撫でる。

「よく頑張ったね」

　とてもか細く、小さく鳴く。

「にゃ～」

　褒めてもらえたことが嬉しかったのか、やや声音が高い気がした。

「にゃ～ん」

　また猫助が鳴いた。

　それは俺の脳内へ、直接聞こえた気がした。

『――――祓って』

「……またか」

　最初から最後まで、猫助が俺へ頼んでいた唯一のこと。

　だが今回は、ミリカにもはっきりと聞こえていたようだった。

　だから驚いた顔をしているんだと思う。

「もしかしてソラさんはずっと、聞こえてたんですか……？」

「まぁね。ミリカは嫌だって言うだろうから、黙ってたんだ。まだ嫌でしょ？」

「……いいえ。今は、猫助が……それを望んでいるなら……」

　人であれ動物であれ、何事にもいつか別れは来る。

　でも今じゃなくて良いだろう、と俺はずっと思っていた。

　本当にミリカと猫助は仲が良かったから……。

「……本当にいいの？」

「はい。私を守ってくれた猫助のお願いを、叶えてあげたいですから……」

「分かった」

　片手で印を組む。

　最も苦しまないよう、生まれ変わっても幸せになれるよう、陰陽師・ソラの名において祓おう。

　祓うための術式を発動し、ミリカの腕に抱かれていた猫助が光る。

「にゃ～」

　徐々に光の粒となり、空へ浮かんでいく。

　また声が響いた。とても可愛らしい子どもの声だった。

『もう少しだけ、一緒に居たかったなぁ……』

　それはほんの少しの願いのように聞こえた。

『でも、ミリカのお陰で、人間が大好きになった！』

　たまに行き場を失った霊が、妖怪になってしまうことがある。猫助も、元は小さな子どもの霊だったのかもしれない。

　死ぬ前に、もっと遊びたかった、いっぱいご飯を食べたかった、愛して欲しかった。そういう心残りが強ければ強いほど、妖怪になりやすい。

『いっぱい遊んで愛してくれて、ありがとう！』

　でも、この声からは心残りなど感じられなかった。

『ばいばい、ミリカ！』

「ばいばい、猫助」

　その光景を見て、俺もミリカや猫助のように、多くの妖怪と友達になりたいなと、そう思わずにはいられなかった。

　そして、のちにミリカが大事にしていた猫助のような妖怪を、人々はすねこすりと呼び愛するようになる。

　人々と共に生きる妖怪として――――。










「何かまた困ったら俺が助けるよ。それとも俺と一緒に来る？」

「アハハ……遠慮しておきます。ソラさんの傍に居たら、大変そうですし」

「そう？　結構楽しいと思うけど」

　ソラが踵を返し、どこかへ歩き始める。

「ソラさん！」

「うん？　なに？」

「また、会いに来てくれますか？」

　ソラは少し驚いた。

　最初の出会いと比べて、ミリカが自分に心を開いてくれていると思ったからだ。

　陰陽師を怖がり遠ざけていた少女が、陰陽師を信じてくれる。

　思わずソラは微笑んだ。

「会いに来るよ、必ず。名前、憶えててね。ソラって」

「はい！」
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　現代。

　ミリカと同じ金髪の大神リカは、よく猫動画を見ていた。

　しかも、必ずといっても良いほど決まって麦色の猫を見る。

「猫って本当に可愛い」

　そう部屋で一人呟いて、スマホをタップする。

「あっ、ソラさんの動画だ」

　大神リカにとって、その名前が忘れられない名前であることは言うまでもない。
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